
































海野律は今日もズレている!!




２次元系男子は少女漫画家でした。








菱田愛日
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電子版 ビーズログ文庫アリス









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　それは、読んでいるだけで窒ちつ息そくしてしまいそうな物語だった。

　簡単に言えば、人魚の話だ。

　美しい海と、愛の話だった。

　涙と海水の、サンゴと花束の、呼吸と気き泡ほうの物語。




　それは、魔ま女じよによって海の底へと連つれてこられた人間の男と、人魚の物語。

　許されない恋をしてしまった、二人の物語。

　男が生きることができるのは、魔女が作った硝子ガラスの家の中だけ。

　そして、人魚は海水の中でしか生きられない。

　硝子越しに魔女の目を盗ぬすみ会話を交かわしていく二人は、触ふれ合うことさえできない。

　互たがいの心を埋うめ合わせるように、ただ近くにいる。

　そんな日々を重ねた後、男は言うのだ。

「ボクをキミの手で、ここから連れ出してくれないかい？」

　それは別れの言葉だと、人魚は気付いてしまう。

　ここは水の底。この家の中でしか、彼は生きてはいけない。

　最初、人魚は嫌いやだと言った。生きていてほしかったから。

　でも最後は人魚が男の手を取り、遙はるか頭上に見える光に向かって泳ぎだす。

　そこで物語は『Happy End.』と〆しめられる。

　明確な顚てん末まつがあるわけでもない、説明不足な物語。

　でも私にとってそれは、忘れられない──人生を変える物語になった。




　どうして男は、自分が死ぬとわかっていながらも、人魚の手を取ろうとしたのだろうか。

　どうして人魚は、愛する人が死ぬとわかっていながらも、海の底から出ていこうとしたのだろうか。

　ボロボロになるまで同じ本を読み返して、涙して、自分が涙する理由を探していた。

　それが知りたくて、気付けばペンを取っていた。

　そして自然と、夢は『漫まん画が家かになること』になっていた。

　後になって、私は思う。

　あの時の私は、漫画家になりたかったのではない。

　きっと、この物語の作者、『羽う美み原はら律りつ華か』になりたかったのだろう、と。
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　海うみ野の律りつという男子は、まるで少女漫まん画がに出てくる登場人物のようなヤツである。

　高校一年生にして、すでに身長は一八〇近く、手足もスラリと長いモデル体型。

　窓まど際ぎわの席に座ると、陽ひの光に照らされてキラリときらめく黒くろ髪かみ。

　顔は小さく、整い過ぎて特とく徴ちようらしい特徴もない中で、左目下の泣きぼくろが妙みように色っぽく、決して派は手でな顔の作りではないのに、思わず目で追ってしまいたくなる魅み力りよくがある。

　そして、そんな恵まれた容姿に生まれた海野律を、さらにミステリアスに彩いろどるのは、その独特な空気だろう。

　口数は少なく、表情も乏とぼしい。どうやら団体行動は苦手らしく、誰だれかと親しげに話しているところを見たことがない。

　いつもふらりと登校しては、窓際の席で寝ているか、イヤホンをつけて一人ぼんやりと窓の外を見ているばかり。時折、文庫本を持ち出し読んでいる姿など、そのまま額がく縁ぶちに入れて飾っておきたくなるほどの完成度だ。

　そんな彼は入学当初から『期待の美青年』として注目の的まとであり、全学年で海野律の名前を知らない人などほぼいないだろう。彼の噂うわさを聞きつけた芸能事務所のスカウトマンが、校門前で待っているのも見慣れた光景だ。

　さて、ここまでのプロフィールを、海野律のことを知らない中学時代の友人にでも聞かせたら、十中八九『気弱で人じん畜ちく無む害がいな美青年』を思い浮かべることだろう。

　人によっては『病弱』や『不幸』、『人見知り』などという属性をつけ加えるかもしれない。

　が、残念ながら、そうは問とん屋やが卸おろしてくれなかった。

『キミと付き合ったとして、俺にメリットがあるとは思えない』

『試しに付き合ってみようと言われても、試す価値が見いだせない』

『毎日同じようなことを言われて、毎回同じように返すのは非ひ効こう率りつ的てきだから、できれば意見を纏まとめてから持ってきてくれないか？』

　これは海野律が入学から一週間も経たたないうちに言い放った、告白のお断りの言葉だ。

　ちなみに言えば、海野に告白をしたのは自他共に『美人』と認めている女の子ばかり。なのに、あぁもアッサリと（さらにバッサリと）振るとは、到とう底てい健全な高校生男子とは思えない。

　いや、そもそもあの配はい慮りよもなければ遠えん慮りよもない断り方は、人としてどうかと思うレベルだ。

　さらに言えば、女には興味ないが男の友情は大事にしているぜ！　というタイプでも全くない。入学当初、いつも一人でいる海野に気を使って、クラスの中でも社交的な男子が彼を遊びに誘ったらしい。

　その結果が……、

『無意味な遊びをするほど暇ひまじゃないから』

　これだ。やっぱり完全に人として終わっている。たぶん海野律は、顔の作りのよさと引き換かえに、人間的な感情をどこかに落としてきたのだろう。

　その上、親が金持ちなのか知らないが、時折タクシーで通学しているらしいし、何気なく履はいているスニーカーが実は十万超えのブランド品だったりするらしい。

　そんな不ぶ愛あい想そうな同級生に根気強く話しかける熱意溢あふれる人物なんて、そうそういるものではない。というわけで、次し第だいに海野律はクラスの不ふ可か侵しん領りよう域いきとなった。

　存在はしているが、話しかけることも触ふれることもできない。その美び貌ぼうに思わず視線は奪われるが、実際に手で触れてみようと思う者もいない。

　実現してはいるが、非現実なような。テレビや映画でも見ているかのような……。

　まるでクラスに貼はり出された『動くポスター』みたいに、次元が違う場所に生きているような存在。

　いつの間にかついたあだ名は『実在する二次元』。

　現実離れした造形のよさと、実際には言葉を交かわすことができないという意味を併あわせ持つ、なんとも言い得て妙なあだ名だ。

　まぁ、とにかく。私にとって海野律とは、会話らしい会話をする機会さえなく春を迎むかえ、クラスが変わり、気付けば高校生活も終わって、大人おとなになった頃『そういえば、そんなクラスメイトがいたね』と、思い出のネタになる程度の存在。そう、ずっと思っていた。

　つい、先日まで……。




　木こ枯がらしが舞まう十月半なかばの、よく晴れた日。秋とはいえ、まだ陽だまりには暖かさの残る昼休みの中庭で、私こと華はな村むら奈な々な帆ほはなんとも言えない苦笑を浮かべていた。

「あのさ……なんとなく予想できてる……かもしれないんだけどさ」

　生徒たちの奏かなでる喧けん騒そうを聞きながら、私はいつも一緒に昼食を摂とっている友人──カナ・ジュリ・モカに向け、そんな言葉を放つ。

　三人はどことなく硬かたい表情で「う、うん」とそれぞれ頷うなずきつつも、私の隣となりに立つ人物にチラチラと視線を送っている。

　視線の先にいるのは、他の誰でもない……『実在する二次元』こと、海野律である。

　今日も海野律はよく言えばクール、普通に言えば無表情で愛あい想その欠片かけらもない表情で、その現実離れした綺き麗れいな顔を世の中に晒さらしている。

　近くにいる他生徒も動きを止め、窓からは次々と顔が生はえていく。一部の女生徒からは鋭するどい視線を感じるし、写メを撮とるためか、携けい帯たいが私たちへと向けられる。日常を彩る事件の気配は、生徒たちを野や次じ馬うまへと変えていく。

　あぁ、そうだろう。

　これは明らかに、なにか『面おも白しろいことが始まる』ことを予感させるシチュエーションだ。

　が、その視線の真ん中にいる私としては、正直たまったものじゃない。

　でも、このまま突っ立っているわけにもいかないだろう。

　覚かく悟ごを決め、私は友人たちに向け言葉を放つ。

「私たち……なんていうか、まぁ……簡単に言えば、付き合うことになりました」

　瞬しゆん間かん、友人の手からカラアゲがポロリと落ちる。

　声が聞こえたわけでもないだろうが、それまでの喧騒が、波が引くようにすっと消えた。さらには、今までしつこいくらい落ち葉を巻まき込んで吹き荒れていた風までもが、ピタリと止まってしまう。

　たとえばこれが少女漫画なら、たぶん今がクライマックスなのだ。

　辺りの反応を見ながら、場違いにそんなことを考える。

　学校一の美男子（しかもクラスメイトを寄せつけない、孤こ高こうの一いつ匹ぴき狼おおかみ）と平へい々へい凡ぼん々ぼんな女子が交際を始めるなんてシーンは、数あま多たの困こん難なんと、多くの涙の後に訪れる最終巻にあるべきだ。

　二人の間には誰にも引き離せない絆きずなが生まれており、友人たちは『やっとお前ら、落ち着いたのかよ』とでも言いながら、笑顔で祝福をする。

　物語には、そういった過か程ていが必要なのだと常々私は考えている。

　でも残念ながら私には、海野律と困難を乗り越えた記き憶おくはないし、誰にも引き離されないと思えるほどの絆も感じられない。

　では、何な故ぜこうなったかといえば、たぶん……なりゆきだ。

　流された、と言っても間違いではないだろうし、押し負けたと言われても否ひ定ていができない。

（……やっぱり私、失敗したかも）

　そう後こう悔かいし始めた時、なにを思ったか（まぁ、こういう流れになったのだから、当然といえば当然なんだけど）隣の海野律が私の肩かたに軽く手を置き抱だき寄せる。

　そして、

「……よろしく頼む」

　と、ニコリともせず不愛想に言い放ったのだ。
















　瞬間、引いていた波が押し寄せてくるかのように、辺りがドッと騒さわがしくなる。

　ある者は悲鳴をあげ、ある者は大ニュースだと周囲に触れ回っている。

（失敗した！　これ、絶対に失敗した!!）

　が、そんな魂たましいからの叫さけびを今ここで放てるわけもない。かくして私の平凡な日常は脆もろくも崩くずれ去り、翌よく日じつには学校で二番目に有名な生徒として名前が知れ渡ることとなった。

　どうしてこんな事態になったかといえば、時間は少し遡さかのぼる……。
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　オタクの人権は十年前に比くらべて驚くほど向上した。

　そんな言葉をよく聞くが、それは別に『オタクが完全なる市民権を得た』という意味ではないと思うのだ。もちろん、オタクなのに人気者で友達がたくさんいる人もいる。

　でもそれは、彼らがオタクなのに高いコミュニケーション能力を持っており、オタクなのに気持ち悪くない、という評価からだ。つまり一般人からしたら、まだまだオタクとは気持ち悪い生き物なのだろう。

　その証しよう拠こに、事件を起こした犯人の部屋にアニメの円えん盤ばんがあったものなら、ワイドショーは喜び勇いさんで報道するし、コメンテーターは『ほれ、見たことか』と持論を披ひ露ろうする。

　あいつ、オタクっぽくてキモくね？　なんて陰かげ口ぐちはすでに聞き飽あきたし、『そうだねー』と合わせて頷く時の胸むねの痛みもすでに慣なれた。

　毎月買っている雑誌は『KANKAN』で、趣しゆ味みはネイルチップ作りとカラオケ。特に追いかけているアイドルはいないけど、有名どころの情報は一通りチェックする浅く広くのタイプ。

　そんな平凡でありつつも、多くの友人と話が合わせられる万能キャラとして日々を過ごすようになって──高校入学と共に田舎いなかから東とう京きようへ越してきて、はからずも高校デビューみたいな形になってしまって──早半年。

　自分で言うのもなんだが、私のリア充じゆう演技は相当こなれてきているはずだ。

　とはいえ、別に最初から『高校デビューしてやろう』と意気込んでいたわけではない。

　たしかに東京の高校へ通うのだから、多少は気を使った。オタクっぽいとイジメられるんじゃないかと思い、初めて買ったファッション誌で必死に勉強はした。

　東京の女オタは意外と可か愛わいいしオシャレなんだよ☆　なんてネットの書き込みに、『もしやオシャレに気を使っていないと、オタ友さえできないの!?』と慌あわてたという事実も無視できない。

　つまりオタクっぽいオタクには見られたくなかったが、別に『オタク趣味を隠かくし、華はな々ばなしい高校生活を送ってやろう』とまで、明確な目標があったわけではないのだ……。

　が、幸か不幸か、私のリア充コスプレは見事に大成功してしまった。

　新しくできた友人はみんな、本物のリア充ばかり。

　友達の話題についていくために、さらに人知れぬ努力を重ね、気付けば私も（見た目だけなら）東京のイマドキ女子高生である。

　そうなってしまえば今いま更さら、実は毎月五冊以上の漫画雑誌を買い、これまでに読んだ漫画は一万冊以上の少女漫画オタクであり、将来の夢は漫画家だなんて言いだせるはずもない。

　さらに言うと、試しに一度、教室の隅すみで話していたオタグループに特とつ攻こうをかけてみたこともある。が、どうやら私は完全に『ギャル』の烙らく印いんを捺おされていたらしく、あからさまに距離を置かれてしまった。

　しかも、その場面を友人に見られた時も（かなり焦あせった）、オタ疑ぎ惑わくをかけられるどころか、『奈々帆は誰にでも分け隔へだてなく接して、超イイヤツだよね』なんてイイヤツ判定まで頂いてしまったのだ。

　まぁ、親友になったカナ・ジュリ・モカの三人は本当にいい子だし、少なくとも友達には恵まれている。これはこれで楽しい高校生活だ。

　そんなわけで私は今日も明日も、オタク趣味を隠して、ごくごく平凡なイマドキの女子高生の顔で生きていくのだと思う。

（だから考えろ……私）

　ＨホームＲルームも終しゆう盤ばんに差しかかった教室で、私は決していいとは言えない頭を総動員して、これから予定されているテストの打ち上げ会を断る理由を考えていた。

　というのも、五日前。私の携帯に一本の電話がかかってきたのだ。

　それは私が毎月買っている漫画雑誌の編集者からで、来月発売の雑誌で発表される、私が応おう募ぼしていた新人賞の結果を伝えるものだった。

『──残念ながら賞の選考からは漏もれてしまったのですが、華村さんの作品を特別審しん査さ員いんの羽う美み原はら律りつ華か先生がとても気に入り、貴方あなたのストーリーで作品を作ってみたいとおっしゃっているんです。そこで先生への顔合わせや今後のご相談をしたく、一度編集部へお越し頂きたいと思い、お電話させて頂きました』

　羽美原律華は私が一番好きな漫画家であり、漫画家を目指すきっかけになった作品の作者だ。もちろん、そんな誘いを私が断るわけがない。

　一も二もなく承しよう諾だくし、テストが終了する五日後──つまり今日の学校帰りに編集部へと伺うかがうことにして電話を切った。

　ダブルブッキングに気付いたのは翌日。休み時間に雑談をしている時だった。すぐに『その日は用事ができてしまった』と断ればよかったってことは、当然私もわかっている。が、どうしても言いだせず今日になり、そして──。

　チャイムが鳴り、先生が「テストが終わったからといって、羽は目めを外はずし過ぎないように」と注意をしてからＨＲを終わらせる。と同時に教室は一気に騒がしくなり、テスト期間の終了という解放感に、あちらこちらで遊びの予定が組まれていく。

「なほち、急げ！　ウチらをパンケーキが待ってる!!」

　そんな声をあげながら振り返り、手にしたスマホを見せてきたのは、親友であり、前の席に座っているジュリだ。目の前に掲かかげられたスマホには、『本日、女性サービスディ！　三時より女性のお客様は、当店自じ慢まんの五段パンケーキが三百円引き♡』と、キラキラのフォントが踊おどっている。

「あー、えっと。私──」

　断りの言葉を探していると、綺麗な黒髪が頰ほおを撫なでる。

「お、今日サービスディじゃん。これはテストの打ち上げ場所、決まりだね」

　肩越しに顔を出してきたのは、同じく親友のカナ。

　金きん髪ぱつ巻き髪のギャルであるジュリは男女問わず友達が多く、クラスのムードメーカー。

　黒髪サラサラストレートのカナは、ハッキリとした性格の姉あね御ご肌はだ。学級委員で、大学生の彼氏がいるからか、ちょっと大人っぽい雰ふん囲い気きだ。

　二人とも友人の贔ひい屓き目めを除のぞいても美人で、男子の間でこっそり行われ、先日バレて大だい顰ひん蹙しゆくを買った『付き合いたい女子ランキング』で、二位と三位になっていた（ちなみに言えば、私は余裕の圏けん外がいだ）。

　そんな二人は私の微び妙みような表情には気付かず、パンケーキを食べた後には新しくできた原はら宿じゆくの店に行きたいとか、その後はプリを撮ろうなどと盛もり上がっている。

（やばい。行先が決まればさらに断りづらくなる。やっぱりここは、安定の『親の言いつけ』だろうか。でも、親の言うことをなんでも聞くつまらん子とは思われないだろうか。では『中学時代の友達が上京している』を使おうか。でももし、『紹介して』と言われたらめっさ困る！　では……）

　などと考えていた時。

「あれ？　奈々帆ちゃん、今日はなにか予定があるの？」

　聞こえた声に、カナとジュリが会話を止めて声の主ぬしを見る。そこにいたのは人気ランキング堂々の第一位、うちのクラスの大天使こと清し水みずモカちゃんだ。

「えー、なほちぃ予定あったの？　だったら言ってくれればよかったのに」

「あんたまた遠慮したんでしょ。そーいう遠慮、全然いらないから」

　ぷぅと頰を膨ふくらませたジュリに、妹を叱しかるように『めっ』と唇くちびるを尖とがらせつつ、私にデコピンを食くらわせるカナ。そんな友人たちに向け、咄とつ嗟さに「いやいや、そーいうのじゃないから」と笑顔で首を振る。

「ただちょっと、パンケーキの誘ゆう惑わくに負けそうになっていただけ、というか……」

　えへへと笑うと、こちらの気持ちを知ってか知らずか、ジュリが持ち前の明るさで「おっ！　さすが食欲大だい魔ま神じんなほち！」と茶化してくる。

「ちょっ！　私、そんなに食べないでしょ!?」

「いやいや、なほち程お菓か子しの持ち歩きに不備がない女子はなかなかいないですよ～」

　それは『お菓子食べる？』って休み時間に話しかけるために、毎日持ち歩いているだけなのだけど……。などと言える筈はずもなく、「だって！　途中でお腹なか空すいたら困るじゃん」とむくれてみせる。

　するとカナもジュリもモカも笑ってくれて、それでなんだかホッとする。

「でも今日は、泣く泣くパンケーキは諦あきらめるよ……」

「感想は任せて！」

「それって余計うらやましいだけなんですけどっ!!」

「写メ送るわ」

「やめてやめて！　絶対にお腹空くから」

「今度は奈々帆ちゃんも一緒に行こうね」

「あー、優しいのモカだけだよ～」

　なんていつものやり取りをした後、私は胸を撫で下ろしつつ一人教室を後にする。

　廊ろう下かを歩きながら時計を見ると、まだ二時半を少しすぎたところ。約束の時間には充分間に合うだろう。それでも自然と足は速くなり、小走りになりながら下げ駄た箱ばこで靴くつを突っかけて外に出ると、はぁと思わずため息が出る。

（……昔は、こんなんじゃなかったんだけどな）

　中学時代はどちらかと言えば、自分をストレートに出すタイプだったと思う。

　漫画家になる夢だって隠したりしていなかったし、卒業文集にも将来の夢ゆめとして書いている。

　でも……一度ついた噓うそはそう簡単に崩せないのだ。

　また無意識にため息を吐ついたところで、こんなことではいけないと首を振る。

（今日は憧あこがれの人に会いに行くんだから、シャキッとしなきゃ）

　無理矢理にでも頭を切り替え、『うん』と一つ頷くと、私は校門へ向けて歩きだす。

　羽美原律華はメディアに一切顔を明かさないどころか、サイン会さえ開かない。彼女に会えるだけでも相当な幸運だ。

　なにより中学一年で漫画家を目指し、今年でもう四年目。その期間が長いか短いかはわからないけど、やっと摑つかんだチャンスだ。今日はもう、そのことだけを考えよう。

　そんなことを思いながら校門を出た時、ふと周りが少し騒がしいことに気付く。

「あれ……一年の海野律だよね？」

　近くにいた生徒（たぶん、先輩だ）の声に前を向くと、騒ぎの原因はすぐに見つかった。

　校門前でひそひそと囁ささやき合っている生徒たちの視線の先には、嫌いや味みなくらい美形のクラスメイトの姿。しかも、今まさに平然とした顔でタクシーに乗り込むところだ。

（うわぁ。海野律が時々タクシーで登下校しているって噂、本当だったんだ）

　私の中の常識で言えば、普通の高校生は登下校にタクシーは使わない。それでいて腹立たしいことに、タクシーに乗り込むというどうでもいい動作なのに、妙に絵になっている。

（……あんなふうに生きられたら、きっと楽だろうな）

　同級生にどう思われるかとか、そんなことアイツは気にしたこともないだろう。そもそも友達を作る気さえないのだから、友達に嫌きらわれる心配などする必要がない。

　囁き合う生徒たちの間を抜けながら、なんとなく納なつ得とくがいかずにムッと顔を顰しかめる。

（……って、そんなこと気にしたって仕方ないか）

　なんといっても、海野律は『実在する二次元』。私とは関係のない場所に生きる、私とは関係のない人物だ。

　そう思い直し、再び軽く頭を振ると私は、駅へと続く道を歩いていくのだった。
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　私が羽美原律華の物語に出会ったのは、たぶん偶ぐう然ぜんだった。

　中学にあがったばかりの頃、ふらりと立ち寄った書店で彼女のデビュー作を目にし、イラストに惹ひかれて手に取った後、名前に自分と同じ『華』の字が入っているから、なんて理由で買っただけだ。

　でも、その物語は──単行本一冊で終わる短い物語は──私を救ってくれた。

　その頃の私は、毎日頑がん張ばって笑っていた。

　いや、頑張っているなんて自覚もないまま、『平気だよ』と笑い続けていたんだと思う。

　だけど一章を読んで、ドボンと作中の海に突き落とされた。

　辺りには海水が満たされ、息苦しさに驚き、救いを求めるようにページを捲めくり、無む我が夢む中ちゆうで泳ぎ続けた。

　そうしている間に、気付けば私は海水そのものになっていた。サンゴが彩り、魚が泳ぐ三六〇度の世界。そこで息を殺し、主人公たちの物語を見守る時間。

　そして物語の最後。私は主人公たちと一緒に、海底から見える微かすかな光を求め浮上する。

　最後のページを捲ると共に、酸さん素そを求め大きく息を吸い込んだ。

　胸が苦しくて、心しん臓ぞうがドキドキして、苦しくて、涙が止まらなくて、気付けば買ったばかりの本は早くもクシャクシャだった。

　それでもその本を手放す気にはなれず、一晩中、何度も何度も繰くり返し読み返した。

　朝日が昇のぼりだし、隣の部屋で母親が起きる音が聞こえてきた頃。

　ふと窓を開けると、世界はこんなに色が溢れていたのだと、当たり前のことを思い出した。

　朝あさ靄もやの匂におい。鳥の声。陽の光の暖かさ。それらを全身で感じながら、私の気持ちは自然と前を向いていた。

　と同時に、仄ほのかな炎が胸の奥で灯ともったことにも気付いていた。

『私も、こんな物語を生み出す人になりたい』

　ありきたりな言い方をすれば『夢』と呼ばれる炎を、私はあの時初めて心に燈ともしたんだと思う。そして、

（やっと、ここまで来た）

　ファッション誌やビジネス誌、漫画や小説など幅広いジャンルの本を出版している大手出版社、『エンターテイメント・ブレス社』通称エンブレ社のロビーで、私は緊きん張ちようで身を硬くしながらソファに腰こしかけていた。

　たくさんのポスターが貼られている。視線は自然とその中の一枚、目に眩まぶしいほどの夕日と、こちらに背を向けて佇たたずむ四人の高校生が描かれているポスターに向いていた。

　羽美原律華が作画を手がけ、今年の春にはドラマ化も果たした人気漫画『夕ゆう刻こくリブースト』のポスターだ。
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（やっぱり……綺麗）

　構図としては、決して派手じゃない。いや、作品の販はん促そくポスターとしては地味過ぎるくらいだ。漫画家を目指し始めた頃は気付かなかったけど、今ならこの無ぶ難なん過ぎるくらい平凡な構図をこうまで魅みせるには、相当な技術が必要なんだってことが理解できる。

（……彼女と一緒に仕事がしたい）

　羽美原律華は、私にとって憧れの漫画家だ。

　もちろん、そういった意味でも、彼女とコンビを組めるチャンスがもらえたことに喜びはある。でも私が彼女と仕事ができるかもしれないとわかった時、絶対にこのチャンスは逃のがせないと思った理由は、それだけではない。

　私は、どうやら絵の才能というものに、あまり恵まれていないらしいのだ。

　つまり、簡単に言ってしまえば下へ手たなのだ。

　そりゃクラスメイトに比べれば、そこそこ上う手まいとは思っている。得意な構図なら、まぁ見られるものが描けるとも思っている。

　けど、プロの漫画家としてやっていくには、個性も画力も全く足りていない。

　対して羽美原律華は、デビュー作以外の作品は全てストーリー担たん当とうをつけ、自身は作画のみを担当している、いわば作画のプロフェッショナル。さらに、その才能は漫画の作画だけに留まらず、小説の挿さし絵えやポストカードなども手がける、人気のイラストレーターでもある。

　そんな彼女とコンビが組めて、近くで仕事ができたなら、きっとたくさんのことを学べるだろう。今後プロとして活かつ躍やくしていく上で、彼女のストーリー担当になれたとしたら、願ってもないほどの幸運だ。

（そして、今。私はその幸運に、手が届きかけている……）

　胸きよう中ちゆうに浮かんだ言葉に、思わず背せ筋すじがぶるっと震ふるえた時。

「七なな村むら華はなさん、ですか？」

　背後からの声を一いつ瞬しゆん聞き流しかけて、慌てて「はい」と声をあげた。七村華は、私が漫画を投とう稿こうする時に使っているペンネームだ。

　振り返ると、そこにはシャツにジャケットといった、ラフめのビジネスカジュアルに身を包んだ、二〇代半ばくらいの男の人が立っていた。

「お待たせしちゃってすみません。今日はお越し頂いてありがとうございます。私、『ＥＢコミックガール』編集部の川かわ上かみ俊しゆん一いち郎ろうです」

　そう言って差し出された名刺を受け取り、思わずじっくりと見つめてしまう。

（うわぁ……私、編集さんから名刺もらっちゃった）

　名刺を渡されるなんて経験は初めてで、少し緊張してしまう。

　なにより『編集者の名刺』というのは、漫画家志望からすれば特別な意味を持つのだ。

（この名刺は家宝にしよう！）

　そんな私に川上さんは一瞬驚いた表情を見せた後、ふわっと笑ってくれる。

「なんて堅かた苦くるしいのは、若い子には嫌がられるよね。ともかく、今日は編集部の見学くらいの気楽な感じでいてくれると嬉うれしいかな」

　それは、なんというか……やけに安心感のある笑みで、理想的なお兄ちゃんというか、近所にいそうというか。とにかく何故か安心する雰囲気だ。

（この人が担当なら……少し気楽かも）

　染そめているのか、それとも地毛なのか、色素の薄い栗くり色いろの髪に、たれ目の童どう顔がん。超がつくほどの美形ではないが、どことなく昔飼かっていたコーギーを思い出す愛あい嬌きようのある顔だ。

「はいっ！　ありがとうございます」

「うんうん。まずは羽美原先生と顔合わせをして、それから実際にウチの編集部と契けい約やくして漫画家としての活動が始まったら、こんな感じになりますよーっていう説明をしたいなって思うんだけど……」

　そこで川上さんは一度言葉を切り、注意深くこちらを窺うかがう。

「メールでも伝えたと思うけど、羽美原先生は読者さんにご自身の姿を知られるのをひどく嫌がるんだ」

「存じております！」

「だからね、先生の情報はもちろん、お会いしたことも絶対誰にも言わないでほしいんだ。守れるかな？」

「守れます！」

　一も二もなく大きく頷く。

　もちろん、ここまで徹てつ底ていして姿を隠している羽美原律華に対して、いろいろと想像を巡めぐらせてみたことはある。美人だったら、なんだか嬉しいなとは思う。その反面、ここまで徹底して隠しているのだから、その逆だって考えたわけだ。

　でも考えるたび、いつも同じ結論にたどり着く。

（たとえどんな人だろうが、私の羽美原律華への愛は変わらない）

　極きよく端たんな話、中年太りのオッサンだとしても、羽美原律華の素す晴ばらしさは損そこなわれないと真剣に考えている。それほどまで私にとって『羽美原律華』という作家は特別なのだ。

　こちらの決意が伝わったのか、川上さんは安心したように頷く。そして、

「よし、じゃぁ行こうか」

　その声に、また鼓こ動どうが強く打つ。

　ついに私は、羽美原律華と会える。いや今日の私は、ただ会いに来たファンじゃない。彼女の新しい相方候こう補ほとして、ここに来たのだ。

　気合を入れ直して「お願いします」と真まっ直すぐ目を見て頷くと、川上さんは「こっちだよ」と短い言葉を返してくれてから、受付の奥へ歩いていく。

　受付の奥にあるエレベーターに乗り込むと、すぐに編集部のあるフロアへとたどり着く。

　川上さんがカードキーでロックを解かい除じよすれば、すぐにガヤガヤと編集部内の喧騒が溢れ出してきた。

　積まれた段ボールに、崩れ落ちそうなほど茶封筒が積みあがったデスク。電話をかけていたり、パソコンのディスプレイを睨にらみつけている編集者。

　夢にまで見た『ＥＢコミックガール』の編集部も、これから羽美原律華に会うのだという緊張の前では霞かすんで見える。

　編集部の端にある打ち合わせスペースへと向かう川上さんの背中を、一心不乱に追いながら、私は考え続けた羽美原先生への挨あい拶さつを何度も口の中に転がしていく。

「あちらにいるのが、うちの編集長と羽美原先生だよ。ちょっと声をかけてくるから、ここで待っていてくれるかな？」

「っ！　は、はい!!」

　私が頷いたのを見て、川上さんは安心させるようにニコリと笑う。

　彼が向かったテーブルでは、二人の男性がこちらに横顔を見せて話している。一人は白しら髪が交まじりのオジサン。たぶんこっちが編集長。

　その向かいで柔にゆう和わな笑みを浮かべているのは、若い（大学生くらいだろうか）……男の人？

（……っ!?　え？　羽美原先生って、まさか男の人だったの!?）

　でも、すっごく美形だし、笑顔も素す敵てきで優しそうだ。身長も高そうだし、左目に泣きぼくろがあるイケメン男子なんて、まるで少女漫画の──。

　登場人物みたいだ。そう、脳のう内ないで言葉を続けようとした矢先、ふとその横顔に見覚えがある気がした。それはなんだか背中がヒヤリとするような、やけに嫌な予感で……。でも、こんな柔和な笑みを浮かべる優しげなイケメンなど、私の知人には一人もいない。

　なら……。

　一瞬のうちに無数の言葉が脳内を駆かけずり回って、元々高鳴っていた心臓が、先ほどまでとは違う理由でさらに心しん拍ぱく数すうを上げる。

　一方、川上さんは私の異変に気づかない。気楽な様子で編集長とその男性に話しかける。そして一言二言話した後『この方が、相方候補の七村さんですよ』とでも言うように、私を指し示す。

　その言葉に二人はこちらへと顔を向け──。

「……あ」

　たぶん、気づいたのはほぼ同時。

　いつも表情一つ変えず、世界に欠片も興味ないみたいな彼が驚いている顔を見たのは、たぶんこれが初めてだった。

「海野……律」
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「まさか律君と、新しい相方候補の子がクラスメイトだなんて、驚いたよ」

「驚いたのは僕もですよ、編集長。こんな偶然、本当にあるんですね」

「いやぁ『事実は小説よりも奇なり』とはよく言われるが、これほどとはね」

（……なんだ、これは）

「ところで、えっと……華村さん。律君は学校ではどんな生徒なんだい？　これほどの美形だからね、さぞクラスでも人気者なんだろう？」

「……え、あの」

「勘かん弁べんしてくださいよ。それに僕、クラスにあまり馴な染じめてなくて友達もいないから、そんな質問したら華村さんが困ってしまいます」

（……なんなんだ、これは。そもそも、誰だコイツ）

「またまた！　その若さで謙けん遜そんなんてするもんじゃないよ」

「本当ですよ。仕事のことも隠さなきゃいけないので、どんな距離感で接すればいいのか迷っているうちに、クラスメイトと距離ができてしまって……」

　ちらりと横を窺えば、海野は軽く視線を下げながら微笑ほほえんでいる。

　ただそれだけの動作なのだが、人形のように整った容姿のおかげか、見ているだけで心が痛むような切なげな表情に見えてしまう。

（え？　海野って実はみんなと仲良くなりたかったの!?　なんだ、ちょっと人との距離を取るのが苦手なだけで、案外いいヤツなんだ！）

　……とは、残念ながら思えない!!　だって私は、半年以上も同じ教室でコイツの行動を見てきたのだ。

　海野と直接言葉を交わした記憶はほぼないが、どれだけイケメンフィルターをかけ、最新のプリクラレベルに美化しようと、彼が今までクラスメイトに対して見せてきた行動は、『友達を作りたいのに、不器用な性格でクラスに馴染めない高校生』のものではない。

　つまり、編集長の前では見事に猫ねこをかぶっていやがるのだ。

（ていうかコイツ、こういう対応できたのか!?　それってつまり、教室ではあえてあの態度ってことでしょ!?　うわっ、それって余計に最悪なんじゃ……）

　などと思うものの『憧れの漫画家が、実はクラスの嫌いな男子だった』なんて非現実じみた事態に混乱した脳みそは、現在機能を停止中。

　ただただ、周りに合わせて愛想笑いを浮かべ続けるくらいしかできはしない。

「それはよくない!!　学生時代というのは、一度しか手にできない宝石のようなものなんだ。とはいえ、律君に甘えて仕事を任せすぎていた私たちにも責任はあるだろうな」

「そんな。僕はただ、この仕事が好きだからやっているだけですよ。編集長に責任だなんて言われたら、やり辛づらくなっちゃいます」

「そう言ってもらえるのは嬉しいが……。あぁ、そうだ!!　華村さんとコンビを組むのもなにかの縁えん。彼女を介してなら、律君もクラスで過ごしやすくなるんじゃないかな？」

「……ふぇ!?」

　いやいやいや！　無理だって、絶対に無理だって。

　思わず妙な声をあげて頰をひきつらせたところで、すかさず海野が声をあげる。

「だから編集長、華村さんを困らせないでください。きっと今、華村さんはすごく混乱していると思うんです」

（私の混乱の原因は、主おもにお前だけどなっ!!）

　などという心の声は、当然ながら届かない。

「でも、これからコンビとしてやっていくんです。僕としても、華村さんとはできるだけ早く仲良くなれるように頑張ります。よろしくお願いしますね」

　そして、なにを思ったか戸と惑まどうような、それでいて少し期待を込めたような顔を海野が私に向ける。

（……は？　え？　海野が私と……仲良く？）

　正直、そんな未来はちっとも想像ができない。

　が、頰を引き攣つらせている私を見て、海野はなにを思ったか「華村さん？」と首を傾かしげる。

「えっと……やっぱり僕と仲良くなんて、したくない……ですよね」

　その顔はまさしく『気弱だけど誠意溢れる美青年』だ。

　が、そんな笑みと同時に、テーブルに隠れた足に鈍にぶい衝しよう撃げきが走る。悲鳴をあげるほど痛くはないが、まるで『同意しろ』と言わんばかりの合図に、反はん射しや的てきに口を開いていた。
















「え、あ……そ、そんなことないよ。私に協力できることがあったら、なんでも言って。あは、あはは」

　今すぐ抗こう議ぎの声をあげて、全てをぶちまけてやりたい。『こいつ、今私を踏ふみました！』と暴ばく露ろしてやりたい。が、残念なことに、目の前の人に『とりあえず合わせておく』ことは、高校に入学してからの得意分野になってしまっている。

　なにより、笑みの奥に隠された海野のプレッシャーに、あっさりと負けたのだ。

「華村さんにそう言ってもらえると、すごく心強いな」

　好青年じみた笑みの海野は、きっとそのあたりだって計算づくだろう。どうせ私など、適当に丸め込んでおけば、声もあげない人畜無害だと思っているのだ（まぁ現時点で言えば、その通りなんだけど）。

　とはいえ、このまま言われっぱなしも癪しやくだ。この際、後先など考えずに全てぶちまけてしまおうか。などという短たん絡らく的てきな考えがチラつき始めた頃、

「おっと、もうこんな時間ですね!!　華村さんは初めてのことばかりで、そろそろお疲れかと思いますので、今日はこの辺にしましょうか。ご家族を心配させては、この後の活動にも響ひびきますからねっ!!」

　川上さんが今しかないというタイミングで声をあげ、一気にそこまで言い切る。

　まだ外は夕日が沈んでさえいないし、こんな時間に帰るのは小学生くらいだ。さらに言えば、母親は今日夜や勤きんなので朝方まで帰らない予定。

　でもそんなことは関係ない。今の第一優先はこの場からの離り脱だつだ。

　今すぐ帰れるのなら、海野の悪態を暴露してやろうなんて思考はすぐに捨ててやる。

「そ、そうですね！　あまり長い時間、皆みなさまのお仕事を邪じや魔ましてしまうのも申し訳ないので、私はそろそろ」

　言うが早いか椅い子すから腰を浮かし、足元に放り投げてあった鞄かばんへ手を伸ばす。

（とにかく今は、ここから出て……後のことはそれから考えよう。駅前にカフェがあったはずだから、まずはそこまで行って、甘くて温かいコーヒーでも飲んで……）

　が、その時。

「なら、僕も今日はこの辺で。華村さん、時々電車で見かけるってことは、同じ方向ですよね。タクシーでお送りします。まだお話ししたいこともありますし」

「……へ？」

「あ、荷物は僕が持っていきますよ」

「いや」

「遠慮なんてやめてほしいな。今日から僕たちは、相あい棒ぼうなんだから」

　そして、有う無むを言わさぬ完かん璧ぺきスマイル。

「……あ、ありがとう」

　思わずそう応こたえてしまうのは、『なんとなく目の前の相手に合わせる』ことに慣れ過ぎた臆チ病キ者ンの性さがである。

　そして気づいた時には、一番一緒にいたくない人と共に、タクシーへと押し込まれていた。
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「それでは、また」

　見送りに来た編集長に、海野がにこやかな笑みで挨拶を返し、バタンとドアが閉まると、タクシーは夕ゆう暮ぐれの街を走りだす。

　流れていくハロウィンの飾りつけがされた街並み。車から伝わる小さな振しん動どう。

（落ち着け、冷静になれ……私）

　まず大切なのは、正確な状じよう況きよう確認だ。膝ひざの上に載のせたままの学生鞄をギュッと抱きしめながら、必死に自分へ言い聞かせる。

　噓うそみたいな話だが、どうやらうちのクラスの『実在する二次元』こと海野律は、私が漫画家を目指すきっかけであり、ドラマ化も果たした人気作品の作画担当、『羽美原律華』だったらしい。

　全くもって信じられないし、信じたくもない。でも、編集部ぐるみで私にドッキリを仕かけているなんてまず有り得ない。ならもう、信じるしかない。

　それに今、真っ先に考えなきゃいけないのは、たぶんそこじゃない。

　どうして海野は、わざわざ私をタクシーで送るなんて言いだして、二人きりになる状況を作ったのか……。まぁ、まず間違いなく『新しい相棒と親交を深めたいから、ちょっとファミレスで飯食ってかね？』なんていう平和な理由ではないだろう。

　では、この行動の目的はなんなのか……。

　一番考えられるのは口止めだろう。羽美原律華は決して顔を明かさない作家で、メディアへの露ろ出しゆつはもちろん、サイン会さえ開かない。そもそも世間では、羽美原律華は女性漫画家だと思われている。正体が男子高校生とバラされたら困るのだろう。

　よって、もし海野からの要求が『海野律が羽美原律華であることを、決して口外しないこと』だったとしたら、別に問題はない。『私のことも黙だまっていて』と互たがいに秘密を守り合う約束をして、今日のことは忘れてしまえばいい。

　羽美原律華の相棒という夢を一度は見てしまったので、ダメージがないわけではないが、こんな旨うまい話は最初からなかったのだと自分自身に言い聞かせよう。

　それに、上手くすれば川上さんと直接連絡が取り合える関係になるかもしれない。それがすぐにデビューに繫つながるなんて思っていないけど、現役の漫画編集者から新人賞に向けてのアドバイスがもらえるだけでもものすごくプラスになるだろう。

　だからこの状況が、ただ口止めのお願いをする時間を作るためなら、なんの問題もない。

　……が。もし、そうじゃなかったら？

　なんと言っても今わたしの横に座っているのは、勇気を振り絞しぼった女の子からの告白をバッサリと切り捨てたり、気を使って遊びに誘ってくれたクラスメイトに、ひどい断り方をして顰蹙を買った海野律だ。

　学校という空間において海野は、友好的な人間関係を結ぼうという気が欠片もないのだ。でも、そのくせ編集部ではあの完璧な猫かぶり。

　自分にとって直接の利り益えきになる人としか仲良くしたくないと言わんばかりの態度に、同じ年だとは思えない狡こう猾かつさを感じる。

（まさか、なにか企たくらんでいるのでは？）

　たとえば、『少女漫画家を目指すオタクだってバラされたくなかったら、言うことを聞け』と脅おどそうとしている……とか。

（……有り得る）

　漫画家であることをバラされたくない海野と、漫画家志望であることをバラされたくない私。一見すれば、同じ程度の秘密を抱かかえた関係に思える。が……。

　海野律は、人気少女漫画家だ。

　華村奈々帆は、少女漫画家志望のオタクだ。

　この二つを並べた時、よりリアリティがあるのはどちらか。そんなの考えるまでもなく後者だ。

　それに私みたいな普通の女が、カナ・ジュリ・モカというクラスの中でも人気の女子と同じグループにいることを、面白く思っていない子だっている。

　その辺りに上手いこと囁けば、彼女たちは喜んで私に『オタク』のレッテルを貼りにくるだろう。

　あっ！　しかも海野が羽美原律華ということは、コイツものすごい金持ちなんじゃ……。だったら、金の力でアレやコレやと脅してくる可能性もある（実際にどんな方法かは思いつかないけど、海野なら私には想像もできないような、えげつない方法も思いつきそうだ）。

　……終わったかも。

　あとはもう、海野の要求が、ただ『秘密を守る』ということだけであるのを祈るのみだ。

（あぁ、神様仏様。どうか私の平和な高校生活をお守りください）

　と静かに祈りを捧ささげていた時。今まで黙っていた海野が、「さて」と小さく声を発した。

　チラリと見た横顔は、予想通り編集部での絵に描いたような好青年ではなく、感情の見えない硬こう質しつなものだ。

（……やっぱり）

　まぁ当然と言えば当然だが、私は海野にとって愛嬌を振りまく必要のない人間ということだろう。

「まず、今後のスケジュールと方針を説明する」

　鞄を再び強く抱きながら、横目で強く海野を睨みつける。状況は極めて不利だが、黙ってやられてやる気は毛頭ない。

（今後のスケジュールと、方針……か。一体なにを突きつけてくるつもりだろうか）

「まず今後は毎日、放課後は俺の仕事場に来てもらう。土日も、俺が指示した日は来てもらう。もちろんアルバイトなどをしているなら、辞やめてもらうことなる」

　……っ!?　なんという直球。『俺の指示に従うのが当然』と言わんばかりの態度で告げてくるものだから、思わず素直に頷いてしまいそうになる。心構えがなかったら危なかったかもしれない。

　しかも誰かに相談する時間を与えず、さらには金銭的にも疲ひ弊へいさせる作戦とは、やっぱり相当、性た質ちが悪い。

「なにをさせる気？」

　思いっきり睨みつけたつもりだったが、海野は「あぁ」と平然と頷いた。

「当面の目標は、年末までにキミを仕上げることだ。ただ年末という期限は、あくまで目安だ。クオリティを落とすくらいなら、多少ずれ込んでも構わないと思っている」

　コイツは私を、どこかに出荷でもするつもりなのだろうか。または、俺好みの奴ど隷れいにしてやるぞグヘヘ……的なヤツか？　どっちにしても末すえ恐おそろしい。

「具体的に言えば……そうだな。まずは二日に一本のペースでネームをあげてもらう。ストーリーは考えなくていい。名作と言われている文学作品や、舞ぶ台たいの脚きやく本ほんをネームの形に直すのがいいだろう。後でウチの担当に、適当な課題を探させる」

　……ん？

「あとは、今回編集部に送った原げん稿こうの続きを描くのがいいだろう。これもネームまででいい。あの原稿をそのまま連れん載さいに使うことはできないが、月刊誌で描く練習になる」

　……あれ？

「これはまだ公表されていない情報だが、『夕刻リブースト』は、来年の二月に完結を迎むかえる予定になっている。ファンを逃さないためにも、できれば三月からは新連載をスタートさせたい」

　…………コイツ、なんの話してんだ？

　いや別に、海野が話している言葉の意味が理解できていないというわけではない。

　名作文学をネーム（漫画の下書きのようなもの）に直すのは、たしかに勉強になるかもしれない。月刊誌で連載をするとしたら、一つの物語を長く描く練習も必要かもしれない。

　……が。なんか私には、海野がごく当たり前のように『私と海野がすでに相棒になっている』体ていで話をしているように聞こえるのだ。

「あの……さ、海野」

「なんだ」

「もしかして今、私が海野の相棒になる前提で話してない？」

　意を決して問いかけると、海野はまたしても平然と「そうだが」と頷く。

　いやいやいやっ！　え？　正気!?

　そりゃ、私としては羽美原律華の相棒なんていう立場は、喉のどから手が出るほどほしい。でも、引く手数多の人気作家である羽美原律華が、わざわざクラスメイトなんていうやり辛い関係の人間を原作者に選ぶ理由がわからない。

「ちょ、ちょっと待ってよ。そもそも海野は動どう揺ようとかしてないわけ？　というか私、まだ海野が羽美原律華ってことも、受け入れられてないんだけど」

「あぁ、俺もこの事態は予想していなかった。正直、相当驚いている。でも俺は間違いなく羽美原律華で、そしてキミの書いた物語を描きたいと思った。『同級生だとやりにくい』なんていう理由で曲まげるつもりはないし、キミも俺と組むのが最良の選せん択たくだと思う」

　当たり前のように淡たん々たんと、そして平然と紡つむがれるその言葉に、異論はない。でも、ふと思ってしまった。

（なんかコイツの話し方、機械みたいだ）

　瞬間、自分でも不思議なほど、海野に対する嫌けん悪お感かんが膨れあがる。

　それは、ほんの一瞬の表情だったり、ちょっとした言葉の抑よく揚ようだったり、明確には言葉にできない違い和わ感かんだ。

　でも……コイツ、なんか嫌だ。

　理性的に考えれば、この話に乗っておくべきなんだってことは理解できる。だって相手はあの『羽美原律華』だ。普通は拒きよ否ひなんて選せん択たく肢しは有り得ない。

　でも、本能的な嫌悪感を海野に対して覚えてしまう。

「私……まだ、海野とコンビを組むかどうか、決めてないから」

　すると海野は『私の言葉が本気で理解できない』とでも言いたげに首を傾げる。

「何故だ？　新人賞に何作も送ってきたということは、キミは本気で漫画家になりたいと思っているのだろう。なら、羽美原律華の相棒としてデビューできるという最高のチャンスを見過ごすなど有り得ない」

　うん、海野の言う通りだ。

　ここでチャンスを棒に振るなど、普通なら有り得ない。

「さらに言えば、キミの実力は凡ぼん百ぴやく。いや……もっとストレートに言えば、物語の構成力に画力が追いついていない。これは、一番使いようがない最悪のバランスだ。一人では何年努力を重ねたところで、商業での活躍は難しいだろう。とはいえ、原作者の募ぼ集しゆうというのは、ほぼないのが現状だ。絵は描けるがストーリーが苦手というのならコミカライズなどで使い道もある。しかし、逆はそもそも需じゆ要ようが薄い。そんな中で俺と組むのを躊ちゆう躇ちよする理由があるというなら、むしろ教えてもらいたいのだが？」

　理路整然と並べられた遠慮のない言葉が、次々と胸に突き刺ささる。

　海野は得意げになっているわけでも、私を馬ば鹿かにしているわけでもないのだ。ただ、彼の中にある事実を告げているだけ。

　だからこそ心が痛かったわけだが、同時に彼は正しいとも思う。

　でも海野の言葉からは、人が当たり前のように持っている感情の揺ゆれを、少しも感じない。事務処理でもしているかのように、スラスラと言葉を重ねているだけだ。

　まるで、数式が一つも書かれていないのに、全問正解の数学の回答みたいな……。そんな、薄気味悪さを感じてしまう。

（こんなヤツと四六時中一緒にいるなんて、耐えられない）

　たとえばこれが少女漫画なら、『気に食わないクラスメイトの隠れた一面を知る』なんていう出来事は、好感度アップのためにあるイベンドのはずだ。

『え？　海野って……案外いいヤツなのかも』などというお決まりのセリフで、マイナスだった好感度が跳はねあがる。不良が子猫を拾うと好感度がうんぬん……みたいな、そんな感じになるはずだと思うのだ。でも、現実は一ミリたりとも好感度はあがってくれない。それどころか、見事なまでの逆効果だ。

　二人して黙ったことで再び車内は静かになり、エンジン音がやけに耳につく。

　そもそも私にとって海野律とは、違う世界に生きる異次元人だったはずなのだ。

　それが、どう間違って同じタクシーに乗っているというのだ。

（……あぁ、早く帰りたい）

　私が心底そんなことを考えながら、近づいてくる新しん宿じゆくの高層ビル群を眺ながめていた時、「では、こうしよう」と、海野が口を開く。

　横目で見ると、海野は口元に手を当て（たぶん、考える時のクセなのだろう）、視線はなにを見るでもなく前方に向けている。

「俺からキミに、毎月二十万支払おう。これはアシスタント兼けん、ストーリー担当としての専せん属ぞく契けい約やく料りようだ。もちろん、雑誌に掲載できるレベルのものが出来あがれば、原稿料や印いん税ぜいは出版社から別べつ途と支払われる。これでどうだ？」

（……あ、やっぱり私。コイツ嫌いだ）

　また、ふっと心の温度が下がっていく。たぶん海野に悪意はない。それどころかきっと、これは海野から私に向けた善意なのだろう。実績もないド新人に毎月二十万も払ってやろうなんて人間、他にいない。

　でも人を説得する方法として、一番に『お金』を持ち出したこの同級生の思考回路が、どうしようもなく気持ち悪い。

「報ほう酬しゆうに不満でもあるのか？　それなら多少は交こう渉しように──」

「そういう話じゃない」

　キッパリと告つげた私を、やっぱり海野はどこか不ふ思し議ぎそうに見つめている。

　お金というのは大事なものだ。それはわかる。

　大人になったら、もしかしたら大たい抵ていのことが『お金』で解決してしまうのかもしれない。

　でも甘ったれの子供じみた考えの私は、ただ『いい物語を作るために、共に頑張ろう』と笑顔の一つでも向けてもらえれば、それで満足だったと思うのだ。間違っても、『俺の言うことを聞け』とお金を突きつけられたかったわけじゃない。

　なんでコイツが羽美原律華なんだろう……。

（そうか。私は今、悲しいんだ）

　きっとこの拒否反応は、悲しみからくるものだ。

　羽美原律華が好きだったからこそ、目の前の海野が許せない。

　私が愛した羽美原作品は、圧倒的な情景描びよう写しやで登場人物の繊せん細さいな心の動きをゆっくりと描写していくような物語だった。その作者が、こんなデリカシーのない無感情野や郎ろうだったってことが、どうしても受け入れられないんだ。

「ねぇ、海野。私がお金突きつけたら喜んでしっぽでも振ると思った？　嫌だよ、気持ち悪い。そんなこと言いだすヤツと、私は絶対に──」

　コンビなんて組まない。そう私が言葉を結ぼうとした時、海野の手に握にぎられていた携帯が鳴り響く。思わず言葉を止めてしまい、きまり悪く口を閉ざした私と、手元で鳴る携帯を交こう互ごに見た海野は、結局画面をスライドして通話を始める。

　一方の私は、ぷいっと海野に背を向け、窓の外へと視線を逃にがす。

（……言ってしまった）

　最後はちょっと邪魔が入ったが、あそこまで言ったのだから、意い図とは通じたはずだ。

　正直、羽美原律華の相棒という地位に、未み練れんがないといえば噓になる。

　これで完全に、デビューの話は白紙。羽美原律華の相棒になり、最高のデビューを飾れるかもしれない可能性を、自分の手で木こっ端ぱ微み塵じんに破き捨て、地面に捨てて踏ふみ潰つぶした。

　自分でも馬鹿だとは思う。でもきっと、何度このシーンを繰り返したって、私は同じ選択をするだろう。

　夢への近道なんて、最初からなかったと思うしかない。時間がかかったとしても、たとえ最終的に夢は叶かなわなかったとしても、一歩ずつ進んでいくしかない。

　明日からも私は普通の高校生として普通に生活しながら、夢を追って──。

　そこまで考えて、私は重大な事実を思い出す。

（……そうだ、忘れていた）

　私が普通に生活する空間。そこにはもちろん学校というものが含まれており、そこには当然、海コ野イ律ツがいるのだ。

（相棒になることを断った腹いせに、嫌がらせとかされないだろうか……）

　そんな考えが胸の中を駆け抜け、思わず膝の鞄を再び強く握りしめた時、ふと隣で電話をしている海野の声に小さな違和感を覚え、窓の外を眺めつつ耳を傾かたむける。

「あぁ……もちろん説明した。……そうなんだ、何故か怒っている。……だからきちんと交渉して……ん？　……月収を提示し、アシスタントとして雇やとうことを提案した。……どうしてだ？」

　どうやら電話は担当の川上さんから。

　その口く調ちようはやっぱりぶっきらぼうで可愛げがない。でも編集部での噓くさい『好青年』をしている時とも、教室でただぼんやりとしている時とも、なんとなく違う感じがした。

（……こんな話し方も、できるんだ）

　男性の声としては、低いわけではない。でも、抑揚のないボソボソとした声は、思いのほか心地ここちよい。しかも信じられないことに、どうやら海野は私がどうして怒っているのか理解している様子がない。

（いやいや。何故か怒っているって……）

　つくづくコイツは、人間の感情とはなんたるかを理解していないのだ。ほんと、あの息を吞のむほど精せい緻ちな感情を描き切った羽美原律華は、一体どこへいってしまったというのだ。

（……やっぱり、若い頃からお金を持ち過ぎたのがいけないのかな）

　なんて言葉がふと浮かんでしまった時だった。

「いや、それは困る。俺は彼女の物語が描きたい」

　決して大きくはない。抑揚もない。でも、ハッキリとした声が車内に響いた。

　その瞬間、私は無意識に振り返っていた。海野は電話に集中しているのか、私の視線には気づかない。耳に当てた携帯で横顔は半分ほど隠れてしまっている。

　けど、窓の外に視線を逃がしながらもそう言った横顔に、妙に胸の奥がざわめいた。

「あぁ、わかった。とりあえず、そうしてみる」

　そんな言葉で海野は電話を切り、やっと私の視線に気づいたのか、こちらへと向き直る。

「うちの担当が今から俺の仕事場に来るそうだ。キミにも一緒に待っていてほしいと」

　海野は相変わらず不愛想だ。

　さらに言えば『彼女の物語が描きたい』と言ったことに対して、照れもなければ『言ってやった』と言わんばかりの驕おごりもない。

　ただ平然と、自分の中にある事実を言っただけ……ということなのだろう。

　もちろん、海野に対しての苛いら立だちと悲しみが消えたわけじゃない。こんなヤツの相棒なんて、まっぴら御ご免めんだと思ってもいる。でも、

「……わかった」

　自然と言葉は出ていた。相変わらずコイツの考えていることはわからない。羽美原律華への憧れも粉々だ。

　でも……今、ここでは帰れない。帰ってはいけない。そんな気がした。

　そうしている間に、タクシーは新宿近くの高級そうなマンションのエントランスへとたどり着く。先に降りた海野に続き私もタクシーを降り、そこでふと問いかけてみた。

「ねぇ」

「なんだ」

「さっきの電話。私の物語が描きたいって……言ったんだよね？」

　そんな私の問いかけに、海野はまた『何故コイツは、そんな当たり前のことを聞くのだろうか』とでも思っていそうな顔で「そうだが」と頷いた。

　でも、残念ながら私にコイツの真意なんてわかりはしないのだ。

「なんで、そう思ったの？」

　だって私のことを『才能は凡百で、一人でやっていては何年経っても商業では活躍できない』と評価したのは、海野本人だ。さらに言えば、この世界には私よりも才能がある人がたくさんいる。羽美原律華と組みたいと思う人など、それこそ無数にいるだろう。

　それでも……なぜ。

「好きだと思ったから」

　真っ直ぐに告げられた海野の言葉に、私の中のなにかが揺らいだ。今しがた聞こえた言葉が、胸の中に何度も響いて消えてくれない。

　コイツはウチの学校で『実在する二次元』とまで言われる超美形の同級生だ。でもたぶんそんな外見は、今私の胸を強く打ち鳴らしている理由とは、全くもって関係ない。

（クリエイターという種類の人間は、『キミが作るものが好き』という言葉に、逆らえないようにできているのかもしれない）

　たとえその人のことが嫌いだとしても、『キミの作るものが好きだ』と言われたら嬉しくなってしまう。たぶん、そんな生き物なのだ。

「見てほしいものがある」

　なにを？　心に浮かんだ言葉は、結局飲み込んだ。

　小さく頷いた後に私が歩きだすと、海野も黙って歩きだす。オートロックを解除した海野に続いて豪ごう華かなエントランスに入り、エレベーターへと乗り込んで少しした時、

「俺はどうやら、説得には向かない性格らしい」

　ぐんぐん上昇するエレベーターの中で、そんな声が耳に届いた。

「もうお前はしゃべるなと、怒られた」

　怒った相手は、川上さんだろう。そこでエレベーターは止まり、私たちは絨じゆう毯たんの敷しかれた廊下へと進み出る。

　鍵かぎを差し込むとカチャリとロックが外れる音がする。

　とん、と大きく鼓動が鳴った。

（この場所が、私が何度も読み耽ふけった物語が生み出された場所なんだ……）

　今まで憧れてきた場所に入れる。そのことに今は、素直に『嬉しい』と言うことはできなかった。だけど心臓は勝手に速くなり、どことなく浮ふ遊ゆう感かんにも似た感覚を覚えながら、緊張気味に海野の後を追って足を踏み入れる。

　羽美原律華の……いや、海野律の仕事場は、私が想像していた『漫画家の仕事場』とは随ずい分ぶんと違っていた。

　部屋の中にある家具は、ソファセットとモニターが二つ並んだ大きなパソコンデスク。あとは資料が並んでいる本ほん棚だなと、使用している気配のあまりないテレビとオーディオセットくらいなもの。漫画家の作業場には当然あると思っていた作業台もトレス台もない。

　まるでモデルルームのように物が少なく整然としている。言われなければ誰も、この部屋が人気漫画家の仕事部屋だなんて思いはしないだろう。

　なんとなく茫ぼう然ぜんとしながら部屋を見回していると、海野がパソコンへ向かい、なにかの操そう作さをし始める。そしてほどなく、部屋の一角に置かれたプリンターが小さな音を立て、一枚の紙を吐き出した。

「担当に、黙ってコレを見せろ、と」

　海野が差し出してきた紙を見て、私は言葉を失った。それは、海かい岸がん線せんを歩く少年と少女が描かれた、一枚のカラーイラストだ。

　遠くに見える古びた教会。青い空に、蒼あおい海。白い雲と緑の草原。さすが羽美原律華だと言わざるを得ない綺麗な一枚絵だ。

　少年も少女も笑顔を浮かべ、仲良く青空の下、手を取り合って歩いている。そんな心温まる構図なのに、どこか物悲しい。温かく、しかし冷たい。

　たった一枚の絵で、心が締めつけられるような幸せな物語を予感させる。

　たとえ私が羽美原律華のファンじゃなくても、この絵を見たら迷わず本を買っている。そう確信するようなイラストだった。

　ただ……言葉を失ったのは、これがあまりにも素敵なイラストだったからという理由だけではない。私はこの絵を知っている。いや、正確に言えば、この絵を見たのは初めてだ。でも、このシチュエーションとキャラクターに見覚えがある。

　私が描いて、応募原稿として『ＥＢコミックガール』の新人賞に送った表紙絵に、これとほぼ同じ構図のものがあるのだ。これは私が描いた物語を、海野が描き直したものだ。説明なんてされなくても、一目でわかった。

　でも……全く違う。

　同じような構図で、同じようなキャラクターを描いている。

　けど、なにもかもが違った。

　少年少女の肌はだは子供らしい柔やわらかさを持っており、耳をすませば風が草を揺らす音が聞こえ、海の香りが鼻をくすぐるようだ。画面手前の朗ほがらかさと、奥にある古い教会の薄気味悪さが交まじわるコントラスト。

　私が『本当はこう描きたい』と思いながらも、技術が足りず描けなかったものが……いや、それ以上のものがここにある。

　この衝撃を、感動を、どう表現すればいいのだろうか……。

　自分の中にしかなかった世界が、自分が思った以上の形で目の前に現れる。それは初めて羽美原律華の物語に出会った時と同じくらい、いや……それ以上の衝撃となって私の中を駆け巡っていく。

　どう考えても、勝ちようがない。

　元よりわかっていたことだが、今更ながら実力の差に押し潰されそうになる。

　海野のことが気に食わない？　なに考えているかわからない？

　そんなの、どうだっていい。感情が読めないなら、私が理解できるように努力すればいいじゃないか。とにかく、こんなにも私が描きたかった世界を理解して、読者に見える形にしてくれる才能の手を払ったら、きっと一生後悔する。

　そう思ってしまうほど、このイラストには力があった。

　じわり、と視界が歪ゆがんで、慌てて制服の袖そでで乱らん暴ぼうに目をこすり、またイラストへと視線を戻す。すると洪こう水ずいのように脳内で物語が展開していく。

　もっと、こうしよう。あれが描けるなら、ここはこうしよう。あのシーンは諦めていたけど、海野なら完璧に描いてくれるだろう。いや、海野が描いてくれるなら、そもそもこの物語に拘こだわる必要なんてない。もっと……もっと……。

「正直に言えば俺は、今でもキミがこの物語を書いたということが信じ難がたい。何故、こんな物語を書ける人間が教室で無意味な笑みを浮かべ、無む駄だな時間を消しよう費ひしているのかも理解ができない」

　せっかくの感動に水を差され、思わず『むっ』と顔を顰めて振り返る。

（なんじゃ、その言い方は。つーか、誰もがアンタみたいに、他人と関わらずに生きていけると思うなよ！　ついでに言えば、こっちだってガッカリなんだよ!!）

　そんな言葉を投げつけてやろうと思ったのだ。が、私を真正面から見つめる海野の表情があまりに真剣で、出かかった声はそのまま萎しぼみ霧む散さんしてしまう。

「だけど俺はキミが書く物語が好きだ。キミが生み出す物語が描きたい。俺と漫画を描いてほしい」

「……っ」

　この非常識で無ぶ遠えん慮りよで、思いやりの欠片も見当たらない男が、私はやっぱり好きじゃない。

　自分の実力で他者をねじ伏せ、『オブラートに包む』という言葉さえ知らないような、その横おう暴ぼうな態度が気に入らない。同級生として考えれば、海野律という男は最低も最悪で、頼まれたって口をききたくないくらい大嫌いだと思うのだ。

　でも……。

　その『漫画を描くためだけに存在している』と言わんばかりの空気に圧倒されてしまう。

　自分が思い描く『漫画を描く』ためになら、全てを差し出しても構わない。そんな空気に気け圧おされる。

　私だって、ずっと努力はしていた……はずだ。でも、自分が行っていた努力など、彼には鼻で笑われるような些さ末まつなものだったのかもしれない。いや、たぶん。彼はそれを努力だとも思っていない。

　努力を努力だとも感じない。

『羽美原律華』とは、海野律とは、そういった類たぐいの天才だったのだ。

「だから教えてほしい。いくら出したら俺とコンビを組む気になる？　条件などの交渉には応じる用意がある」

　そんなことを思っていた私は、続いた海野の言葉にしばし茫然としてから「……はい？」と間抜けな声をあげた。

「…………」

（あれ？　もしかして、なんか……違う？）

　いや、たぶん。海野が漫画に全てを捧げていることは間違いないと思う。私には想像もつかないような努力をしているのも、きっと間違いない。

　さらに言えば漫画を描くことにしか興味がなく、人間関係になど欠片も注意を払わないことも、否定しようがない。

　問題が起きた時、その解決方法として真っ先に『お金』という選択肢を取ろうとする性格だってことも、その通りなのかもしれない。

　でも……その行動の理由は、別に実力でねじ伏せてやろうとか、札束で頰を引っぱたけば誰でも自分の下げ僕ぼくだ……とか、そんな高度なことを考えてのことではないのではないか。

　ただ単純に、そんな方法しか知らない。だとしたら……。

「あのさ海野」

「……なんだろうか」

「私、実は男性恐きよう怖ふ症しようなんだよね」

　瞬間、海野の微かにしか動かない表情が『むっ』と厳きびしくなる。

「だからお金なんていらないから、私と一緒にいる時は女じよ装そうしてくんない？」

「……っ!?」

　驚いたように、軽く目が見開かれる。が、すぐに海野は口元に手を当て、真剣な顔で黙り込む。

「それは、絶対だろうか」

「そうだね。絶対」

　迷いなく答えると、海野はさらに顔を顰める。そして、

「……わかった。極力避さけたい事態だが、不本意ながら努力しよう」

　そう、どこか腹を決めたような顔で大おお真ま面じ目めに告げてくる。と同時に、私は思わず噴ふき出していた。

「噓、噓だから」と息も絶たえ絶だえになりながら、しゃがみ込んでお腹を抱える私を、啞あ然ぜんと見ている海野がまた笑いを誘う。

（うん、コイツ……馬鹿だ。ただの漫画馬鹿だ）

　いきなり噴き出した私を、海野は『理解ができない』といった顔で見つめていた。でも、笑うなという方が無理な相談だと思う。だってコイツ、私なんかと相棒になるために『不本意ながら女装』するらしいのだ。

　正直今でも、海野の表情なんてちっとも読めやしない。好き好このんで友達になりたいとも思えない。

　でも、コイツは漫画を描くことにしか興味がなく、逆に漫画を描くためだったらどんなことでもする。そんな漫画馬鹿だとわかってしまえば、遠慮ない言葉やド直球に撃うち込まれる痛い指摘に、いちいち腹を立てている方が馬鹿らしくなってしまう。

「……羽美原先生」

　一人笑う私を無表情に見下ろしている海野に（これ、たぶん戸惑ってるんだ）、私は少し意地悪な気持ちが湧わきあがり、そう呼びかける。

　すると表情筋きんをどこかに置き忘れてきたような顔に、少しだけ変化が起こる。

「その呼び方はやめてほしい」

「あぁ、ごめんって」

　微かに顰ひそめられた眉まゆに、あぁこれは相当嫌なんだなと察して謝る。

「それでね、海野」

「苗みよう字じも好きじゃない」

「え!?　じゃぁ……」

「別に、律でいい」

　そう言った海野──いや、律の感情は残念ながら今の私の経験値では読み取ることができなかった。でも、まぁ。たとえその理由が『他の呼び名が嫌いだから』だとしても、名前で呼ぶのを許してもらえるというのは悪い気分ではない。

「それで、答えは？」

　あぁ、この感じは結構焦じれているのかもしれない。

　ほんの少し前まで不気味で仕方なかったこの無表情も、見方が少し変わっただけで、クラスの誰も解といたことのないパズルに挑ちよう戦せんしているような気分になった。

　とはいえ、あまり調子に乗ると、新しい相棒を本気で怒らせてしまいそうだ。

　というわけで私は、できうる限りの満面の笑みを律に向ける。

「私の中にある物語を、形にしてください」

「……？」

「つまり、相棒としてヨロシクって意味よ」

　すると律は面めん喰くらったような顔で目を少し見開き、しばらく茫然とした後、「あぁ」と頷く。そして微かに、でもたしかに彼は頰を緩ゆるめてくれた。

「あぁ。世界中の誰よりも、キミの物語を美しく描いてみせる」

　それはなんとも不器用で、それでいて思わず見とれてしまうほど綺麗な笑みだった。
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　こうして私は、羽美原律華……いや、海野律の相棒になった。

　思い返してみれば驚くほどにあっさりと夢への最短切符を手に入れ、最高の環かん境きようを手に入れたといっても過言じゃないだろう。しかし私は、海野律の相棒になるということがどういうことなのか、あの時点では全く理解していなかった。

　海野律という人間がどれだけ常識が通じないヤツで、どれだけ世間からズレているか。そして、そんなズレた律に、どれだけ振り回されるのかを……。







「おい」

　あれから四日が経った昼休み。四限の授業が終わり一気に騒がしくなった教室で、向けられた声にビクリと顔を上げると、今日も恐ろしく整った顔がこちらを見下ろしている。

「行くぞ」

　その短い三文字が昼休みのお誘いだということは、すでに知っている。より正確に言えば、昼休みの間に、漫画原作者の修業として与えられた課題を見てやろうという意味だ。

　羽美原律華が連載している『夕刻リブースト』は、現在最終章。来年の二月には最終回を迎える予定だ。

　そして無事（？）羽美原律華の相棒となった私は、その後に始める新連載の原作者になるため、日々修業を続けているわけだ。

　まだまだ漫画家として技術の足りない私としては、もう何年もプロとして活躍している律からアドバイスをもらえるのは嬉しいし、感謝もしている。だから、昼休みに課題を見てもらうこと自体は、全くもって嫌ではないのだ。

　……が、なにも堂々と教室で声をかける必要はないと思う。たとえば、メールでやり取りをして、こっそり集まるとか、そういう選択肢もあるはずだ。

　初めて律が私に話しかけてきた時のクラスの空気たるや相当なもので、思い出しただけでも気まずさに逃げだしたくなる。

　ついでに言えば『漫画家であることを互いに隠す』という約束はしていたので、私としても突然の事態で、アワアワと盛せい大だいに慌てふためいた。

　でも相棒になって数日経った今ならわかる。海野律とは、こういう人間なのだ。

　漫画を描くことに対して妥だ協きようせず、そして外そと面づらは欠片も気にしない。判断基準の真ん中には、いつだって『漫画』が置かれていて、漫画をよりよい環境で描くためだけに動いている。

　もちろん、周りにどう思われるかは気にしない。

　放課後になれば、私に『（仕事場に戻って漫画を描くから、早く）帰るぞ』と言い放ち、昼休みには『（昼休みの間に打ち合わせをするから、早く）行くぞ』と言い放つ。

　そして今日もコイツは、何食わぬ顔で私に声をかけてきた、というわけだ。

　咄嗟に『実は海野の兄と知り合いで、勉強を教えるように頼まれた』などという口から出まかせでモカたちを納得させ、律と昼休みや放課後を過ごすようになったのだが、毎日そうやって二人でいれば、あらぬ疑いをかけられるのは当然。

　しかし律はそんなこと、全く気にならないらしい。が、私としてはクラスメイトの視線というものは大変気になるわけで……。

　それも相手が律となれば、噂は最悪学校中に広まってしまう。

「いや……えっと、今日は」

「先、行ってる」

　しかし律は、こちらの言うことなど聞きもせず、タブレットだけを持ち教室を出て行ってしまう。

（……アイツ、今日も昼ご飯を携帯食料で済ます気だ）

　アイツは本当に漫画を描くこと以外に興味がないのだ。

　はぁ、とため息を吐き、鞄の中からいつもより大きなお弁当箱を取り出す。

（これは別に、律の体調を心配してとか、そういうのではない。相棒として、律に体調を崩されたら私が困るからだ）

　などと思っていた時、「なほちぃ、今日も王子からのお誘いですねぇ」と、ニマリと笑ったジュリが振り返る。

「あれ、奈々帆。今日はやけにお弁当が大きいんじゃない？」

　さらに後ろからはカナが覆おおいかぶさってくる。

「違っ！　これは、全然そういうのじゃないし」

「えー？　なにが『全然そういうのじゃない』の？　私ただ、お弁当大きいねって言っただけだけど」

「……っ！」

「照れるな照れるな。でも、奈々帆がマジで海野をモノにしたら、友達として鼻高いわ」

「そうそう！　ファイトだよ、なほち!!」

「違う！　本当に違うから!!　そういうんじゃないから!!」

「カナちゃん、ジュリちゃん、ダメだよ。奈々帆ちゃん困ってる」

　聞こえた声に縋すがるように視線を動かす。そこには我わがクラスの天使、モカの姿。

　あぁ、助かった。と思った矢先。

「海野君、あんまり待たせたらかわいそうだよ」

　机の上に置いてあった私のお弁当をこちらに差し出し、ニコリとエンジェルスマイル。

（……絶対、モカも勘かん違ちがいしている）

　とはいえ、事実を告げるわけにはいかないし、律をあまり待たせるわけにもいかない。

「本当にそういうのじゃないから!!」

　と念を押して立ちあがると、「わかってるって～」とニヤニヤしながら見送られる。

（あー失敗した。こんなことなら、漫画家であることを隠すって約束をした時に、学校では話しかけないっていう項こう目もくを追加しておくべきだった）

　などと胸の中でブツブツと呟つぶやきながら、私は美術準備室へと向かう。

　なんでもウチの美術教師は、川上さんの大学時代の先輩らしく、事情を話して休み時間に使う許可をもらっているらしい。昼休みに律がいつも教室にいなかったのはそんな理由だったのか、と今更知ったわけだが今それは関係ない。

　とにかく、今日こそは律に『学校では距離を取ろう』と言わなくては。そう決意しながら美術準備室のドアを開けると、油絵具の匂いがふわっと鼻につく。

　律は窓際にあるソファに座り、平然とタブレットを操作していた。

「……遅かったな」

　こちらを見ることもなくそう告げた律に、私は意を決して声をあげる。

「あのさ、律」

「なんだ」

「昼休みに集まるの、やっぱりやめたいんだけど」

　すると律は眉を少し顰め、やっとこちらを見る。

「……理由を聞こう」

「理由って……なんか勘違いされるから、だけど」

「勘違い、とは？」

（は？　それ説明いる？　いや、まさか……。『勘違いされることを気にしていない』ではなく、『昼休みや放課後に男女がいつも一緒にいたらどう思われるか』を考えていないのではないか）

　……有り得る。

「いい、律。普通はね、付き合ってもいない男女が、いっつも昼休みや放課後を一緒に過ごしているなんて不自然なの。それに、私には友達付き合いだってあるの！」

「……なるほど」

「……」

「……それで？」

「はぁ？　それでって、それも説明いる？　だから、勘違いされないように少し距離を取ろうって言っているの」

「つまり奈々帆は、学校では俺とあまり話したくないという意味でいいのか？」

「あと、それ！　なんかいつの間にかナチュラルに私の名前を呼んでるけど、それも普通はおかしいからね」

「……嫌だったのか？」

「いっ、嫌ってわけじゃないけど……なんか」

（……恥はずかしいし）

「では、特に困りはしないだろ？」

「よくないの、困るの!!　第一、律だって私と『付き合っている』なんて噂立てられたら困るでしょ？」

「……いや、困らないが」

（……っ!?）

　待て待て私。どうして慌てた!?

　わかっている。コイツの『困らない』は、『別にどっちでもいい』の意味だ。漫画を描くことに関係ないから、自分には興味がないって意味だ。

　別に、少女漫画的な展開『俺……お前とだったら勘違いされてもいいんだけど』みたいな意味では、一ミクロンもないのだ。

（あー、落ち着け私！）

　それもこれも、全部コイツが無駄に顔の作りがよすぎるのがいけないのだ。どうってことのない言葉も、なんか特別っぽく聞こえるのがいけないのだ。顔面偏へん差さ値ちの暴ぼう力りよくだ。

　はぁ、と一つ息を吐き出し、気分を落ち着かせると、律の横に腰を下ろす。

　ちなみに横に座ったのは、部屋の中に椅子がこのソファしかないからだ。

　律がソファに座っているのに、私だけ床でお昼を食べるのは癪だし、そこそこ大きなソファだから密着なんてことにもならない。それに横に座った方がタブレットの画面も見やすくて効率的だからだ（なんかこの考え、律みたいで腹立つ）。

　とにかく、早くご飯を食べてしまおう。と思った時、ふと今日のお弁当が二人前であることを思い出して、ハッと動きを止めてしまう。

（いやいや!!　だからどうして動揺した!?）

　別にこれは『律くん……私、お弁当作ってきたの。食べてくれる……かな？』みたいな甘々イベントではない。断じてない。

　律はいつも、お昼は携帯食料のカロリーフレンドしか食べていない。そんなので体調でも崩されて新作の話がなくなってしまったら困るという、私の事情からの行動だ。言ってしまえば、食に対して関心がなさすぎる相棒に対しての施ほどこしに近い。さらに言えば、お弁当はいつも作っているわけだし、その量を少し多くしたって私の労力は変わらない。

（ほら、なにも動揺する要素なんてないじゃない）

「り、律！」

「……なんだ？」

　意を決して（なんで私が意を決しなきゃいけないの!?）私が声をかけると、口元に手を当て考えごとをしていたらしい律が顔を上げる。

「お弁当、多めに作ってきたの」

　そう言った私を律はしばらく不思議そうな顔をして眺め、そして一言。

「……そうか」

（違ぁぁぁぁぁぁああっ!!）

　普通このシチュエーションを『そうか』の一言で終わらせる？　終わらせないよね!?

（いやいや、落ち着け。コイツは海野律だ。普通は通用しない）

「そうか、じゃなくてね。これは……その、律の分も作ってきたっていうか、たまたま多く作り過ぎたというか、体力勝負の漫画家として、その食事はいかがなものかと思っていて、相棒の仕事としてこの程度なら力になれるって思ったというかっ!?　いや、それよりも男のくせにそれしか食べないの腹立つっていうか……とにかく、食べなさいよ!!」

（なんじゃそりゃぁぁぁぁぁあああ）

　なんだこの、テンプレ的なツンデレみたいなセリフ!?

　いやいやいやいや！　私、そんなキャラじゃないですよね？

　そもそも私、コイツのことそんなふうに思ってもみていないわけですしっ！

（あれ……本当に、そうだよね？　私、まさかトキメキなんて覚えてない……よね？）

　ふと不安になり、横を盗ぬすみ見る。するとそこには、相変わらずこちらに妙な生物でも見るかのような視線を向けている律の姿。

（……なんか、腹立つ）

　たしかに顔は綺麗だ。が、大丈夫だ。それ以上の感情は湧かない。

　ホッと息を吐き出し、私は言葉を続ける。

「漫画家としてデビューもしていない私はね、すっごい微妙な立ち位置なわけ。そんな時に拾ってもらった人に倒れられたら困るの。わかる？」

「なるほど、そうだな」

「それに漫画家って、締め切り前には不眠不休の修しゆ羅ら場ばになったりするんじゃないの？」

「計画的に仕事を進めるようにしている。余よ程ほどのことがない限り、睡すい眠みんは取っている」

「……あぁ、そうですか」

「ただ、少しは食事に気を使えと担当からも言われている。有あり難がたく頂くことにする」

「はいはい、食べてください」

（ほっんとコイツ、感動の一つも覚えないのね）

　別に喜ばれたかったわけではないが、いつもより早起きして作った自分が馬鹿馬鹿しく思えてくる。用意していたお手て拭ふきを渡し、お弁当箱をテーブルの上に広げていく。中身はサンドイッチだ。

「これなら打ち合わせしながら食べられるでしょ」

「……そうだな」

　スープジャーに入ったミネストローネを紙コップに注そそぐと、食欲をそそられる香りがしてくる。我ながら、まあまあの出来である。

（ま、コイツは味なんてどうでもいいんだろうけど）

　とは思うものの、やっぱり感想とか聞きたいなぁとか、ほんの少しくらいは思ってしまうわけで、横目で律をチラリと窺ってしまう。

　するといつもはタブレットを眺めながら食事（といっても、携帯食料だけど）をしている律が、タブレットを傍かたわらに置き、なんと手を合わせている。

「いただきます」

「……ど、どうぞ」

（コイツ……ちゃんと『いただきます』とか言うんだ）

　当たり前のことだけど、いつもの律は『カロリーを摂らなければいけないから、食事をしている』といったふうなので、なんだかちょっと感動してしまう。

「奈々帆は食べないのか？」

「た、食べるわよ！　自分のために作ってきたんだから」

「……？　そりゃ、そうだろ」

　妙なことを言うヤツだ。とでもいうような顔で見られ、慌ててサンドイッチを口に運ぶ。

　でも食事を始めてしまうと会話はそこで終わってしまい、静かになってしまった室内に校庭や中庭から聞こえてくる喧騒が妙に響く。

（……なんか、気まずい）

　いつもは、新作の内容とか川上さんに出してもらった課題の修正点なんかを話しているので、二人でいることになんの違和感も覚えなかった。

　でも、こうして並んで食事をしていると……。

（本当に、付き合ってるみたいだ）

　なんて不意に思ってしまったのが、たぶん間違いだったのだ。

　そりゃ私は、ごくごく普通の女子高生なわけで、別に相手が好きとか嫌いとか関係なく、密室で（はっ！　よく考えたらココ、密室だった）男の子と二人っきりになるシチュエーションに緊張するのは当然というべきか……。

　で、でも。コイツはあくまで相棒であって、別に恋愛感情とかはこれっぽっちもないのだから、緊張するだけ無駄というヤツで……。

　とにかく会話だ！　会話がないからこんな妙なことを考えてしまうのだ。

「り、律はさ……好きなご飯ってなに？」

　やっぱり人間、ご飯の話というのが万国共通。誰と話しても、ある程度の盛りあがりをみせる無難な話題の代だい名めい詞しだ。

「……特には思いつかないな」

（前言撤てつ回かい。海コ野イ律ツ以外となら、ある程度盛りあがれる話題、だ）

　もう少し、噓でもいいから気を使った会話ができないものかと思うものの、すぐに『いや、無理か』と思い直す。

　コイツは人と話を合わせるために気を使ったり、傷つけないように噓をついたり、オブラートに包むということを一切しない。いつだって思ったことをそのまま口にするしか能がないのだ。

　作品の話をしていても、いつもそう。物語の展開についても、コマ割りについても、重箱の隅をつつくように、容よう赦しやなく指摘してくる。しかも正しいことを言うものだから、反論ができないのが腹立たしい。

（ま、芸術家っぽいといえば……そうだけど）

　でも、作品に対してはいいとしても、やっぱり日常会話には多少なりとも互いに気を使うべきだと思うのだ。などとグルグルと考えているうちに、お弁当箱の中身はなくなり、私がお弁当箱を片付け始めたその時。

「でも、これは好きな味だと思う」

　唐とう突とつな声に私は思わず律を振り返る。

「……っ!?」

「また、機会があったら作ってほしい」

「……も、もちろん」

「そうか」

　そして律は、ほんの少しだけ……たぶん、注意していなければ見逃してしまうくらい、微かに笑うのだ。

（……ずるい！）

　でも、そんな私を気にもせず、律は再びなにやら作業を始めてしまう。

（……やっぱ、腹立つ）

　なにが腹立つかといえば、律のたった一言で舞いあがった自分が、だ。

　百回心ない言葉を向けられても、たった一回の優しい言葉で舞いあがるなんて、まるで少女漫画みたいじゃないか。そもそも、あれは二次元だから許されるのだ。実際にあんな事態が起こったら、常日頃から周りに気を使っている私を含むチーム凡人が報むくわれない。だから絶対、喜んだりなんてしてやらないからな！

　まぁ、相棒として律の健康管理は大事だし、別にお弁当くらいは作ってあげなくもないけど……。

　などと思いながら空からになったお弁当箱を鞄に入れていると、「なぁ」と声が聞こえた。

「なによ」

「さっきから考えていたんだが」

　そちらを見てみれば、律は口元に手を当てなにかを考えている。タブレットを見てはいるものの、実際に画面を見ているというよりは、なんとなく視線を向けているだけといった感じだ。

「奈々帆は今、付き合っているヤツとか好きなヤツはいるのか？」

「……へ？」

　ちょ、は？　ふぇ!?　もしかして今、私に好きな人がいるかって確認したんですか？

　そんなの確認して、どうするというのだ。

　普通、こういうのを確認する時って──。

『お前、好きなヤツとか……いんの？（赤面イケメン）』『……いないけど？（無む邪じや気きに首を傾げる鈍どん感かん主人公）』『そっか……よかった（ホッと息を吐く）』『よかった？（不思議そうな顔で見上げる）』『……あ。違っ！　そういう意味じゃなくて、いや……違うわけじゃねぇんだけど。いや、この際言うわ。俺、お前のことが──』

　──いや、ないない。

　無意識に浮かんでしまった少女漫画的展開を、苦笑を浮かべつつ霧散させる。

　なんといっても、これを言っているのは漫画を描くこと以外に一切興味のない男、海野律なのだ。どうせ『漫画の展開の参考に』とかなんとか言ってくるに決まっている。

「残念ながら、いませんけど」

「ならよかった」

「あーはいはい。それで、私はなにをすればいいんですか？」

「簡かん潔けつに言うと、俺と付き合ってもらいたい」

「……」

「……」

「……一つ、確認するわ」

「あぁ」

「その付き合って、というのは、どこへ？　なにか必要なものの買い出しでしょうか？　それとも、取材旅行にでも行きますか？」

「いや、いわゆる男女交際というヤツだ」

「……」

「……」

「………………はぁぁぁぁ!?」

　思わず立ちあがりそちらを見ると、律はソファにゆったりと座りながらタブレットを手にこちらを見あげている。

　その態度はいつもの律と同じで、平然としている。

　が、コイツ……今、私に告白しやがりませんでしたか？

「あんた今、なに言ったか理解してる!?」

「ダメだったか？」

　いや、ダメもなにもあったもんじゃない。まぁコイツの漫画家としての姿勢と功こう績せきは尊敬しているわけだし、普段は腹立つ『漫画のことしか考えていない性格』だって、プロ意識からくるものだと思えばすごいと思わざるを得ない。

　あれ？　つまり私、コイツのこと好きなわけ？

　いや、ない。全然、ナシ！　いや……でも。コイツが、その……真剣にそう思っているとすれば……まぁ、一応。考えなくもないわけで……。

「ダメ、ってわけじゃないけど……」

　すると律は、ホッと息を吐きタブレットを傍らに置く。

「ならよかった」

　もしかして実は、案外緊張とかしていたのだろうか。感情がちっとも顔に出ないヤツだから、そのあたりがちっとも理解できない。でも……これからは、もう少し律のことを理解できるように頑張らないとダメだよね。だって私たち──。

「交際していない男女が昼休みや放課後を共に過ごすのが不自然であるなら、逆に言えば交際さえしていれば特に問題はないという意味なのだろう？　これでこれからも、昼休みは打ち合わせの時間として確保できる」

「……ん？」

「通学の時間だって有効活用ができるな。せっかく同級生で隙すき間まの時間が有効活用できるのだから、これを妙な制約で損なうわけにはいかないと思っていた。奈々帆が俺と交際していると周りに思われるのが苦痛であるなら、どう説得しようかと考えていたのだが、それは杞き憂ゆうだったみたいで助かった」

　……そうだった。何故、これを早く思い出さなかったのだろう。

　海野律の行動原理。それは全て『漫画を描くことに関係あるかどうか』だ。

　入学当初、美人からの告白をバッサバッサと断った理由も、今なら理解できる。あれは律が言った通り、『（漫画を描く上で）利益がない』からだ。

　そして、今。どうして私に『付き合おう』なんて言ってきたか。それはもう、考えなくても理解できる。『（漫画を描く上で）利益がある』からだ。

　が、今更それを指摘して怒ったら、余計に馬鹿みたいじゃないか。

「……はは。べ、別に……大したことじゃないわよ、そのくらい」

　咄嗟に吐き出した言葉は、自分でも笑えるくらい乾ききっていた。
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「というわけで、今後も俺は少しでも多くの時間を奈々帆と共に過ごしたい。放課後も、今までのように遊びには行けなくなると思う。それでもいいだろうか」

　昼休みも後半に差しかかった中庭で私は、隣に立つ律の声を聞きながら、なんだか半笑いになってしまいそうな顔面を必死に抑おさえていた。

　事情を知らずに見れば、なんと素敵な彼氏だろうか。

　学校一のイケメンでありつつも、ずっと感情さえないのではないかと距離を置かれ、『実在する二次元』だなんて陰で呼ばれていた無表情男。

　しかし、いざ好きな女ができれば真っ直ぐで、彼女の友達にわざわざ挨拶をして、今までの関係が壊れないように気を使ってくれるという優しさを発はつ揮き。

　さらには『できるだけ彼女と一緒にいたい』なんて言葉を恥ずかしげもなく堂々と宣言してくれる王子っぷり。

『海野くんって、あんな子だったんだ……』なんて声が聞こえてくるようだ。

　クラスの中でも特に目立っているわけでもなく平々凡々な一般女子が、王子様と結ばれる。これぞまさしく王道少女漫画。嫉しつ妬との嵐も禁じ得ない。

　が……実際のコイツは、いかに漫画を描くのに適切な環境を整えるかしか興味のない男だということを、私はすでに知っている。

　しかし、今更後に引けるわけもない。

　ここで『やっぱやめた』などと言おうものなら、最高の彼氏を振った最低女として知れ渡るに決まっている。そうしたら、この学校で生きていくなんて不可能だ。

「……なほちスゲー」

「奈々帆がやりおった」

「よかったね、奈々帆ちゃん」

　感動さえ覚えているような友人たちに、私は「ははは、成り行きだよ」とどうにか無ぶ難なんな笑みを浮かべるしかできないのだった。

　こうして私は、海野律の彼女（但ただし、決して愛されてはいない）になったのであった。
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『律りつくんは私たちの王子様で、全員で見守ろうという約束が校内の女子の間にはあったはずですが、貴方あなたはなにを考えているんですか？　今すぐ律くんと別れてください!!』

　私が海うみ野の律の彼女として認識されるようになって、約一週間が経たった土曜日。

　仕事場へと続く道で信号待ちをしていたら、手に持っていた携けい帯たいが震ふるえ、そんなメールが私の掌てのひらに舞まい降りてきた。

（……まただ）

　差出人は知らないメールアドレス。ズラズラと続く文もん句くを、冒ぼう頭とうだけ読んで『んな約束知るか！』と削さく除じよすると、ちょうど信号が青になった。

　あの日から、私の携帯は大人気。毎日毎日、無言電話や悪戯いたずらメールを定期的に私へと届けてくれている。

　内容は様々。単純に『バカ』とか『ブス』みたいな罵ば倒とうから、ネットででも拾ってきたのか、グロテスクな画像や恐きよう怖ふ系けいの画像が貼はりつけられている時もある。

　中には、今回のような身に覚えのない盟めい約やくの一員にされている時もある。

（……やっぱり、失敗した）

　たとえばこれが少女漫まん画がなら……。

　好きな人に心配させまいと、ヒロインはこの事実をひた隠かくしにするだろう。でも、カレはそんなヒロインの異変に気づき、犯はん人にんを突き止める。そして、『俺の女になにしてくれてんの？（イケメンオーラ全開ＭＡＸマツクス!!）』って感じで、ヒロインの胸むねがキュンキュンして止まらなくなる展開だろう。

　が当然、私たちにそんな展開は訪れない。

　さらに言えば、ヒロインなどではない私は、いじらしく悪戯メールがたくさん来ることを隠したりせず、さっさとこの事実を律に打ち明けている（というかジュリたちに相談したら、何な故ぜか放課後までに律へ伝わっていた）。

　その時、アイツはなんと言ったかというと……。

『キミの友人から話は聞いた。対たい策さくを取るようにと言われたので、これから新しい携帯を買いに行こうと思う。心配するな、料金はこちらで持つ。経費として計上するので遠えん慮りよはいらない』

　……これだ。

　いや、有あり難がたいよ！　その気持ち、すごく有り難い!!

　でも違うだろ!!　心配するとこ、そこじゃないだろ!!

　そもそもメールアドレスは携帯を買い替えなくても変へん更こうできる。さらに言えば、すでに一度変更済みなのだ。それでもどこからか私の新しいメアドは漏もれているらしく、迷めい惑わくメールは多少減ったものの、なくなりはしない。

　とはいえ、友達関係もあるから新しいメアドを教える人を減らすわけにもいかない。

　たぶん新しい携帯を買ったところで、結果は同じだろう。

「……はぁ」

　思わずため息が漏れるが、もの凄すごくダメージを受けているかといえば、別にそこまででもない。というよりは、休み時間や放課後は大たい抵てい律といるし、体育などで律と離れている時はジュリたちが守ってくれているから、実質的な被害はほぼない。

　たしかにちょっと気味が悪いけど、少女漫画のヒロインみたいにフルフル震えているわけではない。ただ、原げん因いんの一部（というか、大半）は律にあるわけだし、知られたからには少しくらい心配の言葉がほしかったとは思うわけだ。

　しかも、その口ぶりから察するに、律はどうやら嫌いやなメールを受け取ってしまう私の『気持ち』ではなく、次々とメールが届いてしまう『不ふ便べんさ』を解消しようとしている気がしてならなかった。

　……いや、ほんと。それも有り難いんだけど、なんか違くない？

　別に少女漫画みたいな劇げき的てきな展開を期待したわけじゃない。

『なんでそれを早く俺に言わねぇんだよ（壁かべドン！）』

『……だって、心配かけたくなくて』

『はぁ？　お前な!!　……って、悪ぃ。そうじゃなくて、さ。俺としては、隠されている方が心配っていうか』

　みたいな展開になるとは、微み塵じんも思っていないわけだ。

　感情を露あらわにする律とか想像すら難しい上に、別に私たちは『付き合っている』形になっているだけで、本当に好き合って『付き合っている』わけじゃない。

（……だけど、言い方ってもんがあるでしょうが）

　また、無意識にため息が零こぼれ落ちる。

　が、ウジウジ文句を言っていても仕方ない。今いま更さら、『やっぱり私たち、付き合ってないです』などと言えるわけもないし（笑い者になるだけだろう）、『すぐに別れました』と言って憐あわれに思われるのも御ご免めんだ。

　なにより私は、すでに律の相あい棒ぼう。たしかに恋人と思われることにリスクはあるけど、同時に利点だってあることは理解している。

　それに私と律は、ただの相棒ってわけじゃない。漫画家とそのアシスタントという雇こ用よう関係でもあるのだ。

　律が、私の憧あこがれの作家『羽う美み原はら律りつ華か』だとわかった日、アイツは私に毎月二〇万もの大金を払うと言ってきた。

　当然、そんな大金は受け取れないと辞じ退たいして、担たん当とうのシュンさん（律が川かわ上かみさんをそう呼ぶから、いつの間にか私も彼を『シュンさん』と呼ぶようになってしまった）も交まじえて話し合った結果、アシスタント料として月に五万をもらうことになった。

　最初に提てい示じされた金額よりは大おお幅はばに下がっているけど、それでもやっぱりごくごく普通の高校生として生きてきた私からしたら大金だ。

　完全なド新人にここまでの待たい遇ぐうをしてくれているのだから、ちょっとくらいの不便さは目を瞑つぶるべきだ。

　そう思いながら片手に提さげたナイロンバッグへとチラリと視線を向ける。そこに入っているのは、電車に乗る前にスーパーに寄って買ってきた食材だ。

　実はここ数日、律は締め切りに追われていた。

　連れん載さいしている『夕ゆう刻こくリブースト』が雑誌の表紙を飾る号で、巻かん頭とうにカラーページも入るのでいつもより相当多い仕事量だったらしい。さらに受け持っている小説シリーズの仕事まで入ってしまい、完全にキャパオーバー。

　いつもは計画的に作業しているので無理はしないと言っていた律だって、ここ数日はさすがにキツそうで、授業中にチラリと見るとずっと机に突つっ伏ぷして寝ていた。

　でも、そんな次々と押し寄せる波のような締め切りも、昨日を最後にひとまず落ち着くと律は言っていた。

　たぶん今日は、昼まで寝ね腐くさっているのだろう。そして午後からは私と律、そして担当のシュンさんの三人で、ついに新作の打ち合わせをすることになっている。

　きっと律はここ数日、まともな食事も摂とっていないだろう。

　だから、打ち合わせ前くらいは栄養のある物を食べてもらいたいというか、倒れられたら困るというか……。

（あれから毎日、律の分のお弁当も持ってきているけど、いつも綺き麗れいに食べてくれるし）

　いや、だからと言って別に、今日も『美お味いしい』って言ってほしいとか、そういうわけでは全然ないけど!!

　ほら、私ってアシスタントなのに、作画では少しも役に立てないし（律は全ての作業をパソコン上でやってしまうので、手伝いようがなかった）、聞けばアシスタントの中には、ご飯の用意をするような人もいるって聞いたし……それだ！

　とにかく、成長期なのに律は現在一人暮らし（相棒になって初めて知ったが、ご両親は仕事の関係でイタリアに移住しているらしい）。そのくせ食事にあまり執しゆう着ちやくがないタイプだから、きっと毎日適当なものしか食べていないはずだ。

　相棒として、料理を作るくらいは当然というものだろう。なにより、今日から本格的に新作の話を進めていくんだ。万全の態勢で臨のぞんでもらわないと、私が困る。

「……よし、頑がん張ばろう」

　そう決意を新たにして真まっ直すぐ前を向くと、もう目的地は目の前だ。知らず知らずのうちに速くなる歩調を抑おさえつつ高級マンションのエントランスに足を踏ふみ入れる。

　オートロック前にある操そう作さ盤ばんで律の部屋を呼び出すと、予想に反して『奈な々な帆ほちゃん、いらっしゃい。上がってきて』とシュンさんの声が聞こえた。

　少し驚いたけど、「はい、ありがとうございます」と声を返して、開いたドアからマンションの中に入っていく。

（念のため、三人分の食材を買ってきてよかった）

　などと考えつつエレベーターで律の部屋がある階へと上がり、小走りで部屋の前まで向かうと、すでにシュンさんが廊ろう下かに顔を出して私を待っていてくれた。

「あっ、お疲れ様で──」

　反はん射しや的てきに声をあげたところで、彼が「しーっ」と口元に人差し指を当てる。

「ごめんね、奈々帆ちゃん。実はまだ律の仕事が終わってなくて。たぶん、あと少しだから中で待っててもらえる？」

「あれ？　締め切りって昨日きのうまでじゃ……」

　部屋の中へと促うながされつつ小声で問いかけると、シュンさんはちょっと苦く笑う。

「そうなんだけど……。律が、扉とびら絵え用ようのカラーが納なつ得とくできないって言いだしちゃって、印刷所に待っててもらってるんだよね。二時までにデータ入れればギリギリ間に合うから」

「大丈夫なんですか!?」

　時計を見れば、もう一時を少しすぎている。

「……まぁ、ギリギリかな」

　そう答えながらシュンさんは「ほんと、心しん臓ぞうによくない」と笑うけど、どこか嬉うれしそうにも見える。

　業務的には勘かん弁べんしてほしいけど、同時にギリギリまで作品に拘こだわる作家を担当していることが誇ほこらしい……といったところだろうか。それに、どこか律に対して、『ギリギリになっても、絶対に仕上げてくる』という確信があるようにも見える。

　シュンさんは、このマンションの近くに住んでいるらしく、少なくとも三日に一度は仕事場に様子を見にやってくる。

　連載中の『夕刻リブースト』の打ち合わせをしている時もあるけど、大抵はふらっと来て、私が習作として描いているネームにアドバイスをくれたり、律とは直接関係のない仕事をしているだけだ。

　律とシュンさんが、仕事のこと以外で長く話をしているのを見たことがない。だけど、この二人は仕事相手であると同時に、まるで兄きよう弟だいのようなのだ。

　未成年の担当作家。しかも一人暮らしの律を気にかけているというのも、もちろんあるだろう。でも、それ以上の絆きずなのようなものを二人からは感じる。

　なんでもシュンさんは、律がデビューした時からの担当編集者。

　同時にシュンさんにとっても、入社後初めて担当した作家が『羽美原律華』だというから、文字通り苦楽を共にしてきたといったところなのだろう。

　女子のように、ベッタリと仲がいいわけじゃない。でも、口に出さないでも互たがいに互いを理解しているような関係は、ちょっと羨うらやましい。

「とにかく、律にはしばらく話しかけないであげて。あ、とは言っても物音一つ立てるなってほどじゃないから、適当に待っててよ。……あと、もしかして、それ。昼ご飯の材料買ってきてくれた感じ？」

「あ、はい。いつもは昼休みにお弁当渡しているんですけど……。あの、ほら。律って食に対して全く興きよう味みがないというか、いっつもカロリーフレンド一箱しか食べてなくて。だから思わず餌えづけしちゃっただけなんですけど……。も、もしご迷惑じゃなかったら、シュンさんもいかがですか？　三人前あるんで」

　なんとなく気き恥はずかしくて、言い訳がましいことを並べ立ててしまう。が、次の瞬しゆん間かん、シュンさんの表情がパッと明るくなる。

「僕もいいの!?　実はもうお腹なかペコペコでさ」

　喜びを隠し切れない、といった様子で「えへへ」と笑う顔は、やっぱりどこか犬っぽい。

　十歳も年が上の人に対して失礼かもしれないが、この人は時々、妙みように可か愛わいいのだ。

　なんとなくこちらまで、ふんわりとした空気になってしまい「なら、よかったです」と答えながら、シュンさんの後を追ってリビングへ入る。

　すると、まるで絵に描いたような修しゆ羅ら場ば中の光景が目に飛び込んできた。何本も置いたままになっているカフェイン入りのドリンクの空き瓶びんと、律がいつも食べているカロリーフレンドの空き箱。

　シュンさんがいつも仕事をしているテーブルの上には、吸すい殻がらが山やま盛もりの灰皿。

　部屋自体がそこまで汚よごれているわけではない。そもそもこの部屋には物が少なすぎて、汚れる余地がないのだ。

　でも、真っ昼間なのに遮しや光こうカーテンが引かれている室内には、疲労と焦しよう燥そう感が漂ただよう『修羅場』の雰ふん囲い気きが残っている。

　普通ならこれは、ちょっと引くような光景なのかもしれない。でも……。

（なんか、いい！）

　これこそ、まさに漫画家という感じがする。憧れていた世界の、憧れていた光景に、思わず胸が弾はずんでしまう。

　私も早く、この修羅場を作る一員になりたい!!

　本来は修羅場など起こらない方がいいということはわかっているが、思わずそんなことを考えつつ、廊下からは死角になっているデスクへと視線を移し……。

（……あ）

　思わず、息を吞のんだ。

　私が来たことに、気づいてもいないのだろうか。こちらをチラリとも見ず、一心不乱に液タブの上にペンを滑すべらせていく律の横顔は、相変わらず嫌味なほど整っている。

　でも、この光景を校内の海野律ファンに見せたら、ショックで数日寝込むかもしれない。

　外からの音を遮しや断だんするためか、耳には大きなヘッドホン（ここまでは、いい）。前まえ髪がみが邪じや魔まだったのか、適当にピンで留めてある（少女漫画でよくあるイケメン風なピンの留め方ではなく、洗顔するために適当に髪をあげた程度のヤツだ……が、まぁこれも許きよ容よう範はん囲いだろう）。作業中だけかけている飾り気のない眼鏡めがねも、まぁ一部からは逆に人気が出るかもしれない。

　ただ、問題はその服装だ。

　私の見ているものが幻げん影えいでなければ、律は中学時代のものらしい芋いもジャー（正式名称：学年ごとに色分けされ、三年間着用を義務づけられるジャージの中で、一番の外はずれ色だと日本全国で言われていながらも、未だ数あま多たの学校が採さい用ようしているサツマイモの皮色ジャージ）を着ているのだ。

　しかも途中で成長期を迎むかえたのか、裾すその長さが明らかに足りていない。

　芋ジャーとは、どんなイケメンもダサく彩いろどる魔ま法ほうのアイテムであり、校内では『実在する二次元』なんて言われて持て囃はやされている律も、さすがに芋ジャーの呪のろいからは逃のがれられないらしい。

　いつもは『無む造ぞう作さ感かんのあるラフな髪形』に思える黒髪も、これではただのボサボサ。その上、寝不足のせいか顔色も悪いし、見れば首にはジジ臭くさく湿しつ布ぷが貼りついている。

　いやいや、お前。キャラ的にそれダメだろ。

　こんな色のジャージを学校以外で愛用するのは、田舎いなかに住んでいるオバちゃんくらいなものだと相場は決まっている。現に、東とう京きように出てきてからは、ダサいジャージを着ているオバちゃんの姿は見ていない。

（まぁ実は私も家では中学時代のジャージを愛用しているけど、私の学年色は紺こんだったからセーフだ！）

　いやいや買えよ、ジャージくらい。と、全力でツッコみたくはなる。

　だけど周りの状況など気にもせず、目の前にある画面だけに集中している姿から、目が離せない。鬼き気き迫せまる、とでも言えばいいのだろうか。

　学校で、登校中で、律のことを『格かつ好こういい』と囁ささやく声は何度も聞いた。私たちが『付き合っている』と公表する前に、クラスメイトが隠し撮りをした『最高の海野くんショット』を見せられつつ、律の話題で盛りあがったことも一度や二度じゃない。

　でも、そのたびに私は、いまいち話に乗り切れなかった。

　たしかに顔はいい。バツグンにいいのは間違いない。でも、心のどこかで『このすまし顔が、いけ好かない』なんて思っていたのだ。

　だけど今、このどうしようもなくダサい横顔が、どうしようもなく『格好いい』と感じてしまった。

「特等席、教えてあげようか」

　隣から聞こえた声に顔を上げると、苦笑気味にこちらを見ているシュンさんの姿。

「流し台の前に立ってみな」

　促すようにそっと肩かたを押され、廊下から入ってすぐ左手にあるカウンターキッチンの中に入る。

　その瞬間──私の視線は、ディスプレイの中の世界に飛び込んでいた。

　律がいつも仕事をしているデスクは、カウンターキッチンのすぐ目の前に、背を向けるように置いてある。流し台の前に立つとちょうど、律がペンを滑らせている液タブと、連動させているパソコンのディスプレイが同時に目に入ってくる。

　距離にして、二メートルちょっと。

　液タブもパソコンのディスプレイもプロ仕様の大きなものを使っているとはいえ、これだけ離れていれば画面の細部は窺うかがえない。

　でも、まるで吸い込まれるように視界いっぱいに世界が広がっていく。

　私から見れば、ディスプレイに映し出されている絵は、もう完成だと言ってなんの問題もないように思える。でも律が手元を動かすたびに、世界がさらに広くなる。奥行きが生まれ、空が高くなり、草木は深くなり、沈しずみゆく太陽は最後の熱を地上に降り注そそがせる。

（……あぁ、律は神様なんだ）
















　それはクラスメイトなどが、好きなアーティストや作品に対して、称しよう賛さんの言葉としてよく使っている『神』とは、意味が違う。

　大地を創造し、生命を息い吹ぶかせ、風を起こし、雨を降らせる。

　ディスプレイの中にある世界で、律は本当の意味での『神』なのだ。

　私だって漫画家を目指してから今日まで、何作も漫画を描いてきた。物語を考え、それを絵にしてきた。

　でも……違う。なにが違うのか。そう問われれば、明確な答えは言葉にできないかもしれない。作業としては大して違わないのだ。

　人物を描いて、背景を描いて、効果をつけて、仕上げをして……。

　漫画というものは、基本的にそんな作業の繰くり返しなのだ。

　でも、違う。明らかに違う。

　今の感情に対して一番近い言葉を選ぶとしたら、たぶんこれは『絶望』だ。

　向こう側を覗のぞき見ることもできない、高い壁に行く手を阻はばまれたような焦あせりと不安。

　正直、悔くやしくて仕方がない。どうして自分には、この力がないのだろうと嘆なげきたくなる。

　以前の私がこの光景を見たら、このどうしようもない衝しよう動どうを前に、思わず描くことをやめてしまいたくなったかもしれない。

　だけど、この壁は私の行く手を阻むためにあるのではない。

　私を挫くじけさせるためのものでもない。

　この壁を上る階段は、すでに目の前にある。律という相棒を得たことで、私はこの先にある景色を見ることができる。そんな思いに体中の血液が、少しずつ温度を上げていく。

　この才能をこれから私は、自分の物語を書くために使うことができる。それは吐き気がするほど嬉しくて、同時に恐おそろしい感覚だ。

　この感覚を物語にするなら、どんな表現をすればいいだろうか……。普通に生きてきた女子高生に突然、一国の軍隊を自由に指し揮きできる権限でも与えたら、この手に余る能力に対する本能的な恐怖と、仄ほのかに湧わきあがる全能感が読者に伝わるだろうか。

　あぁ、それはいいかもしれない。

　律の絵でそんな物語を描いたら、どんな世界になるだろうか。

　考えだしたら、もう止まらない。視線は相変わらずディスプレイの中で広くなっていく世界を見つめたまま、脳のう内ないで物語を紡つむいでいく。

（あぁ、すごい。ほんと、すごい）

　月並みな感想しか浮かんでこない自分に苛いら々いらしつつも、止まらない物語に振り回されていく。そして、ころん、と律が一回も離さなかったペンを置く。

　それが終わりの合図だった。ペンをマウスに持ち換かえ、何度かパソコンを操作すると、律は細く長く息を吐き出す。

「……お待たせ」

　そんな声が聞こえると同時に、私は現実世界へと戻っていた。見れば、さっきまで私の横にいたシュンさんは、いつの間にか定位置とも呼べるソファの前で胡坐あぐらをかいて、すでに広げてあったノートパソコンの画面にかじりついている。

　時計の針はいつの間にか、二時を指そうとしていた。ほんの一いつ瞬しゆんに思えたが、どうやら私はこの場所に、三十分以上も立っていたらしい。

（……っ！　そうだ、印刷所にデータを渡すのは二時だと言っていたけど、間に合うのだろうか？）

　思わずシュンさんの背後に回り込み、画面を覗き込んだ。すると、どういう魔法か、先ほどまで律が描いていた絵に作品名と作者名、それに前回のあらすじがすでにはめ込まれている。

　大きさや位置を細かく調整して、メールに添てん付ぷして送信──したのが二時ちょうど。

「あー、間に合った」

　シュンさんがホッとしたような声をあげながら、ラグの上にごろんと寝転んだ。と同時に、部屋の中に立ち込めていた緊きん張ちよう感かんが霧む散さんする。

（でも私……今、凄い光景を目撃したのではないだろうか）

　漫画が作者の手から離れ、世に放たれる最後の瞬間を……私は見たのだ。

　まだ心が麻ま痺ひしているように、頭がボーっとしている。

「奈々帆ちゃん……ご飯、もらってもいい？」

　今にも力尽つきそうな声にハッとして、私の体がやっと動きだす。

「……あ、はい。すぐ用意しますね」

　そう答えてキッチンへと小走りに向かうけど、まだどこか浮いているような感覚になる。

　チラリと横目でデスクを見れば、律はまた液タブにペンを走らせている。

（コイツ……本当に漫画ばっかり描いているな）

　呆あきれと尊敬が混じった笑みを浮かべながら、放ったままだったナイロンバッグから食材を次々と取り出していく。

　最初に来た時にも思ったが、このキッチンはまるでモデルルームみたいなのだ。お皿や調理器具は一式揃そろっているが、ほとんど使った形けい跡せきがない。日常的に使っている形跡があるのは、マグカップとコーヒーメーカーのフィルターくらい。

（アイツ……今まで、どうやって生きてたんだろ？）

　手早く野菜を洗いながら、そんな疑問が浮かびあがる。が、まぁ……どうせ出来合いの弁当や外食しかしていないのだろう。

　冷蔵庫の中も、ペットボトルに入った水や、ゼリータイプの携帯食料ばかりだし、その横の棚たなには大量のカロリーフレンドが詰め込まれている。

（これからは平日も時々、料理を作ってから帰ろうか……）

　などと、どこか上じよう機き嫌げんでまな板の上に洗った野菜を乗せていた時だった。

　律がなにやら描いている画面に、ふと視線が止まる。

「……ねぇ、律。なに書いてるの？」

「キミだが」

　すでにヘッドホンを外している律は、私の言葉に平然と答える。

「……やっぱり、そうだよね」

　それは、ほんの数分前──シュンさんの後ろに立ち、画面上でタイトルなどが組まれていく過か程ていを驚きの表情で見つめている私が描かれている。

「あぁ。実際に目で見たものを描くのは得意だ」

　言葉通り、たしかに上う手まいと思う。が……何故、そのシーンを選んだ。

　画面の中の華はな村むら奈々帆は、口をあんぐりと開け、茫ぼう然ぜんと斜ななめ下を見下ろしている。その阿ア呆ホ面づらたるや相当のものだ。
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　憧れの世界に入り、凄さの片へん鱗りんを見た驚きと喜び。その絵をただの読者として見れば、感情をよく表したいい絵だと思う。でも、そのモデルとなった人間としては、今すぐディスプレイをかち割ってしまいたいくらい恥ずかしい。

　が、描いた当の本人は、罪ざい悪あく感かんや申し訳なさなどは微塵も覚えていないらしい。興味をそそられるモノがあったから描いてみた。たぶん、それだけのことなのだろう。

「ねぇ、律？」

「……なんだ？」

　それやめてくんない？　とか、私がそれを見て嫌な気分になると思わなかった？　とか、いろんな言葉が脳裏に浮かんだ。が……結局、口には出さなかった。

「いや、なんでもない」

　はぁと息を吐いて首を振る。たぶんそんなこと、そもそも律は想像すらしていない。

　これが私の相棒なのだから、もう慣なれるしかないのだろう。
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　遅い昼食を食べた後、私たちは新作の打ち合わせを開始した。

　サンドイッチにスープという、いつものお弁当と変わり映ばえしないメニューだが（ご飯モノを作ろうにも、そもそもこの家には炊すい飯はん器きがないのだ）、温かい食事を摂とった効果か、部屋の中にはどこか和なごやかな雰囲気が漂っている。

（やっぱり、ご飯は幸せのエネルギーだ！）

　そんな中始まった、私たちがコンビを組んで初めての打ち合わせは、開始早々あっさりと暗あん礁しように乗りあげた。

「……悪くはないんだけどね」

「いや、悪いだろう」

　私が用意してきたアイディアを読み、しばらく黙だまった後、気を使ったような柔やわらかな発言をするシュンさんを、律がバッサリと切り捨てる。

「でも、最初だし」

「最初だからこそ、遠慮のない話し合いをするべきだ」

　私がここ十日で考えてきた『律の絵で描きたい物語』の企画書。それを読み終えた後の二人の反応が、これだ。当然、最初からオッケーがもらえるとは思っていなかった。でも、心のどこかではちょっと自信があったのだ。

　綺麗な世界観に綺麗なキャラクター。そして、童どう話わのような物語。

　これなら、律の──羽美原律華の絵を最大限に活いかせる。そう思っていた。

「教えてほしい。この物語のコンセプトはなんだ？　なにを伝えたい？　どうしてこの世界観を選んだ？　キャラクターの意味は？」

　その声は淡たん々たんとしており、私を怒らせようとか、追い詰めようとか、そういった感情は一切感じない。実に律らしい、遠慮の欠片かけらもない真っ直ぐな言葉だ。

「それは……」

　反射的に口を開き、そこから先の言葉が一つも浮かばないことに、今更気づく。

「俺はストーリーが作れない漫画家だ。だから、基本的に奈々帆が作った物語に口を出したくはない。でも、この物語は描きたくない」

　律に描いてほしい。そんな気持ちを精せい一いつ杯ぱい込めてアイディアを出したつもりだった。

　だから律に『描きたくない』と言われたことは、相当ショックだった。

　でもそれ以上にショックだったこと。それは、自分が生み出そうとしていた物語に、中身がないと気づいてしまったことだった。

　コンセプトは？　なにを伝えたかった？　世界観の売りは？　キャラクターの魅み力りよくは？

　そう聞かれた時、私が思ったことは、たった一つ。

（律が描いたら、綺麗だと思った。それだけだ）

「まるで、同じテーマのイラストを集めた画集の依い頼らいが来たみたいな気分だ」

　その通りだ。これでは、漫画風の画集でしかない。

　律の絵に頼り切った、絵がなければなんの価値もない物語。

　無意識に力が入った手から、爪つめが掌に食い込む感覚が伝わってきて、思わず顔を顰しかめた時。

「まぁ、そんな考え込まないで」

　シュンさんの優しい声が聞こえた。

「たしかにこの案は僕としてもボツにせざるを得ないけど、ミスの原因はわかりやすい。律の絵を意識し過ぎた。いや、引っ張られたってところだろ？　最初にきちんと間違ってくれて逆によかったかもしれない。これで、次からは気をつけられるね」

　その言葉は、硬こう直ちよくしていた私の思考を優しく解ほどく。

「奈々帆ちゃんの作る話は、元から律には合っているんだ。だからストーリーを考える時点では、律が絵を描くことは意識しなくていい。とにかく、絵がなくても魅力的だと思える物語を作ってくれればいいんだ。で、律の絵を意識するのは、コマ割りの段階から。意識的か無意識かはわからないけど、奈々帆ちゃんは自分の描ける構図になるようにコマを割るクセがあるよね？　それを、本当に見せたい構図に変えればいい。後は、律が絵にしてくれる」

「……は、はい」

　たしかにシュンさんが言う通り、投とう稿こう時代の私は、できるだけ簡単な構図を選ぶようにしていた。漫画家として、それが『逃にげ』であることは頭の片かた隅すみで理解してはいたけど、いかんせん頭の中の世界に画力がついてこなかったのだ。

「あとは……そうだな。ウチの雑誌の主おもな読者は、高校生から二〇代前半の若い女の子なんだ。だから、その年代の子たちが物語を読んだ時、どんな気持ちになって、どんなことを感じるのか。それを想像しながら書いてほしいかな。せっかく奈々帆ちゃん自身が現げん役えきの高校生なんだから、その目線を活かさないのはもったいないだろ？」

　律の絵がなくても魅力的な、読者をちゃんと意識した物語。口にするより難しいことはわかっているが、優しく嚙かみ砕くだかれた言葉はスッと私の中に入ってきた。

「はい。やってみます」

　頷うなずくとシュンさんは私に向けてニッと小さく笑い、視線を律へと動かす。

「あとな、律。さっきから偉えらそうなことばっか言ってるが、お前も人のこと言える立場じゃないからな」

　私への対応よりどこか厳きびしい口く調ちようのシュンさんに、律がスッと視線を逸そらす。

「今のままなら、羽美原律華はただのカメラだ」

「わかっている」

（……え？）

　二人の会話の意味がわからず、思わず首を傾かしげた時、シュンさんの携帯が電子音を搔かき鳴らし着信を知らせる。

「……あぁ、編集長だ。悪い、ちょっと席を外す」

　あの人、いつもタイミング最悪なんだよな、という小さなボヤキを残してシュンさんが廊下へと消えると、部屋の中を一気に沈ちん黙もくが支配する。

　廊下からは微かすかにシュンさんの声が聞こえるが、内容までは聞き取れない。そして……律は考え込むように唇くちびるに手を当て、床を睨にらみつけている。

（あれ？　なんで、こんな空気になってんの!?）

　全然意味わかんないけど、とりあえずなんか気まずい！

　そう思った時、マナーモードにしていた私の携帯がブルブルと震えだす。どうせまた悪戯電話だろうと思ったが、ディスプレイにはジュリの名前。この気まずい空気から逃れるには最適だと、私も「ちょっとゴメンね」と断りを入れてから電話に出る。

「もしもし、どうした──」

『出た出たっ!!　なほち出たよ』

　通話が繫つながったと同時に聞こえてきたのは、テンションの高いジュリの声とその後ろから漏れ聞こえる繁はん華か街がいの喧けん騒そう。どうやら、誰だれかと一緒にいるらしい。

「えっと、ジュリ。なんか用？」

『あー、ごめんごめんっ！　あのさ、なほち。今、海野と一緒？』

「え？　……律？　一緒……だけど」

『ほんと!?　今さ、ウチのツレと、カナッペのカレシと四人で遊んでるんだけどさ』

　つまり、えっと……。ジュリとカナと、それぞれの彼氏ということか。未だにちょっと慣れない『イケてる女子高生』的な会話を脳内で変へん換かんしつつ「あ、そうなんだー」と返す。

「でねでね！　明日ウチら四人でディスティニーランド行くことになったんだけど、なほちと海野も来ない？」

「……え？」

　いやいやいや！　ご冗じよう談だんを!!　律がテーマパークに遊びに行くなんて（しかも、クラスメイトとその彼氏となんて）、天地がひっくり返っても有り得ない！

「それは……ちょっと、厳しいんじゃないかな。律、そういう所、嫌きらいそうだし」

『聞くだけ聞いてみてよ！　お願い!!　なほちが学校イチのイケメンと付き合ってるって言ったら、カナッペのカレシも見たいってテンション上がっちゃっててさ』

「……でも」

『聞くだけ、聞くだけ。ダメ元だから』

　いや……無理だろ。そう思いつつチラリと見ると、律も私を不ふ審しんげに見ている。

　その視線は相変わらず冷れい徹てつで『なにをゴチャゴチャ言っているんだ』と、呆れているようにも見える。ただ、こうなったら律に正直に言って、さっさと断ろう。

「あのさ……カナとジュリが明日、彼氏とディスティニーランド行くんだって。で、私たちもどうって誘われているんだけど、行かない……よね？」

「……あぁ」

　しばらく考えるような沈黙を挟はさんだ後、律が小さく頷く。

「行こう」

（やっぱり、行かないよね。よかった）

「……」

「……」

「ウソ!?　行くの!?」

『え!?　海野行くって!?　やった！　みんな、なほちたち来るって!!』

「ちょ、ちょっと、待って！」

　少し離していた携帯から聞こえた声に慌あわてて声をあげるが、向こうは勝手に盛りあがっているらしく、私の言葉を聞きはしない。

『じゃぁ明日。ディスティニーランドの正面エントランスに十時集合ね』

「だから待って──」

　制止をかけるもプツリと通話は途と切ぎれ、携帯はツーツーという電子音を私の耳に届けてくる。

　再び律を見れば、すでにいつも通りの無表情。

　テーブルの上に並んだ新作アイディアの紙を手に取り、次に話し合うべきことでも探しているのだろうか。表情から普ふ段だんと違うところは、なに一つ見つけられない。

（……どういう、こと？）

　律が、私とテーマパークに遊びに行く？　それも、カナとジュリ、それに二人の彼氏まで一緒のグループで、だ。今まで通りの律なら『そんな無む駄だなことをしている時間はない』とバッサリ切り捨てそうなものではないか？

「あのさ……本当にいいの？」

「奈々帆は嫌なのか？」

　嫌……かと聞かれれば、別に嫌ではない。しかし、律がみんなと楽しくテーマパークで遊んでいる光景は、ちっとも想像できない。

「でも、カナとジュリだけじゃなくて、彼氏も同どう伴はんなんだよ？」

「あぁ、理解している。キミがさっきそう言ったじゃないか」

「……そう、だけど」

　コイツ、本当に理解しているのか？　つまりコレ、ダブルデート（って、イマドキの女子高生も使うワード？）に合流するってことだよね？

　などと私が口をパクパクしている間に、シュンさんが戻ってくる。

「悪かったね。じゃぁ続きを……って、なんかあった？」

「いや、問題ない。それより、この設定なのだが──」

　平然と仕事の話を始める律と、不ふ思し議ぎそうな顔で私を見てくるシュンさん。

　ただ、こうも平然とされると、たかだか一緒に出かけるだけで慌てている自分の方が馬ば鹿かなんじゃないかと思えてくる。

　そう思い直して、私を心配そうに見るシュンさんに「ちょっと学校の友達から連絡があっただけです」と弁解して、再び仕事の話に戻るのだった。

（というか、ほんと。ただ遊びに行くだけだし、別になんの問題もないじゃない！）
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「え!?　それ、本当に問題ないの!?」

「……ダメ、でしたかね」

「いや。ダメとかじゃないけど」

　特にコレといって進展がないまま夜になり、シュンさんに車で家まで送ってもらうことになった帰り道。『そういえば、帰り際ぎわに律と待ち合わせの約束してたみたいだけど、どこか行くの？』みたいな話題になってしまったわけだ。

　そうなれば『いや、それが……。なんか明日、私の友達とその彼氏とディスティニーランドに行くことになって……』と言うしかなく、『律が!?　どうして!?』と聞かれるのは、ごくごく自然な流れだった。

　なんとなく予想はしていたが、律はシュンさんに私たちが『学校では付き合っているフリをしている』ということを伝えてはいないのだろう。

　一瞬、このまま隠し通そうか、とも思った。でもそれはそれで、後々バレた時にややこしい。それに私たちは、あくまで漫画を描くのにいい環かん境きようを整えるため、付き合っているフリをしているだけ。なに一つやましいことなんてない。

　そう思って正直に告つげてみたところ、

「無理矢理とかじゃないよね？　脅おどされたとかでもない!?」

　赤信号で止まった途と端たん、シュンさんは心底驚いたような表情で、身を乗り出して私の表情を窺ってくる。

　どうやら本気で心配されているようで、話したことを少し後こう悔かいする。

「奈々帆ちゃん、もう気づいているかもしれないけどアイツ、漫画家としては一級品だけど、人間としてはクズだからね。クズ！　漫画家は、漫画のために全てを犠ぎ牲せいにするのが当たり前だと思っているような人間だからね」

　なにも、そこまで言わなくても。と反射的に思ってしまった後、いや……まぁ、その通りかもしれないと納得してしまう。

　なにより、シュンさんが律と共に過ごしてきた時間は、私なんかよりずっと長い。

　律のことだって、より多く知っているのだろう。

「ちーっとも問題ないですよ。二人でその方が便べん利りだねって決めたんです。それに私、早く『羽美原律華』に見合う相棒になりたいですから」

　本当はただ押し切られただけだけど、その辺りを詳くわしく伝える気にはなれず、わざと明るい声でそう言い、ニッコリ笑ってみせる。

　というのも今日、初めてまともに『打ち合わせ』と言えるものに参加して、私はちょっとした疎そ外がい感かんを感じていた。

　まともなアイディアも出せない。専門用語が飛び交かう会話についていくこともできない。

　羽美原律華の相棒。形式上では私がその立場ではあるものの、たぶん今の時点で律にとって唯ゆい一いつ無む二にの相棒はシュンさんなのだ。

　そのことを、まざまざと見せつけられてしまった。

「いやでもさ、高校生の女の子にとって、好きな男の子とかって重要な問題だよね。アイツと付き合っていることになったら、恋れん愛あいもできないでしょ？」

「高校通いながら漫画家やるんです。在学中は恋愛とかしてる余裕ないかなって」

「まぁ……担当編集としては、なんとも言い難がたいけど」

　そう言ったところで信号は青になり、車は前へと進みだす。

「……にしても、あの律がデート、ねぇ」

　それは私に対しての言葉というよりは、ほとんど独ひとり言ごとのような響きだった。感心しているようでもあり、同時にひやひやしているようでもある。

　どこか弟の意外な行動に驚いている兄みたいだ。

（あぁ、この二人はほんと、兄弟みたいだな……）

　性格は全く違う。顔だって少しも似ていない。

　でも、不思議と家族のような絆を感じる。

　担当編集者と漫画家というのは、こういうものなのだろうか？　他の漫画家さんを知らないので私には判断がつかないけど、なんとなくこの二人は特別な気がしてならない。

　そんな二人の間に私は入っていけるのか。そんなことを考えていると、「ねぇ、奈々帆ちゃん」とシュンさんの声が聞こえ、再び運転席の方へと視線を向けた。

　ちょうどまた赤信号で車が止まり、シュンさんは窓を開けると煙草たばこに火をつける。

　煙草の匂においは嫌いだけど、シュンさんの煙草はチョコレートみたいな甘い香りがして、ちょっと好きだ。

「律はさ、漫画を描くの、好きだと思う？」

「……え？　好き、です……よね？」

　不意に問いかけられた言葉に、思わず問いかけの形で返してしまう。

　でも、あれだけ漫画のことを考えて、漫画を描くことを生活の中心に置いているのだから、嫌いなわけはない。

　……とは、思うのだが。

「あれ？　好き……なハズ、ですよね？」

　律が漫画を描くことが好きではない可能性など、考えたこともなかった。

　嫌いなことにあれだけの熱意を傾かたむけられるわけもない。そう思うのに、考えれば考えるほど、どうしても『律は漫画を描くのが好きだと思う』と言い切れない。

「今の律は、たぶん好きだから漫画を描いているわけじゃないって、僕は思うんだ」

「……」

　窓の外にふぅと細く吐き出される煙けむりを、ぼんやりと見やる。

　やっぱり、という気持ちと、そんなハズはない、という気持ちが同時に浮かびあがる。

「羽美原律華はもう、ストーリーが書けない」

「え？」

　反射的に声をあげたと同時に信号が青に変わり、周りの景色が後ろへと流れ始める。

　羽美原律華はデビュー作以降、絵を描くことに専念する、作画のプロフェッショナルになった。

　元よりのファンとしては残念だったけど、あれだけ絵が上手いのだから、その選せん択たくにも頷ける。律が羽美原律華だと知ってからは、学生なのだからと余計に納得できた。

　さらに言えば、羽美原律華のデビュー作は、一部からは絶大な評価を受けたが、象しよう徴ちよう的てきすぎて大たい衆しゆう受うけするタイプではない。それはネットの評判などからも窺えた。

　大衆受けするものを書ける人にストーリーを任せ、自分は得意な作画のみに専念する。本人の意思か担当の意向かはわからなかったけど、妥だ当とうな判断だとも思っていた。

　実際、ストーリーと作画を分けた『夕刻リブースト』はドラマ化されるほどのヒット作になっている。だから『書けない』という可能性を、私は欠片も考えていなかったのだ。

「そう……だったんですね」

　俗ぞくにいうスランプ……というものだろうか。いや、その言葉で片づけるには、あまりにもストーリーを書かなくなってから時間が経ってしまっている。

　羽美原律華が漫画家としてデビューして、今年で四年目。つまりデビュー作が出たのは、律が中学にあがったばかりの頃だ。そんな若い時に、いきなりプロの土ど俵ひように放り出されたことで、律の中でなにかが崩くずれてしまったのだろうか……。

「しかも、ただストーリーが浮かばないだけじゃないんだ。僕が奈々帆ちゃんの切ったネームを見る時、いつも『もっと細かく』って言い続けてるよね」

「そう、ですね」

　自分一人で漫画を描いていた時は、ネームはあくまで下書き。ザックリとした内容だけを描いていた。でも、ネームをシュンさんに見てもらうたび、いつも私は『キャラクターの目線』や『表情』をもっと細かく描くように言われていた。

「下へ手たでもいい。最悪、文章でもいい。だからもっと、細かく。僕がそう言っていたのは、奈々帆ちゃんの力量を上げるためじゃない。全てを指示しているようなネームじゃないと律は絵に起こせないからなんだ」

　──今のままなら、羽美原律華はただのカメラだ。

　不意に、つい数時間前に聞いた言葉がよみがえる。

　指示されたことしか描けない。あれはそういう意味だったのか。

　たしかに違い和わ感かんは覚えていた。風景描びよう写しやなどは、ほぼ直されたことがない。極きよく端たんな話『ここにビルがあって、ここらへんに橋』くらいの落書きレベルだって注意されることはない。でも、人物──特に表情で感情を伝えるようなシーンには、しつこいくらい描写を求められた。

　言われたことをこなすのに、ただ必死だった。でも言われてみれば、あの差はおかしい。

「最初、奈々帆ちゃんが律の同級生だってわかった時、しまったって思ったんだ。編集部での律を見ているから想像はつくと思うけど、律は仕事相手なら愛あい想そよくできる」

　今になって思えば『漫画を描くために友好的な関係を築きずいた方がいい人物』に対しては、きちんと対応する。という考えは、実に律らしい。

「特にウチの編集長、恥ずかしい話だけど、好き嫌いで露ろ骨こつに贔ひい屓きするからね。僕からも律にはしつこく言ってるんだ。絶対に嫌われるなって」

　その言葉でさらに、あの日の律の行動に『なるほど』と納得すると同時に、下手な真ま似ねをしなくてよかったと胸を撫なで下ろす。

「とにかくそんなわけだから、新しい作家さんと組むことになっても、最初の挨拶くらいならあの調子でいけると思ってたんだ。本来、ストーリー担当と作画担当が直接会うことなんて滅めつ多たにないからね」

　律の相棒になって私も初めて知ったことだが、ストーリー担当と作画担当が分かれている作品の打ち合わせは、通常それぞれ別々にするのだという。

　会うとしても年に数回程度。たしかにそれなら、律の本性は隠しておけただろう。

「ただ、まぁ……。奈々帆ちゃんはすでに律のこと知ってたし。なにより、あの時点で律のことを好きじゃないのは、なんとなく理解できたしね。だからあの日はさ、もう本当に失敗したって、編集長の隣で冷ひや汗あせをかいてたんだよね」

　どこか冗談めかした口調で、ハハッと笑う横顔につられて笑いながら、なんとなく懐なつかしい気分になっていることに気づく。

　よく考えてみればまだ、あの日から十日程度しか経ってないのか。

「でも今は、奈々帆ちゃんが律の相棒になってくれて、よかったなって思っているよ」

「……え？」

「さっき律、奈々帆ちゃんの絵、描いてたよね」

「……あぁ、描いてましたね」

　ディスプレイ上に美しく描かれた阿ア呆ホ面を思い出して、また若じやつ干かんの苛いら立だちがよみがえる。

　だけど、シュンさんはそんな私を見て、どこか嬉しそうにふわっと笑う。

「律があんなふうに身近な人間を絵に描くの、久しぶりに見たんだよね」

「そうなんですか？」

「自分が描く漫画のことしか頭にないヤツだからね。現実の世界に生きている人に注意を向けるなんてことが、そもそも滅多にないんだ」

　言われてみれば、相棒になる前──教室の傍かたわらでぼんやりと外を眺ながめてばかりいた海野律というクラスメイトは、そういった人物だった。

「絵を描いたってことは、奈々帆ちゃんをしっかりと見たってことだと思うんだよね」

「……そう、ですね」

「たぶんアイツは無意識だろうけど、律が世界に……そこに生きている奈々帆ちゃんに目を向けたってことが、俺としては嬉しかったんだよね。恋人のフリっていうのも、よかったのかもしれないね。相手を見ないわけにはいかないから」

　とくん、と胸の奥が小さく震えた。

「律は奈々帆ちゃんと一緒にいることで、やっと……少しだけかもしれないけど、世界を見るようになった気がするんだ。きっとそれは、漫画家として凄く大事なことで、今の律に一番足りていないことだと思うんだ。だからできれば、このまま律に付き合ってやってくれないかな」

「……もちろん、です」

（私が相棒だから……律に見せられる世界、か）

　羽美原律華のストーリー担当として、まだ私はちっとも役に立てていない。

　経験も足りていないし、自分の才能なんてものも信じられない。でも……。

（普通の世界を、隣で一緒に見る。その程度なら……できるかもしれない）

「アイツは変わり者だし、気は利きかないし、なに考えてるかわかんないし、これからも奈々帆ちゃんのことを散々振り回すかもしれないけど、よろしく頼むね」

　そうシュンさんが言ったと同時に、車のナビが『目的地付近に到とう着ちやくしました。ナビゲートを終了します』と無む機き質しつな声を吐き出す。

「ここら辺で大丈夫？」

「……はい」

「じゃぁ、明日は楽しんでおいで。ほら、律って見た目だけはいいだろ？　横に置いておいたら案外気分いいかもしれないしね。あと、僕からも律にはちゃんと奈々帆ちゃんをエスコートするように言っておくよ」

　ケラケラと笑うシュンさんに、「よろしくお願いします」なんて合わせて笑ったのは、たぶん周りに合わせるクセが咄とつ嗟さに出たからだ。

　だけど、『明日が楽しみだ』そんな気持ちも、たぶん噓うそじゃない。
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　律の相棒として、私が律と世界を結ぶ架かけ橋になるんだ。そう思えば、明日のお出かけはいい機会かもしれない。いきなりジュリやカナと友達になるのは難しいかもしれないけど、少しでも話せるようになれば、教室での態度も変わるだろう。

　それに、律のサポートをすることで、私自身がもっと律のことを理解できるかも。

　なんてことを考えていた私は、重要なことを一つ、すっぽりと忘れていた。

「どうも。奈々帆の彼氏の海野律です」

　開園間近の人でごった返す東京ディスティニーランド正面エントランスで、平然と、照れることなど微塵もなく、カナとジュリの彼氏さんたちに頭を下げている相棒の横で、私はテンションダダ下がりのまま愛想笑いを浮かべていた。

（……これ、拷ごう問もんだ）

「うわー。マジで海野律だ」

　ギャル男っぽく呟つぶやいた方がジュリの彼氏のケイ先輩。同じ高校の二年生で、ジュリと同じ放送部に所しよ属ぞくしている。

　よくジュリを迎えに教室まで来ているので、私とは以前から顔見知り。さらに言えば同じ高校なのだから、当然のように律のことだって知っている。

「ほんと、話には聞いてたけど、奈々帆ちゃんの彼氏、すっごいイケメンだね」

　ふんわり笑顔が眩まぶしい方が、カナの彼氏。大学一年生のダイちゃん先輩だ（別に私たちにとって直接の先輩ではないのだが、いつの間にかその呼び名が定着してしまった）。

「あはは、どうも」なんて答えつつ、二組のカップルを改めて見ると、当然というかなんというか……自然な均きん衡こうが取れている。

　ジュリとケイ先輩はどちらもチョイギャル風。

　カナとダイちゃん先輩は落ち着いた大人おとなの雰囲気だ。

　対して私たちはといえば……まぁ、言うまでもない。

　今日の律の格好は、モスグリーンのモッズコートに黒パンツ。コートの下は、白いＴシャツに緩ゆるめのカーデ。特筆すべきポイントも見つからないくらい普通の格好なのだが、そんな究極までシンプルを極めたような格好が『お見事！』と拍はく手しゆを送りたくなるくらい似合っている。

　制服でも充じゆう分ぶん格好いいと思っていたが、コレと比くらべてしまえば制服は『ちっとも似合っていない』と言って差し支つかえないだろう（いや、まぁそれでも格好いいけどさ）。

　チラリと見れば、近くにいた私と同年代の女子二人組が、チラチラと律を見ながら、なにかを言っている。少し離れた場所にいるお姉さんたちも、スマホをいじっているフリをしているが、明らかに律を見ている。あまつさえ、行列整理のスタッフさんまでもが、律の前を通る時「うわっ」と驚いたような仕草を見せる始末。

　そして律を見た後、横に立つ女（まぁ私だ）に視線を移し、打ち合わせでもしたのかと疑いたくなるくらい同じ顔で、『はい？』と眉まゆ根ねを寄せる。

　わかる。わかるよ、その気持ち！　アレでしょ『お前かよ！』って言いたいんだよね。うんうん、仕方ないよ。私だってきっと他人ならそう思っていた!!

（でもその感情は、できれば胸の中だけにしまっておいて頂きたいよね……）

　カナとジュリのデートに同行する──つまりは、デートじみたものだっていうのはわかっていた。そして私と律が『付き合っている』という体ていになっていることだって、決して忘れていたわけではない。

　律が妙なことを口走って、私たちが実は『漫画家のコンビ』であることがバレないかと気を揉もんでもいたし、家を出る前に『ちゃんと彼氏らしく振ふる舞まいなさいよ！』と偉そうにメールだってしたりしたわけだ。

　が、私はすっかり忘れていたのだ。

（律の横に私みたいなのがいたら、当然こうなるよね）

　今までだって学校で、『あれが海野律の彼女？』と陰かげ口ぐちを叩たたかれることは、もちろんあった。でも、『あの海野律が彼女を作った』という『あの』には、美形という言葉と同時に、性格破は綻たん者しや的な意味合いも含まれていたわけだ。

　だからこそ、一部からは明らかな敵意を向けられながらも、全体的にはなんとなく許されたのだろう。

　でも、学校を出てしまえば、私たちはただの『不ふ釣つり合いなカップル』でしかない。

　頭の中では理解していたはずだ。けど……実際に待ち合わせをした駅から電車に乗って、並んでここまで来る間に、何度も何度もそんな視線を向けられれば、どうしたって劣れつ等とう感かんが溢あふれ出す。

（コイツの横にいたくない）

　つい一時間ほど前に、自分自身で『彼氏らしく振る舞え』なんてメールしたくせに、今では私が律から離れたくて仕方ないのだ。

　とはいえ、一人テンションを下げるわけにもいかず、なけなしの空元気で中身のない会話を交かわしていく。こういう時は、高校に入ってから身に着けた、無意識にでも周りに合わせて笑うクセが大いに役立った。

　チラリと横を見れば律は意外にも、きちんとケイ先輩やダイちゃん先輩の言葉に受け答えをしていて、心配していたのが馬鹿馬鹿しくなってくる。

　それどころか、私なんかよりよっぽど『恋人らしく』振る舞おうとしている。

（……ほんと、情けなっ）

　気にしなければいい。そんなことはわかっている。

　別に本気で好き合っているカップルでもないわけだし、釣り合いとか気にする必要なんてちっともないわけだし、そもそも釣り合わないのが当然なんだし……。脳内であれやこれやと言い訳がましく考えるほど、そんな自分を自覚してさらに腹立たしい。

　と、そこで開園を告げる鐘かねが鳴り、ジュリとカナが「わー」っと歓かん声せいをあげる。

「よっしゃ、いくよっ！　ウチ今日は絶対、トリックストーリー乗るって決めてるから！」

「じゃぁ、そっちの優先プライオリテイチケット取って、スプラッタマウンテン並ぼうよ。ハロウィン期間は怖さ十倍らしいよ」

「おお、いいね！　なほちはなにか乗りたいのある？」

「よくぞ聞いてくれました！　私、華村奈々帆は今日、園内のチュロスを全味制せい覇はしてやりますですっ!!」

　いつもの調子でおどけると、ジュリとカナにすかさず「さすが、なほちっ！」「それ、乗り物じゃなくない？」と茶化されてまた笑う。

　そうしている間に並んでいた列が動きだし、流されるように園内へと入っていく。

　園内に流れる軽快な音楽と人混みの喧騒の中、ジュリやカナの背中を追いながら、思わず長い息を吐いた時、「奈々帆」と聞こえた声に嫌々顔を上げる。

　相変わらずほんと、嫌味なくらい綺麗な顔だ。女子としては背が低くない私でも、軽く見上げなければ視線が合わないモデル並みの長身に小さな顔。

　無表情に私を見下ろしているだけのくせに、妙に絵になる雰囲気もちょっと腹立たしい。

（なんでコイツ、私の横にいるんだろう）

「俺が荷物などを持った方がいいのだろうか？」

「え？」

　唐とう突とつな言葉に一瞬首を傾げるも、視線を追えば律がなにを言っているのか、すぐに理解できた。

　ケイ先輩もダイちゃん先輩も、自然な流れでジュリとカナの荷物を持ってあげている。

『彼氏らしく振る舞え』と言われた律は、それを見て同じようにした方がいいのかと問いかけてきたのだろう。

　たとえばこれが少女漫画なら、恋人のフリをした二人が友人カップルのマネをするなんて、ちょっとしたドキドキシーンになるハズだ。

『これは、あくまでフリだから』とかなんとか自分に言い聞かせつつも、ただ荷物を持ってもらうだけでドキドキしてしまう。『まさか……私、本気で恋して』とか考えたっていい場面だろう。でも、

「……別に、いい」

　実際にそんなシーンが自分に訪おとずれた時、心を満たしているのは恋のドキドキでも、予想外の感情に対する戸と惑まどいでもなかった。

「じゃぁ、アレもしなくていいのか？」

　その言葉に再び四人を見れば、ジュリはいつの間にかケイ先輩と腕うでを組んで歩いていて、カナは自然とダイちゃん先輩の手を取っている。

（……いいな）

　そんな思いが浮かばないわけではない。だけど私は、

「絶対にやめて」

　そんな可愛げの欠片もない言葉を放ち、背負っているバックパックの肩かた紐ひもをギュッと握にぎって四人の後を追う。

（……なんだその言いぐさ。これじゃ、ただの八やつ当あたりだ）
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「はいはい、しつもーんっ!!　二人はどっちから『付き合おう』って言ったの？」

「あっ。それ、私も聞きたいっ！」

「ちょっと、ジュリもカナも、そういう話題はやめよーよ」

「いやいや、なほち。こういうのはサクッと言っちゃった方がいいんだって」

「そうそう！　で、海野。どっちなのよ」

　カナが律に視線を向けると、少し間を置いて「俺から、だけど」と律が答えて「おーっ！」と二人が歓声をあげる。

　いくつかのアトラクションを制覇した後、遅めのランチを摂るために入ったレストラン。その一角で騒さわぐ私たちの会話に、近くに座っていた女子二人組が『マジかよ』と言いたげな様子で顔を見合わせるのが視界の端はしに入る。

（見えてるからなっ！）

「じゃぁさ、じゃぁさ！　奈々帆のどこに惚ほれたわけ？」

「……どこがって、別に。好きだと思ったから」

（そうそう。私の作風が好きだと思ったんだよね）

「なにそれ、最高じゃん！」

　テンションを上げるカナとジュリに対して、見知らぬ女子二人は声に出さず『ないない！』と首を横に振っている。と同時に、ケイ先輩がダイちゃん先輩に「こいつ、入学当初からメチャクチャ告られてるんすよ」と注ちゆう釈しやくを入れているのも耳に入る。

「へーそうなんだ。なら、オレからも質問。実際『付き合ってみて、よかった』って思うとことかあった？」

　ダイちゃん先輩の言葉からは、初うい々ういしい二人をからかいつつも、実際に口に出させることで私たちの絆をさらに深めてあげようという優しさが窺える。

「あ、でもまだ昼間だから、アレがイイとかそういう系の下ネタＮＧだかんな」

　すかさず言ったケイ先輩に、ジュリが「はぁ!?　そのセリフの時点で下ネタだろ、サイテーっ！」と怒ってみんなが笑う。

　言葉が次々と交わされて、笑顔が溢れて、実に楽しげな午後のひと時だ。

　付き合い始めた彼氏との仲を、親友たちにからかわれつつも、照れながらみんなで笑っている。これはそんな、女子高生の幸せを凝ぎよう縮しゆくしたような空間のはずだ。

「そう言われても困るんですけど……。料理上手いのは有り難いな、と」

　迷いながらも答えた律は、いつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらだ。けど、聞かれたことにはきちんと『それらしく』答えている。

　編集部で一度見た『絵に描いたような好青年』みたいな態度ではないが、カナたちは学校での律を知っているのだから、きっとこれが『あの海野律が彼女と一緒にいる時の態たい度ど』としては最適解だろう。

　みんなと合流してからの数時間、律は私の予想を遙はるかに上うわ回まわる出来で『私の彼氏』をきちんと演じてくれているのだ。

（なのに……ほんと。なにやってんだろ、私）

「ちょ、ちょっと私っ！　トイレ行ってくるっ！」

　照れ過ぎて耐えられない。そんなフリをして荷物を持って席を立つ。

「あー。なほち、逃げる気か？」

「ほんと無理だって。すぐ戻るからちょっと落ち着かせてっ!!」

「しょーがないなぁ」

　そんな言葉に見送られながら、私はヘラヘラ笑って席を離れ、レストランから抜け出しトイレへと逃げ込んだ。







（律が美形で、私と釣り合わないなんて、元からわかっていたことじゃないか）

　無駄に長く手を洗いながらそう心の中で呟いて、ため息を吐ついてから顔を上げると、ひどい顔をした自分がいた。

（私……こんなにブスだったかな）

　別に、カナやジュリみたいに、元から可愛い顔をしているとは思っていない。

　でも、家を出る前はもう少しマシな顔をしていた気がする。ちょっと早く起きてメイクをして、髪は軽く巻まいてからポニーテールにして。服だって、気合が入りすぎない程度のオシャレ感でなかなかいい感じだと思っていたはずだ。

　別に浮かれていたわけじゃないけど、カナやジュリにダサいって思われたくないし、一応形だけはデ……デート、なわけだし？

　それに、急に決まったお出かけだったけど、それなりに楽しみにはしていたのだ。

　なんといっても私は、高校に入学するまで地方在住。テーマパークなんてそうそう行く機会はなかったし、ディスティニーランドだって子供の頃に一度、両親に連れてきてもらったっきりだ。なのに……。

（他人の目が気になって楽しめないなんて、ほんと馬鹿みたいだ）

　とにかく、ちゃんとみんなの前では明るくいなきゃ。

「よしっ」と気合を入れ、タオルで手を拭ふいて、無理矢理鏡の自分に向けて笑ってみせる。

（にしても、モカがいなくてよかった）

　今日はちょうど塾の模も試しと重なってしまったらしく、この場にいない親友の一人を思い浮かべて、ホッと息を吐き出す。

　私たちの間で、誰かの異変にいち早く気づくのは、いつだってモカだ。

　今日だってモカがいたら、どんなに上手じようずに演技をしても勘づかれていただろう。

　でも、今日のメンバーならきっと大丈夫。ちゃんと上手に──。

「奈々帆」

　そんなことを考えながら、みんなのところに戻るため、レストランへの道を歩いていた時。私を呼ぶ声に足を止める。

「……律？」

　見れば、壁に背を預けて立っている律の姿があった。そして今日何度目になるかもわからない、近くの女子から向けられる『お前かよ!?』の視線。

「あ、あれ？　どうしたの？　みんなのところで待っててくれてよかったのに」

　反射的に『みんな』という言葉を強調して、グループで遊びに来ているだけですよー、とアピールしてしまった自分がなんともみみっちい。

「……いや、奈々帆に聞きたいことがあった」

「おっ。なんだい？　なんでも聞いてくれたまえ」

　内心では相当慌てていたけれど、なんとか笑顔は取り繕つくろえた。

　大丈夫。いける。

「俺は、なにか失敗した、だろうか？」

　こちらを窺うように、真っ直ぐ私を見つめる律に、思わず「え？」と声をあげる。

「彼氏として、ふさわしくない行動を取っているなら言ってほしい。こういったことに、明るくない自覚は、ある。だから言ってもらわないと、俺は気づけない」

（……なに、言ってるの？）

「いやいやっ！　今日の律はパーフェクトだよ。ほんと、奈々帆さんもビックリなレベルで完かん璧ぺきです」

（……まさか）

　ハッとするも、すぐに思い直し満面の笑みを浮かべ、さらにはグッと親指を立てる。

（コイツは海野律だ。人の感情なんてものは欠片も気にしない。そういうヤツのはずだ）

「では、何故……怒っている？」

「……っ!?　う、え、わ、私？　やだなぁ、怒ってなんてないって。律の勘違いだって！　ほら、そんなことより早くみんなのとこ戻ろうよ。待たせちゃ悪いって」

　そう言って、えへへと笑って踵きびすを返し歩きだした──その時。

「いや、待ってほしい」

　律が私の手を摑つかむ。

　歩き始めていた私は、引っ張られるように律へと再び向き直り、

「……っ」

　情けなさと罪悪感で息が詰まった。私を見下ろす律の顔は、やっぱり変わらず無表情に見える。けど……これは困っている時の顔だ。

「みなには、しばらく二人で行動すると、伝えてきた。だから……」

　言葉に迷う律など、初めて見た。

（……あぁ、そうか）

　律は律なりにいろいろ考え、努力をして私の彼氏らしく振る舞ってくれていたのだ。

　元より人に気を使って会話することが苦手な律は、頑張って『彼氏らしく振る舞え』という私の言葉をちゃんと守ろうとしてくれたのだ。

　なのに、言った張本人である私の態度がコレでは、困ってしまうのも当然だ。

　人付き合いが苦手だという自覚がある分、責任は自分にあるのではないかと考えてしまうのも無理はない。

（情けなくて、泣きそうかも）

　目め頭がしらの奥に鈍にぶい痛みを感じ、でも絶対に泣くわけにはいかないと慌てて力を入れる。

　でもこのまま、カナたちのところに戻っても、今までみたいに笑える気がしない。

　かといって、素す直なおに律に甘えることもできない。

　だってコイツは別に、私の本当の彼氏ってわけじゃない。

　あくまで私と律は仕事上の相棒。

　……いや、相棒として役にすら立ってない今の時点では、ただの雇やとい人だ。

「えー、やだなぁマジな顔して。ほんと、全然なんでもないって。律の考え過ぎだよ」

　そう言ってヘラヘラ笑って、『だから、みんなのところに帰ろう』そう言葉を続けようとした。でも、次の瞬間じわっと視界が歪ゆがみ、ニコッと笑った頰ほおに雫しずくが落ちる。

　途端、律が目を見開く。

「あれ？　ごめん、ちょっと目にゴミが入ったかも」

（なんだ、そのバレバレの噓は。こんなの、さすがの律だって気づくだろ）

　ほんと。私、なにやってんだろ。泣いたりなんかしたら、余計目立つじゃん。

　必死に涙を止めようとするのだが、一度溢れてしまった涙は簡単には止まらない。

　そもそも『私が律のサポートをする』なんて息巻いてたはずなのに、これじゃあ迷惑をかけているだけだ。

　……そう。私は、律の力になりたかったはずなんだ。

　それが、周りの目なんかを気にして律に迷惑をかけている。その無力感が苦しかった。

「奈々帆。教えてほしいんだが」

「……なに、よ」

「こういった場合は、どうしたらいいのだろうか」

（はぁ？　それ、普通私に聞く？）

「自分で考えなさいよ、馬鹿」

　やけくそ気味に呟くと、律はさらに困った顔をする。

（って、また困らせてどうするよ、私）

　またまた自分の行動に自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいった時、迷いがちに律が一歩足を進め、私との距離を縮める。と同時、頭の上に温かな感かん触しよく。

　……っ!?

　さらに、そっと載せられた手は、そのまま律の胸へと私の頭を引き寄せる。

　え、なに……これ。シャツ越しに伝わる体温と心音。耳元で聞こえる僅わずかな吐と息いき。

　あれ？　えっと……これ。もしかして、アレですよね？　私、抱だきしめられちゃっている系のヤツですよね!?

　いやいやいやっ！　ちょっと待て、少し待て!!

　たしかに、やけくそで『自分で考えろ』とは言った。でも、考えた結果がコレか？　あの海野律が？
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　泣いている女の子への対応として、抱き寄せるってのもアリだとは思う。

　それどころか、彼氏らしい振る舞いとしては完璧だ。が、そんなこと公衆の面前でやってのけるのは、少女漫画のキャラクターくらいなもので、実際は恥はじとかそういうのが邪魔をしてできないものではないでしょうか？

　さらに言えば、別に私たちは本気で『付き合っている』わけではないわけで……。

「……」

「……」

「ねぇ、律」

「なんだろうか」

　耳元で聞こえた声に、無意識に心臓が跳はねあがる。が、意を決して問いかける。

「なに……してんの？」

「先日あげた原げん稿こうに同じようなシーンがあったので参考にした。間違っていただろうか」

（…………なるほど）

　聞いた瞬間、力が抜けた。と同時に、小さなことでクヨクヨ悩んでいたことも、無む駄だに慌ててしまったことも、全てが馬鹿らしく思えてくる。

（やっぱコイツ、海野律だわ）
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「俺の認識が間違っていたら言ってもらいたいのだが、つまり奈々帆は、俺の容姿が端たん麗れい過ぎることに悩んでいた。ということで合っているだろうか？」

（ちょ、おま。言い方！　合ってるけど。合ってはいるけど、それただのナルシストみたいになってますよ!!）

　思わずツッコミを入れたくなるが、チラリと律を窺えば、その横顔は真剣そのもの。

　自分の容姿に対しての傲おごりもなければ、自じ慢まんげな気配もない。たぶん律の中では『容姿がいい』というのは、そこまで重要な要素ではないのだろう。

　何故なら、漫画を描くことに容姿は関係ないから。

「……まぁ、間違っちゃいないわよ」

　思わず苦笑いを浮かべながらそう答えた私が今いるのは、パークの中でも比ひ較かく的てき人が少ないエリアにある、さらに人目につかない小さな休きゆう憩けい所じよだ。

　木々の間から見える通路には、今もたくさんの人が行き交っているが、一歩奥まったところにあるこのベンチに注意を向ける人はそういないだろう。

「気にしない、という選せん択たく肢しは選べないのだろうか」

「それができたら苦労してないわよ」

「はぁ」と私がため息を吐くと、律が真ま面じ目めな顔で「ふむ」と頷く。

　話している内容を考えると、実に滑こつ稽けいな光景だ。

「どう解決するのがいいのだろうか」

「解決って……。まず大前提として、容姿の差って解決できることでもないでしょ」

「しかし、気にしないという選択肢を選べないのであれば、対策を考えるべきだと思うが」

（そりゃ……そうだけど）

　むぅと口を尖とがらせて私が黙ると、不意に強い視線を感じて身をよじる。

　当然、私に強い視線を向けているのは、隣に座っている律だ。それも、ただ見ているだけではない。まるで今からデッサンでもするかのように、まじまじと、じっくりと私を見ているのだ。

「……え、なに？」

（すっごく落ち着かないんですけど！）

「問題を解決するには、現状をしっかりと認識するべきだと思っただけだ。気にするな」

（気にするわ!!）

　そもそも何度も言っているように、容姿の差を埋うめる方法など、この世には──。

　……あ。

　ある。しかも、いかにも律が言いそうな、サクッと金で解決できる方法が、この世には存在してしまう。

（いやいや、でも。さすがに親からもらった大事な体に、『相棒との容姿の差が気になる』なんて理由でメスを入れるのはナシでしょ）

「ふむ。俺の率そつ直ちよくな意見を述のべてもいいだろうか」

（いやいや、よくない！　なに、顔に対する率直な意見って!?　そもそも、一般人の顔は率直に意見するものではない。これで『鼻に少しシリコンを入れて、目頭を切開し、顎あごを削けずればいいんじゃないか？』とか大真面目な顔で言われたらどうしたらいい!?　いや、でもコイツは綺麗な顔を描くことには定評のある羽美原律華だ。ならたぶん、律の見立ては信頼できる。しかも、金に対して頓とん着ちやくのない律のことだ。いつもの如ごとく『心配するな。費用はこちらで持つ』とでも言う可能性さえある。なら、いっそ……）

「よ、よし。来い!!」

　妙に気合を入れて答えた私に、律は不思議そうに眉を顰ひそめるが、まぁいいかとでも思ったのかそのまま口を開く。

「気にするような容姿ではない。それどころか、可愛いと思うが」

「……っ!?（いや、おま、ちょ、はいぃぃ!?）」

「ただ、今の表情は間が抜けているように感じる」

（あぁ、そうでしょう。そうでしょうとも。たぶん今の私、陸りくに打ちあげられた魚のような表情をしているはずだからね。そんな私を『可愛い』と評したのなら、その一般人とは逸いつ脱だつした美的感覚に拍手喝かつ采さいを送りたい！）

「しかし、それでも気になるというのであれば、一時的なものではあるが解決方法を思いついた。少し待っていてほしい」

　そう言い終わるや否いなや、律はスタッと立ちあがると、何事もなかったようにこの場を立ち去ってどこかへ行ってしまう。

「……アイツ、今。とんでもないこと言った自覚──」

　あるんだろうか。そんな独り言を言い終わる前に、私の中で答えが出てしまう。

「ないんだろうなぁ」

　なんと言っても、相手は律だ。たぶん、他人の顔になど今まで注意を払っていなかったものだから、判断基準が欠けているとか、そんな感じに決まっている。

　もしくは、犬いぬ猫ねこ的てきな『可愛い』かもしれない。

　いや……そうだとしても、ちょっと嬉しいかも。

　思わずニヤッと頰が緩んで、慌てて両手で押さえつける。

（ダメダメ！　軽率に喜ぶな！）

　こんな感じで何度肩かた透すかしを食らったか。って、いや別に、今までだってなんか期待したとか、そういうわけじゃないけど。とにかく、律の言葉にホイホイ喜んでいたら身が持たないのだ。

　とにかく落ち着け。と、大きく息を吸い込み、ゆっくりと吐き出す。

　それを何度か繰り返し、気分を落ち着かせると、さっきよりも随ずい分ぶんと気分が楽になっていることに気づく。

　これなら、みんなのところに戻っても、自然に笑っていられそうだ。

　他人の視線だって、（そりゃ、多少は気になるけど）ある程度は流せる気がする。

　耳みみ障ざわりだとさえ思っていた軽けい快かいなＢＧＭも、今ならファンタジックな空間を彩る楽しい演出だと感じることができた。

　にしても、律は一体どこへ行ったのだろうか。また素すっ頓とん狂きようなことをしていないといいのだけど。と思ったあたりで、通りからモッズコートを着た長身の男がこちらへ向かってくるのが視界の端に入る。どうやら、やっと律が帰ってきたらしい。

「律、どこに行って……はぁっ!?」

　その姿を見た瞬間、私の中に今日一番の衝しよう撃げきが駆かけ巡めぐった。

　目の前の光景は、抱きしめられたこととか、なんか『可愛い』とか言われちゃったこととか、そんな重大事件さえ凌しのぐ衝撃を私に与えてくる。すでに『他人の目』を気にしていたことなど、どうでもいい。

　こちらへ歩いてくるその男は、一八〇センチ近い高身長に、すらりとした手足。モデルのような体形にシンプルな服ふく装そう。髪はつややかな黒髪で、小さな顔。そして、どういうわけか大きなサングラスに、さらには犬の鼻らしき付け鼻をつけているのだ。

「……り、律？」

「すまない。待たせた」

（いや、待たせた。じゃねーよっ!!）

　なに『さも当然』みたいな顔で、普通に返事してるの!?　しかもソレ、つけたまま通路から歩いてこなかった!?　え、噓でしょ!?　噓だと言って!!

「あんた……なに、してんの？」

「先ほど、これを売っているワゴンショップを見かけていた。どうやら、このパークのメインキャラクターの一人、グッフィードックの顔を模もしたものらしい」

（聞きたいのは、そこじゃねぇよ!!）

　たしかに、ディスティニーランドのキャラクターの一人に、デカサンをかけた二足歩行の犬というのがいる。それは私も知っている。

　そして、そのキャラになりきれる（？）グッズとして、ワゴンショップで犬鼻のついたデカサンが売られているのも、何度か見かけた。こんなもの誰が買うんだ、と思っていたから記憶にも残っている。

「これをつければ、容姿の差など気にならないだろう」

（たしかに!!）

　って、思うか馬鹿っ!!

「奈々帆の分はこれだ」

　と言って律がこちらに差し出してきたのは、同じく犬の付け鼻のついた赤ぶちのサングラス。レンズの端に黄色いリボンがついているのがチャームポイントだ。

「どうやら二人はカップルらしいので、ちょうどいいと思う」

　そう。こちらはグッフィードックの彼女、ミッフィーナドックのサングラスである。

「これをつければ、他人の視線など気にならないだろう」

（いや、なるよ！　めっちゃ気になるよ!!）

　私ならこれをペアでつけているカップルを見かけたら、それこそガン見だガン見。

　と心の中で叫ぶと同時、うっかり私たちがこれをつけ、並んで『いえーい』とはしゃいでいるところを想像してしまい、「ぶほっ」と盛せい大だいに噴ふき出す。

　しかも、一度思い浮かべてしまった想像はなかなか消えてくれず、パークのあちらこちらで『いえーい』をしている想像が頭の中を駆け巡り、笑いが込みあげてきて止まらない。

（だ、ダメ……。笑い死ぬ）

　堪たまらずベンチに倒れ伏し、どうにか息を整えようとしてみるものの、そのたびに『いえーい』が邪魔をして、さらにお腹をよじらせてくる。

「どうした、奈々帆」

「だい……っ。だ、大丈夫、だから」

　笑いを堪こらえながらどうにか答え顔を上げると、目の前にデカサン＋犬鼻の律。

「ぶほっ」

　とまた盛大に噴き出し、ひーひーと息を上げる。

　どうにか笑いが収まったのは、随分と時間が経ってからだった。
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　レンズ越しに見る世界は、全てがキラキラと輝かがやいていた。お菓か子しみたいな小さなお家。プラスチックの箱に入れられた無駄に高いポップコーンは、夢が詰まった宝箱。開かい拓たく時代のアメリカを模したエリアに入れば、気分はすでに探検家。

『──キミたちを待ち受けているのは、金銀財宝か、それとも危険な生物か。さぁ、もう後戻りはできないぞ。はっはっはっはっは』

「それでは、カリブ海クルーズ出発です！　グッフィー君、ミッフィーナちゃん、いってらっしゃ～～い」

「いってきまーす!!」

　スタッフのお姉さんからのお茶目な送り出しに、元気な声で答えた私──華村奈々帆はただ今、十六年間の人生の中でも、指折りなレベルのハイテンションへと上のぼり詰めていた。

　そのハイテンションぶりたるや、普段の自分だったらドン引きするほど。たぶん、箍たがが外れるとは、こういうことを言うのだろう。

　ともかく犬鼻つきサングラスをつけてミッフィーナになった私は、今までの塞ふさぎようはどこへやら、パークの端から端までグッフィーを連れ回した。

　サングラスをかけただけで、これほどまでに私の機嫌が上昇するとは思っていなかったらしい律は（まぁ、私も思っていなかったけど）しばらく面食らっていたが、戸惑いつつも嫌がらず、私のリクエストに応こたえてくれた。

　ちょっとした冗談で、抱き抱かかえるようなサイズのグッフィードックのヌイグルミを「可愛い！」と言ってみたら、あっさり買ってもらってしまったりもした（レジで一万以上すると気づいて、さすがにやり過ぎたと後悔はした）。

　通りを歩けば、みながチラチラと私たちを見てくる。けど、それがちっとも気にならない。それどころか、『どうだ、私たち妙なカップルだろ！』と胸を張りたくなってくるのだ。

（もしかして、コスプレする人ってこんな気分？）

　そんなことを考えつつ、次はあっちだ、今度はそっちだと休憩もなく動き回る。

　他人からの視線が気にならないのが嬉しかった。

　実は楽しみにしていたパークを、こんなにも満まん喫きつできていることが嬉しかった。

　でもそれ以上に散々連れ回し、次し第だいに呆れられながらも、律が『仕方ないな』と許してくれている雰囲気が嬉しかった。

　普段から表情筋きんが死し滅めつしているのではないかと疑うレベルの鉄仮面男が、今日はさらにサングラスで顔を隠しているのだ。当然、表情なんて読めるはずがない。

　なのに、何故か『今、笑った』と思えるのが楽しくて仕方なくなってしまったのだ。

　だから私は、完全に調子に乗り過ぎてしまった。

「ちょっと待っていてくれ。手当てに使えるものを買ってくる」

　そろそろ赤みがかってきた空を背景に、サングラスを外した律が「ふぅ」と小さく息を吐き出しながら立ちあがる。

　彼の視線の先には、靴くつを脱ぬぎ風に晒さらされた私の足。その小指の皮は、見事なまでにずるっと剝むけている。まぁ、簡単に言えば靴くつ擦ずれだ。

　実は少し前から痛みはあった。でも、楽しい時間を壊こわしたくなくて無視を決め込んでいたら、結局まともに歩けないほどに悪化させてしまったわけだ。

「律、ごめんね」

　堪らず謝ると、短く「気にするな」と返ってくる。

「とにかく、ここで待っていてくれ。すぐ戻るから」

　そう言って店が集まっている通りの方へと歩いていく律の背中を見送りながら、嬉しさと後悔が入り混じったような息を吐く。無理をして、結局は律に迷惑をかけてしまった。それに、さすがにワガママを言い過ぎたかもしれない。

　でも……楽しかった。

　まさか律と、こんなに楽しくパークを巡れるとは思ってもいなかった。

　そりゃ、出発前から楽しみではあった。でも律がいるのだから、いろいろと気を使わないとと考えていたし、みんなといる時だって、口に出す話題や律への態度にも気を配らないととも思っていた。

　なんといっても、一緒に行く相手は表情筋が死滅しているのではないかと疑われる、万年鉄仮面の律なのだ。気き遣づかいなんて期待していなかったし、遠慮のない剛ごう速そつ球きゆうの本音でグサッと抉えぐられる覚かく悟ごもしていた。

　それが、こんな楽しい一日になるなんて……。

　遠くからパレードの音が聞こえ始める。ディスティニーランドの目玉でもある、トワイライト・ショーが始まったのだろう。

　あのショーがパークをぐるりと一周したら、カナたちと合流する時間になる。そうしたら、さすがにあのサングラスはつけていられないし、ワガママだって言っていられない。

（魔法が解とける寸前の、シンデレラの気分）

　……なんて、さすがに浸ひたり過ぎだろうか。

　だけど、また来たいな。誘ったら、律は応じてくれるだろうか。そう思いながら、今は襟えり元もとにかけている犬鼻つきのサングラスをそっと指でなぞる。

　これは、どこかズレた──でも、律なりの優しさだ。

　律が羽美原律華だと知ったばかりの頃、律のことを『機き械かいみたいなヤツ』だと思ったことが、なんだかもう懐かしい。

　たしかに表情は乏とぼしいし、相変わらず律の思考はちっとも読めない。だけど、ちょっとだけ相棒として、わかり合えてきたんじゃないだろうか……。

　そんな気分に浸りながらパークの喧騒を聞き、残り香がのように漂う幸せな空気を味わっていく。少しずつ近づいてくるショーの音楽。楽しそうな人々の声。それはまさに、幸せを詰め込んだような雑音だった。

（それにしても、律はどこまで行ったんだろう）

　しばしその雑音に浸っていた私だが、ふと携帯の時計を見れば、律がこの場を去ってすでに十五分近く経っている。ちょっとした買い物くらいに思っていたが、もしかすると遠くまで行ってくれているのかもしれない。だとしたら、余計に悪いことをした。

　また小さな後悔を抱えながら辺りを見回すと、一人の男の子が目に入った。

　歳は小学校にあがるかあがらないか、といったところだろうか。その少年は、今私の隣に座っているグッフィー人形と同じものを胸に抱え、今にも泣きだしそうな表情でキョロキョロと辺りを見渡している。

　……まさか、迷子？　周囲の大人たちは、そろそろやってくるショーの気配に気を取られ、その子に気づく様子もない。

（大変!!）

　慌てて足をショートブーツに押し込んで、荷物とヌイグルミを持って立ちあがる。足は痛むけど、それどころではない。

「ボク、どうしたの？」

　声をかけると、少年はハッと顔を上げ、一瞬泣きそうに顔を歪ませる。でも、グッと我が慢まんするように歯を食いしばった。

（強い子だ）

「もしかして、一緒に来た人とはぐれちゃった？」

　こくり、と一つ。

「そっか。じゃぁお姉さんが一緒に捜さがしてあげる。待ち合わせの場所とか決めてない？」

「……ミッフィーナのチュロス屋さんの前。そこにいるってママと約束したのに、グッフィーがいて。それで握あく手しゆしたくて、わかんなくなっちゃった」

　そしてまた、目いっぱいに涙を溜ためる。つまりはきっと『ここにいなさい』と言われたのに、勝手に動いて戻れなくなってしまった、ということだろう。

「そっか。でも大丈夫。チュロス屋さんならすぐ近くだよ。一緒に行ってあげる」

「でも……」

　と俯うつむいたその瞳ひとみは、今すぐにでも母親に会いたそうにしながらも、少し躊躇ためらいがちだ。勝手に動いたことを怒られるとでも思っているのかもしれない。

「きっとママも心配してる。それにもしママが怒ってたら、私とグッフィーで怒らないでってお願いしてあげるから」

　そう言いながら、抱えていたグッフィー人形を少年の前に掲かかげる。すると、少年の顔に少し笑みが戻る。

「いっしょ」

「うん。一緒だね」

　笑って少年の手を取り、ショーを待つ人混みを抜けチュロス屋さんの前まで行くと、母親らしき人が「コウちゃん！」と悲鳴にも近い声をあげる。

　その声を聞いた途端、私の手を握っていた少年は一目散に駆けだし、母親の胸に飛び込むとわんわんと声をあげて泣きだした。

　母親は何度も私に「ありがとうございます」と頭を下げてくれて、周りの人もその光景に「よかったね」と声を合わせてくれて、なんだかちょっと、いいことをした気分だ。

「じゃぁ私、ツレがいますので」

　もう勝手にどっか行っちゃダメよ、と手を振りながら親子と別れ、少し歩いたところで足を止める。いや、正確に言えば、足を止めざるを得なくなった。

　目の前を、今ちょうどショーが通過しているのだ。

　しまった！　本来は元いたベンチから二分もかからない距離なのだが、このままではショーが通りすぎるまで、あちら側へ渡れない。

　慌てて携帯で律に連絡を取ろうとして、ポケットを探さぐるが……。

（……ない）

　と思ったところでハッとする。

（私、時間を見た後、携帯をどこにしまった？）

　自分自身に問いかけて、あのベンチに置いたままにしてしまったことに思い至る。

　──とにかく、ここで待っていてくれ。すぐ戻るから。

　律から言われた言葉が脳のう裏りによみがえる。

　ほんの数分前まで隣にいた少年と同じ状況になってしまったことに頭を抱えたくなるが、兎とにも角かくにもあのベンチまで戻るしかない。

　そう自分を鼓こ舞ぶし、痛む足に四苦八苦しながらも私は、ショーを避さけるために大きく迂う回かいして、本来ならほんの数分の場所へ息を切らしてやっとたどり着く。

　……が。そこには律の姿はなく、私の携帯も見当たらない。

（どうしよう）

　律がまだ戻ってきていないだけなのか。それとも、いない私を捜してくれているのか。

　携帯は……戻ってきた律が回収してくれたのだろうか。それとも、誰かが盗とってしまったのか。

　律がまだ戻ってきていないだけなら、この場を動くべきじゃない。でも、もし私を捜しているのだとしたら？　私も捜すべき？　いや、入れ違いになるくらいなら、この場で待っているべき？　だけど、もし今、律が私を捜して歩き回っているとしたら？　私はここに座って待っていていいの？

（ダメ、こういう時は下手に動いたら入れ違う）

　今すぐにでも律を捜して走りだしたい気持ちを必死に抑え、視線を巡らせモスグリーンのモッズコートを探す。

　あっ！　いた!!　そう思って数歩駆けだし、違ったと立ち止まる。

　そんなことを何度か繰り返しているうちに明るい音楽を搔き鳴らしていたショーは遠ざかり、人の姿さえ疎まばらになっていく。

　もしかして律は、先にカナたちと合流しているのかもしれない。

　明確な待ち合わせ場所はまだ決めていないけど、ショーが終わった後に入口近くの飲食店のどこかでご飯を食べようと約束はしている。なら、私もそっちに行った方が……。

　いや落ち着け。律がカナたちと携帯番号を交こう換かんしていた記憶はない。でも……なら、みんなを捜して、そして携帯を貸してもらって……ダメだ。律の番号は携帯に登録しているだけで、暗記なんてしていない。

（落ち着け、落ち着け）

　胸に人形を抱きかかえながら、必死に言い聞かせる。

　携帯がない。たったそれだけのことなのに、どうしようもなく不安で堪らない。

（どうしよう。どうするべきなんだろう）

　気づけば陽は完全に沈み、手足は冷え、体がガタガタと震えていた。

（やっぱり、まずはカナたちと合流して、それからみんなで律を捜してもらった方がいいだろうか……）

　孤こ独どくに負け、カナたちがいるであろう入口の方へと数歩足を進めた時──強い力で腕を引かれた。強引な力に驚きつつ、よろけながら振り返ると、そこには肩で息をし、額ひたいに汗を浮かべた黒髪の男。

（……律っ！　よかった）

　後悔と罪悪感。なにより安あん堵ど感かんにうっと声が詰まり、咄嗟にその名を呼ぼうとした寸前。

「どうして勝手にいなくなった!!」

　力任せの怒ど声せいが、私を打ちつけた。

「……え。あの……ごめん」

「ここにいろって言ったよな！」

「……うん」

「コレだって……」

　押しつけられた携帯を受け取りながら、私はただ茫然と律を見つめていた。

　怒られるだろうと予測はしていた。悪いことをした自覚もある。

　でも怖いほど怒りを露わにしている目の前の人物が、自分の知っている律とはあまりにかけ離れ過ぎて、頭がついてこない。

　血が止まりそうなほど強く握られた腕の痛みも、どこか他ひ人と事ごとのように感じてしまう。

「……ごめん」

　そんな言葉が私の口から再び零れ落ちると、ハッと律が息を吞む。そしてそのまま数瞬、現状を把は握あくするように視線だけで周囲を見渡し、最後に私へと目線を戻す。

「……いや、すまない」

　小さく呟いた律の声は、息が切れているものの、いつもの冷静で平へい坦たんな声だ。でも、なにかが違う。

「申し訳ないが、今日はこれで帰ってもいいだろうか」

　問いかけられた声に動揺しつつも、「私も一緒に帰っていいか」と申し出ると、「あぁ」と小さな返事が聞こえてきた。

　その後、手元に戻ってきた携帯でカナたちに『先に帰る』と連絡を入れ、渡された絆ばん創そう膏こうを自分で貼りつける。

　律はその間少し離れた場所に立ち、でも決して私から視線は逸らさない。

「待たせてごめん」と謝ると、有う無むを言わさず手首を握られ、まるでなにかから逃げるように私を引っ張っていく。

　パークを出る頃には、今度は私の息が上がってしまったし、さらには貼ったばかりの絆創膏は早くも靴の中で丸まった。でも、その背中に『もう少しゆっくり歩いて』と声をかけることは、どうしてもできなかった。

　強引に手を引かれて歩く。そんな少女漫画のテンプレみたいな展開なのに、私の心の中には焦りしか生まれてこない。

　電車に乗っても律は終始無言。チラリと盗ぬすみ見た横顔には、先ほどみたいな焦りや怒りは浮かんでいない。でも、言いようのない距離を感じる。

（あぁ……そうだ。これが私の知っている、海野律の横顔だった）

　地元の駅へと近づいた頃、私はやっとそのことを思い出す。

　相棒になる前。教室で見かけていた、いつも一人で窓の外を眺めている海野律の横顔。人と関わることを拒きよ絶ぜつするような、そこに実在しているのに誰にも触ふれられないような、そんな奇妙な非現実感。

　結局、律は断る私を押し切って、家の前まで送ってくれた。

　本来なら嬉しいことのはずなのに、そんな律の行動が私をさらに焦らせた。部屋に上がり窓から道を覗いてみたが、当然そこにはもう誰もいない。

　夢のような時間と引き換えに、今まで積み重ねたものが一気に崩れてしまったような、そんな言いようのない無力感だ。

（いや……この十日ばかりが夢だったんじゃないか）

　編集部で律と会って、相棒になって。さらには学校で『恋人』だってことにもなって、いっつも一緒にいて、呆れたり怒ったりしながら、それでもやっと、少しだけど海野律という人間がわかってきたような気でいた。

　そして近い将来、律の横に並んで、漫画家として歩いていけると信じていた。

　でも、それらは全部、本当は夢だったんじゃないか。

　押し潰つぶされそうな不安に、胸に抱えたままだったヌイグルミを強く抱きしめる。

「……ごめん」

　小さく呟いた言葉に、当然ながら誰も応えてはくれない。
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　翌よく日じつ。律は学校に来なかった。メールを送ってみたが、返信もない。

　私の元気がなく、さらには律が休みなものだから、ジュリたちには『喧けん嘩かした？』と聞かれる始末。心配をかけたくなくて『そんなんじゃないよ』と言ってみたけど、どうやら誰も信じてはいないようだった。

　放課後、仕事場に行ってみようか。そう散々考えたものの、結局は勇気が出ずに真っ直ぐ帰宅した私の元にシュンさんから連絡が入った。

「夕暮れの待ち合わせに、忘れた携帯……か」

　近所のファミレスで待ち合わせをし、シュンさんに昨日のいきさつを説明すると、しばらく黙った後、彼は小さく呟いた。

「すみません。完全に、私の落ち度です」

　肩を落とす私を、シュンさんは「いや、奈々帆ちゃんのせいじゃないと思うよ」と慰なぐさめてくれるけど、その言葉を鵜う吞のみになどできるはずもない。

　私に連絡をくれる直前、シュンさんは仕事の連絡を律に入れたのだという。なのに律は『しばらく休みたい』とそのまま電話を切ってしまったらしいのだ。

　シュンさん曰いわく『風か邪ぜをひいても仕事をしたがるヤツ』だという律がそんなことを言いだすなんて相当のこと。これは昨日なにかあったのでは……。と私に連絡を入れてくれたらしい。

「いや。原因は、わかったよ」

　ぽつり、と放たれた彼の言葉に、私は「え？」と返す。律が怒った原因。それは今言ったはずなのに、その声は『律の変化の理由は、別にある』と暗に告げている気がしたのだ。

　私の声にシュンさんからの返事はない。でも、しばらくそのまま押し黙っていたシュンさんは、意を決したように残っていたコーヒーを飲み干ほし、私を見やる。

「少し、付き合ってほしい場所があるんだ」

　ファミレスを出たシュンさんは、駅前の花屋に寄り、コインパーキングに停めていた車へと私を促した。時刻はちょうど黄昏たそがれ時どき。ほとんど無言のまま街中を少し走り、ほどなく高速道路へと上がった頃、シュンさんはやっとその口を開いた。

「まず、奈々帆ちゃんに謝らないといけないことがある。僕と律は、キミに重要なことを一つ隠していた」

　嫌な予感がした。いや、正確に言えば、もっと前からなんだか嫌な予感はしていたのだ。それがシュンさんの言葉で、また一つ大きくなる。

「それは『羽美原律華』という漫画家に関するとても重要なことで、たぶんきっと、これから律と相棒として頑張ろうと思ってくれている奈々帆ちゃんを、傷つけてしまう事実なんだと思う」

　ゆっくりと放たれる言葉に小さく頷く。

　気づけば手は汗を握っており、喉のどがカラカラに渇いていた。

　運転をしているシュンさんは、視界の端に私が頷いたのが見えたのか、それとも気配で察したのか、また言葉に迷いながらも、ゆっくりと話し始める。

「『羽美原律華』はね、元々二人だったんだ」

「……え？」

「ストーリーを担当していた姉の海野華はな。作画を担当する弟の海野律。二人合わせて『羽美原律華』だったんだよ」

　驚きはした。でも、その言葉はなんの抵てい抗こうもなく、私の心にすとんと収まった。

「だから『羽美原律華はもう、ストーリーが書けない』というのは、律が書けなくなったって意味じゃない。律は元から絵を描くことしかできない漫画家なんだ」

　実を言うと、最初に律が『羽美原律華』だと知った時から、心の片隅に引っかかりを覚えていた。

　教室で見ていた海野律と、羽美原律華がどうしても重ならなかったのだ。

　しかし目の前で実際に絵を描くところを見れば、彼が羽美原律華であることは疑いようもなかった。元よりのファンである私から見て、その絵は間違いなく本物だったから。

　だけど、それでも違和感は残った。

　私が羽美原律華に惚れ込んだきっかけである、あのセリフも少なくゆっくりと、でも確かに感情に語りかけてくるような物語を律が描いたのだと、どうしても思えなかったのだ。

　そして一番不思議だったこと。

　それは『何故律は、少女漫画家なのだろう』ということだった。

　男の子が漫画家になろうと思ったら、普通は『少年漫画家』になろうとするのではないか。

　羽美原律華がデビューしたのは、律が中学に入ったばかりの頃。投稿の時期を考えると、小学生のうちから『少女漫画家』を目指していたことになる。

　別に男の子が少女漫画家になるのがおかしいとは思わない。でも、海野律という人間の中に『少女漫画家らしさ』を、一欠片も見つけることができなかったのだ。

　絵柄が合っているからだろうか。たまたま受かったから、とかそんなことを言いそうなキャラではある。そんな想像で無理矢理に納得はさせていた。

　でも、元々は姉とコンビで、姉の作るストーリーで漫画家になった。そう言われたら、全ての違和感が消えてなくなる。

「……あの、お姉さんは」

　今はもう『羽美原律華』が一人しかいないこと。そして、後部座席に置かれた花束。その二つで粗あら方かたの想像はついていた。でも、聞かずにはいられなかった。

　気づけば夕日はほとんど沈んでおり、ビルの灯あかりがキラキラと輝いている。

「デビュー作が出る直前……。今から三年半前の四月。交通事故に巻き込まれて帰らぬ人になったよ」

　その声は、感情を伝えないよう細心の注意を払っているかのように、平坦なものだった。

（デビューする直前。一番不安で、同時に希望に溢れていただろう時期に、律は一緒に漫画を描いていたお姉さんを亡なくしていたのだ）

　一緒に漫画家を目指すほどだ。きっと仲のいい姉きよう弟だいだったのだろう。大切な家族を亡くし、同時に漫画家としての半身を失った律は、どんな気持ちだったのだろう。想像するだけで胸が痛くなる。そして同時に……。

（私が憧れ、漫画家を目指すきっかけになった物語を生み出した人は、もうこの世にいないのだ）

　私は律のお姉さんに、会ったこともなければ話したこともない。でも、私を漫画家の道に進ませた人がもうこの世にいないという事実は、私の心に小さな穴をあけた。
















「たぶん律は昨日、あの時のことを思い出してしまったんだと思う」

「……あの、時？」

「華が死んだ時のこと。あの日、華は編集部に行くために、律と待ち合わせをしていたんだ。ちょうど昨日、奈々帆ちゃんが律とはぐれた時間と同じく、夕ゆう暮ぐれ時にね。でもその日、たまたま律は学校で仕事を任されて、待ち合わせの時間に少し遅れてしまった。別にどうってことはない、ほんの十五分程度の遅れだ。でも、律が待ち合わせ場所だった交差点の喫茶店に着いた時、辺りは血とガソリンの臭いに包まれていたらしい」

　うっ、と息が詰まった。

「大型トラックが突っ込み硝子ガラスが割れ、うめき声とサイレンが響く中、律は華に電話をかけた。藁わらにもすがるような気持ちだったんだろうね。でも、律の呼び出しに応えた携帯は、店内の一番大きな血だまりのすぐ傍そばで鳴りだした。僕も連絡を受けてすぐに病院へ行ったけど、どうやら即そく死しだったらしい」

　シュンさんの言葉は、まるで物語でも読み聞かせているかのようだった。

　でも、その冷静すぎる口調が、シュンさんにとってもその事件は深い傷となって残っていることを私へと伝えてきた。

「……たぶん、律はキミと華を重ねてるんだ」

　しばらく沈黙が続いた後、シュンさんはそう呟く。

「たしかに。昨日の出来事は、記憶を呼び起こすには充分過ぎるくらいかも……ですね」

　夕暮れの待ち合わせ。しかもあの時、律はなかなか戻ってこなかった。『私を待たせている』という気持ちもあったかもしれない。そしてさらに、私が忘れた携帯電話だ。

　後になって着歴を見たら、律が戻ってきたのだろう時刻に、律からの着信があった。きっと待ち合わせ場所に私がいないと気づくと、すぐに携帯を鳴らしたのだろう。そして、すぐ近くから聞こえる着信音。

　トラウマを呼び起こすには充分だろう。

「いや。そういう意味じゃない」

　納得していた私は、その言葉に「え？」と声をあげ、運転席を見る。

「あぁ。違う……わけではない。けど、それだけじゃない。律は奈々帆ちゃんの中に、華を見ているんだと思う」

「……私の、中？」

「まず、第一に作風。作家にこんなことを言うのは失礼だってわかった上で言うけど、作品の雰囲気や、キャラクターの配置。物語の動かし方が、すごく華に似ている」

　そんなの当然だ。私のスタート地点は華さんが書いた『羽美原律華』のデビュー作で、今の目標も同じくあの物語だ。

「そして二つ目。キミが華に似ているんだ。顔は似ていない。性格だって、言うほど似てはいない。でも、奈々帆ちゃんが醸かもし出す雰囲気は、どこか華を思い起こさせる」

「……え？」

「それに律にとって奈々帆ちゃんは、華が死んでから初めてできた親しい人間なんだ。同級生が相棒になってしまったという事態からの、成り行きだったんだと思う。でも土曜日にキミといる律を見て、正直驚いたよ。どこがって笑われるかもしれないけど、律がすごく明るく見えた。まるで華が戻ってきたみたいだって思ったよ」

　普通に考えれば、あの律のどこが明るいのだと笑いたくもなる。

　でも、今ならわかる。教室で一人窓の外を見つめていた律と比べ、私の横にいた律は、随分と柔らかな表情をしていた。

（……そっか）

　だから、律は……私に優しかったんだ。

　ショックだとか、ショックじゃないとか、まだ正直よくわからない。

　ただ、心臓にひょいと氷を投げ入れられたような、そんな初めての感覚が襲おそってくる。

（私は……華さんの代わり、だったんだ）

「律の昔からの知人としては、奈々帆ちゃんにはこのまま律の傍にいてほしい。でも誰かと重ねられるなんて、クリエイターとしてあるべき姿ではないとも思う。特にそれが、一番身近な相棒という立場なら、余計にね」

　そうシュンさんが言ったところで、車は海が見える駐車場へと滑り込む。

「だから、僕からはこれ以上なにも言えない。あとは君自身で決めてほしい」

　サイドブレーキを引き話を締めたシュンさんは、「まずは会いに行こう」と車外へと私を促した。







　そこはとても静かな墓ぼ地ちだった。外がい灯とうが点在する小道は陽が完全に沈んだ後でも明るく、不思議と恐ろしい印いん象しようを受けない。

　それどころか、月光に照らされてどこか神しん秘ぴ的てきな印象さえ与えてくれる。

　石いし畳だたみの上をシュンさんの後ろについてゆっくりと歩くと、風に揺ゆれる木々の音と崖がけの下に打ちつける波の音が心地ここちいい。思わず深く息を吸い込んだ時、少し前を歩くシュンさんが足を止める。どうやら、そこが華さんの眠る場所らしい。

　一瞬、その墓ぼ石せきは随分と変わった形をしているのだと思った。基本的な形は、横長の長方形。日本のお墓には少ないが、海外の映画などではよく見る形だ。ただ、その横に楕だ円えん形けいのものが横たわっているのだ。

「やっぱり、いたか」

　独り言のようにシュンさんが呟いたと同時、その楕円がなんなのかを理解する。

（……律？）

　墓石に背を預け、月明かりに照らされて瞼まぶたを下ろしているその姿は、まるで彫ちよう刻こくのようだった。

　映画のワンシーンのような美しさに、思わず息を吞む。

　今すぐ駆け寄り起こしたいのに、触さわると同時に砂になって崩れてしまいそうな危あやうさに足が動かない。そんな私を知ってか知らずか、シュンさんが小さくため息を吐くと律へと近寄り声をかける。

「律。風邪ひくぞ」

　その声に反応し、ゆっくりと瞼が上がる。

「……シュンさん」

　律は胡う乱ろんげに口を開き、シュンさんの名を呼んでから辺りを見回すようにゆっくりと視線を動かし、そして私に気づく。

「……っ!?　華……村」

　律が誤ご魔ま化かしたことは、すぐにわかった。彼は私を『華村』と苗みよう字じで呼ぶことはない。

　と同時に、どうして律が頑かたくなに私を苗字で呼ばなかったのかも察してしまった。

「全部話したからな」

「……あぁ」

「動けるか？　少し二人で話してこい」

「……あぁ」

　どこかまだ茫然としている律をシュンさんが助け起こし、その背をそっと押す。すると律はゆっくりとこちらへ歩いてくるが、小道に出る小さな段差でバランスを崩す。慌てて支えたその体が想像以上に冷たくてゾッとした。

「奈々帆ちゃん、さっき預けたヤツ、一本コイツにやってくれる？」

　その声にハッとして、先ほどシュンさんが駐車場の自販機で買い『預かってて』と渡されたホットの缶入りココアを慌ててポケットから取り出した。氷のような手にそれを押し当て、小道の脇にあったベンチへと律を引っ張っていく。

　まだ半分夢でも見ているのか律の足取りはおぼつかず、支えるようにして歩きながらベンチへと到着すると二人並んで腰を下ろす。

　二つの缶を律の掌に握らせたまま、上から自分の手を重ねる。

「……聞いた、んだよな」

　その声が頭上から降ってきたのは、律の手に温かさがやっと戻ってきた頃だった。

「うん」

「……そうか」

　それ以上なにも言えず、会話は途切れる。

　華さんの墓石を見れば、シュンさんが持ってきた花をそっと供そなえているところだった。風の音。潮しおの音。木々が揺れる音。延々と続くかのようなそれらの音を聞きながら、私はじっと律の言葉を待っていた。

「俺は……たぶん、華……姉の姿を、奈々帆に重ねてる」

　しばらく経って、躊躇いがちな声がまた私の耳に届く。

「別に、そんなつもりは、なかった……はずだ。たしかに奈々帆の書く物語に、姉さんを見ていた。似ていると思った。だけど、奈々帆は姉さんじゃない。奈々帆は奈々帆で、姉とは別の人間だってことは、さすがの俺にもわかっていたはずなんだ……」

　その声はひどく弱々しく、さらにはいつもの律に比べて幼おさなく思えた。

「……そっか」

　なんと答えていいかわからず、私はただ頷く。

「だから、今後はできるだけそんなふうには思わないようにしようとは、思う。でも、たぶん見てしまう時があると思う。奈々帆の中に、姉の面おも影かげを」

「……そっか」

「だから、嫌なら全部なかったことにしよう」

　聞こえた声にゆっくりと顔を上げる。するとそこには、やっぱり憎にくたらしいほど綺麗な顔がある。今日も表情筋は死滅寸前で、愛あい嬌きようなんて微塵もない。でも、わかる。

（これは、困っている時の顔だ。そしてきっと……泣きたい顔）

　その顔を見た途端、何故か数年前の自分を思い出した。本当は泣き叫びたいくらい悲しいのに、そんなことも自覚できずに笑っていた頃の、私。

　あの時の私を救ってくれたのが華さんの書いた、律の描いた『羽美原律華』の物語だった。

（そう。私は救われたんだ。なら、今度は……）

「ねぇ、律には直接言ったこと、なかったっけ？」

　その問いかけに、律は僅かに首をひねる。

「私が漫画家を目指したのはね、『羽美原律華』のデビュー作を読んだからなんだよ。すごく感動して、こんな漫画が描きたいって思ったの。ううん、違うね。あの時の私は、たぶん『羽美原律華』になりたかったんだよ」

　瞬間、律の目がふっと見開かれた。

「だから明日も。……明日からも、羽美原律華の傍にいさせてほしい」

　当然だけど私は、羽美原律華にはなれない。でも、たとえ華さんの代わりでも、律の気が休まるなら、それでいい。いや……むしろ私は、海野華になりたいのかもしれない。

　見開かれていた律の瞳が、すっと細まっていく。そして、

「ありがとう」

　そんな言葉が私の耳に届いた。







　それから私たちは、シュンさんの車の後部座席に並んで座って家路についた。車に乗るなり律はまた寝息を立て、こてんと私の肩へと頭を預けてきた。微かにかかる吐息がくすぐったく、さらには車が揺れるたびに落ちやしないかとヒヤヒヤしてしまう。

　だけど、なんとなく今は、その重みが嬉しかった。
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　理想と現実というのは、結構な確かく率りつで乖かい離りするものだ。

　こんなハズじゃなかったのに。

　もっと、楽にできると思っていたのに。

　そんな思いに囚とらわれることは多々あって、人はそのたびに理想を打ち砕くだかれる。

　まだまだ小こ娘むすめといわれる人生経験の少ない私にだって、もうそのくらいのことはわかっている。ましてやそれが、少女漫まん画がと現実という次元を超えた世界との乖離なら、その差がさらに大きくなるのは当然だろう。

「奈な々な帆ほ、一つ聞いてもいいだろうか」

　はぁ、と苦々しくため息をついた律りつの言葉の続きは、なんとなく予想できる。

　問いかけられた私は、同じく苦々しい顔をしながら「はい、なんでしょうか」と応こたえた。

「キミを抱かかえて進むことに、俺は意味を見いだせない。必要性も理解できない」

（……必要性、か）

　実に律らしい言葉の選び方だ。

「何な故ぜ、こんなことを続けなければいけないんだ？」

　その言葉に、なんと返すべきだろうか。

『一度決まったことなのだから、文もん句くを言うな』と突き放すのは簡単だ。『なら、やめようか』とでも言って開き直り、考えを放ほう棄きするのも簡単だ。だけど私は、このどこか現実離れした、でも確実に血肉を持った相あい棒ぼうに、言わなければならないのだろう。

「……律。たしかに私も理り不ふ尽じんだとは思う。イメージよりずっと辛つらいんだってことも理解できるよ。必要性だって、たぶんないんだよ。でもこれが学げ校ん生じ活つなんだよ」







　私たちが通う高校には、十一月の半なかばに『競きよう技ぎ大会』という校内行事がある。

　一年生の私はまだ実際に体験していないが、事前の説明によれば午前中にバスケやサッカーなどの球技。午後にトラック競技や騎き馬ば戦せんなどの陸上競技を行う、『運動会』と『球技大会』を雑に混ぜたようなものらしい。

　各学年六クラスが縦割りになり、勝ち点の合計を競きそい合うという、まぁ有あり触ふれた行事なのだが……。生徒会主しゆ催さいで行われ、さらには保ほ護ご者しやや地ち域いきの方々が見に来ることもない校内行事のためか、聞けば聞くほどなにかがおかしい。

　球技はボールがコートの外に出るたびに色が変わり、その色によって得点が入った時の点数が違うとか、陸上競技も妙みようなルールが加えられているものが大半なのだ。

　そして、そんな『競技大会』の午後の目玉に『お姫様抱だっこ徒競走』というものがある。

　読んで字の如ごとくそれは、クラスメイトをお姫様抱っこしたまま徒競走をする、という生徒会の悪ふざけとしか思えない競技だ。

　で、そんなふざけた競技に誰が出場するのかといえば、ほぼ強制的にクラス内カップルが選ばれる。

　というわけで、我わが一年四組からこの『お姫様抱っこ徒競走』に出場するのは、多数決の結果、海うみ野の・華はな村むらペアに決定したというわけだ（ちなみにクラス内カップルがいない場合は大おお柄がらな運動部男子が、小柄な男子とペアになり、彼氏彼女いない組の期待を一身に背負い、五〇メートル先のゴールへ向けて爆ばく走そう。大たい抵ていはそのまま一位をもぎ取るらしい）。

　そんな競技大会を明日に控ひかえ、その練習に充あてられた五限の体育の時間。

　私と律は、校庭の片かた隅すみにある陽ひの当たる花か壇だんの前で座り込み、クラスメイトがあちこちで楽しげな声をあげている光景をなんとなく眺ながめていた。

　別に一位を狙ねらいに行っているわけでもないし、練習をすればするほど明日の疲労に繫つながるだけ。そう判断した私と律は、揃そろってサボり……もとい、みんなの練習を見学することにしたわけだ。

「時折、少女漫画に『ヒロインを軽々と抱きあげる細身の男子』という描びよう写しやがあるな」

「……あぁ、うん。あるね」

「彼らはたぶん、特とく殊しゆな訓くん練れんを積んでいるに違いない。特に、高いところから落ちたヒロインを受け止めるという描写だが、咄とつ嗟さになんの準備もなくあんなことをすれば、腰こしや腕うでに相当な負ふ担たんがかかる。下へ手たをすれば痛めかねない」

「……いや、まぁ。うん、そうだろうね」

「さらに言えば、あの腕だけで支えているような体たい勢せいはナンセンスだ。次からそのようなシーンを描くことがあれば、もっと足を広げ、腰を落とすべきだと今日学習した」

「いや、それはやめた方がいいと思うよ。力士がしこ踏ふんでるみたいな体勢で受け止められたら、運命の恋も始まらないからね」

『実在する二次元』。

　そう呼ばれる律だが、その正体は二次元を生み出している側の人間──漫画家だ。

　漫画を描くことにしか興きよう味みはなく、身長は高いが体形は細身。お世せ辞じにも筋きん肉にくムキムキのマッチョだとは言えない。そんな律が、女子高生としてごくごく平へい均きん的てきな身長体重の私を抱えあげるとなれば、少女漫画のように『ひょい』とはいかないのだ。

　授業の初め、面おも白しろがっているクラスメイトに囲かこまれ、嫌いや々いやながら私を抱えあげた律の感想は、『持てなくはない。が、走れもしない』という実に現実味に溢あふれた、恥はじもへったくれもないものだった（ちなみに私は、もの凄すごく恥はずかしかった）。

　普通ここは『……ごめん、私。重たいよね（赤面ヒロイン）』『お前一人抱えるくらい、どうってことねぇよ（涼しい顔のイケメン）』だろーが！　と、少女漫画のお約束を投げつけたくなるが、そんな無茶を言っても仕方ない。

　理想と現実というものは、そこそこの割合で乖離するものなのだ。

（……はぁ。ヒロインが軽々と抱えられるシーン、好きだったんだけどなぁ）

　たぶん明日の本番でも、謎なぞの主人公力を発はつ揮きして悠ゆう々ゆうと一位でゴール……なんてことはなく、後方集団の中に紛まぎれてゴールできれば御おんの字じといったところなのだろう。

「帰ったら湿しつ布ぷ、貼はろうか」

　普ふ段だんは使わない筋肉を使ったせいか、怠だるそうに腕をさすっている律にそんな言葉をかけると、短く「そうだな」と返ってくる。そんなところも至いたって平へい凡ぼんで、知れば知るほど海野律という人間が、決して『実在する二次元』などではないと思い知らされる。

（そう……案外、普通なんだよな）







　あの日の夜から──私が海野華はなさんという人物を知ってから、気づけばすでに三週間ほどの時間が経過していた。あの夜以降、律は華さんのことを一切口にしない。それどころか、態度だっていつも通り。距離が縮まったわけでも、開いたわけでもない。

　まるで、あの夜が夢だったのではないかというように、律は当たり前のように私に接していた。だからつい、学校ではそのことを忘れそうになってしまうくらいだ。けど、日を増すごとに少しずつ私の中に『なにか』が湧わき出て、ゆっくりと降り積もっていった。

　そしてついに私は──。

「うーん。ちょっとアイディア出ないから、買い物行ってくるね。律、なにか食べたいものとかある？」

　白紙のままの紙を雑に纏まとめて鞄かばんの中に放り込みながら、私は極きよく力りよく明るく聞こえるように声をあげて立ちあがる。そんな私に、律は変わらずの不ぶ愛あい想そうな態度で「あぁ」と応え、しばらくしてから「特にない」と言葉を返してきた。

　そんな予想していた通りの答えに、ホッと息を吐き出した時、「あと、奈々帆」と声が続き、私は無意識に身構える。

「新作の件なのだが──」

「あぁ、うん。わかってる、わかってる。ちゃんと考えているから」

　かぶせるようにそう言って私はニッコリと笑い、いそいそとコートを着込んでいく。

　羽う美み原はら律りつ華かが連れん載さいしている人気漫画『夕ゆう刻こくリブースト』は、現在最終章を迎むかえている。

　このまま順調にいけば、律は一月中に全ての作業を終えるだろう。

　それまでに新作の企き画かくを固め、編集部で行われる会議に出してもらわないといけない。それはわかっている。

　なのに、あれほど湧き上がっていた『律に描いてほしい物語』が、あの日から一つも浮かんでこない。つまり私はあの日から物語が書けなくなっているのだ。

　こんなハズではなかった

　もっと上う手まく、ちゃんと『代わり』ができると思っていた。

　でも華さんなら、きっともっと素す敵てきな物語を律のために用意したはずだ。そんなことばかり考えてしまって、結局なに一つ形にできない。

　私の実力が華さんには遠く及ばないことなんて、最初から理解している。だけど律は私の中にある華さんっぽさを好きだと思って相棒にしてくれたのだ。

　なら華さんほどじゃないにしても、せめて華さんの代わりと思ってもらえる程度の物語を作らなければ……。

　そうわかっているのに、物語に向き合いたくない。

　まるで逃にげるような気持ちで部屋を出ようとしていた時、

「新作のことなんだが、俺も少し……考えてみた」

　聞こえた声に、ハッと足を止める。

「少し、作風を変えてみないか？」

「待って！」

　反はん射しや的てきに声をあげていた。

（まさか……もう律は、私には華さんの代わりが務つとまらないってことに気づいてしまったのだろうか）

　律が私を相棒にしてくれているのは、私が華さんに似た物語を書けるからだ。

「私、頑がん張ばるよ。たしかにちょっとアイディアを出すのに時間はかかっちゃってるけど、ちゃんと仕上げるから。だからもう少し──」

「いや、違う。そういうことを言いたかったわけじゃない」

　私の言葉を遮さえぎるように放たれた律の声に、ぐっと唇くちびるを結ぶ。

　気づけば、コートの裾すそを手が白くなるほど握にぎっていた。

「奈々帆が今、俺のために用意しようとしている物語は、羽美原律華のデビュー作を彷ほう彿ふつとさせるような物語だと認識している。たしかに、俺たちがコンビを組んでいる以上、羽美原律華のデビュー作は無視できない。それは間違いないが、安あん易いにその道に進むべきではないと俺は考えている。あまりにも危険すぎる」

「……危険？」

「次、俺が描く物語は、奈々帆にとってはデビュー作になる。失敗をしたくない」

「……え？」

（それって、どういうこと？）

　こちらを真まっ直すぐ見み据すえ、そう言った律の本意が理解できず問い返す。

「羽美原律華のデビュー作は、決して売れた本ではない。『ＥＢコミックガール』が主しゆ催さいする新人賞の大賞受賞作品として出版したが、未だに実売は三万に届いてもいない。失敗ではないが、成功とはとても言い難がたい。同じ系けい統とうのストーリーに同じ作画で本を出したとして、ヒットと言えるような売り上げになる可能性は高くない」

　たしかに、あの作品は決して『売れた』本じゃない。一部からの評価は高いが、律の言った通りヒット作とはとても言えないだろう。

　そして同じような──しかも、華さんの実力にはまだまだ及ばない私が作った物語なら、完成度は一段落ちる。そんなものが読者に受け入れられるのか。

　そう自分に問いかけると、厳きびしいという答えしか浮かんでこない。

「さらに言えば、羽美原律華のファンは、大多数が『夕刻リブースト』のファンだ。同じような雰ふん囲い気きを求めている。たしかに当時よりも『羽美原律華』の名前は売れている。編集部だって『羽美原律華の新作』として大々的に売り出してくれるかもしれない。しかし今のままでは人気にならず、すぐに連載が終了してしまう可能性がある」

「デビュー作がすぐに打ち切りは……厳しいよね。でも、律は──」

「無名の新人が打ち切られるだけなら、大して珍めずらしいことじゃない。本人が努力をすれば挽ばん回かいの機会は必ずもらえるだろう。だが、奈々帆。キミが組む相手は『羽美原律華』だ」

「……うん。そう、だね」

「もし『無名の新人』が『羽美原律華』の作画でデビューして、それが短期で打ち切られたとしたら、一般読者はなにを思うだろう」

　そこまで言われて、やっと律が言おうとしている意味を理解する。と同時に、ぞくりと背筋に冷たいものが走る。

　羽美原律華はすでに人気作家だ。ドラマ化作品の『夕刻リブースト』はもちろん、連載の合間に出した短編集や小説の挿さし絵えなど、作画にだけ専念した作品にハズレと呼ばれるようなものは一つもない。羽美原律華は、いわばヒットメーカーなのだ。

　そんな人気作家が無名の新人と組んでスタートした新連載が、すぐに打ち切られたとしたら、以前の私ならどう思っただろう。

（この新人がいけないんだ）

　そう、思うんじゃないか。いや、確実にそう思ったはずだ。貴き重ちような羽美原律華の作画を無む駄だにして、と怒りさえ覚えたかもしれない。

「少なくとも、羽美原律華が作画をする時点で、読者からも編集部からも、要求されるもののハードルが跳はねあがる。デビューで躓つまずけば、チャンスはもう巡めぐってこないかもしれない」

　羽美原律華という最高の作画とコンビが組める。私は今まで、そのメリットばかりに気を取られていた。でも人気作家と組むというのは、こんなリスクがついて回るものだったということに、私は今になって初めて気づいた。

　まるで高い崖がけの上の先せん端たんに立っているような感覚に足が竦すくむ。

　ただでさえ躓いているのに、これでは一歩だって踏み出せない。そんな時だった。

「俺は奈々帆の書く物語が好きだ」

　聞こえた声に、下がっていた視線が跳ねあがる。

「たしかに、俺が奈々帆を……『七なな村むら華はな』という作家を好きになった最初の理由は、姉の面おも影かげを感じたからかもしれない。それでも俺は、キミの書く物語が描きたい。この先ずっと、何年も。だからこそ、初手でしくじるわけにはいかないと思っている」

　相変わらず律の口く調ちようは淡たん々たんとしていて、その奥に流れる感情を隠かくしている。

　だから私はしばらくの間、律の言っていることが理解できなかった。

「だから俺も、しっかりと考えていこうと思う。奈々帆にだけ負担をかけるべきではない」

　それは、迷いのない強い言葉だった。暗くら闇やみの中に一ひと筋すじ差した、強い光のようだった。

「俺たちは『相棒』だろ」

　そう言って慣なれない表情で小さく笑う律は、こんなに強い人間だったのかと、今いま更さらながら驚かされる。

（なんか私、一人で悩んで馬ば鹿かみたいだ）

　詰まりそうだった呼吸が、ふっと楽になる。

　私が華さんの幻げん影えいに囚とらわれている間、律はもっと前に──華さんの影えい響きようから、一歩前に進もうとしていたんだ。

　そのことが嬉しくて、そして少し恥ずかしかった。

「言ったはずだ。もう奈々帆を、姉と同じように見はしない。だから、俺に任せてくれ」
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「そうだね。これなら売れるんじゃないかな」

　それから一週間後。仕事場へやってきたシュンさんに、私たちは新作の企画書を提出した。

　律の言葉を聞いた私は、見事なほど簡単にスランプを脱だつしていた。律のアドバイスに従い、翌よく日じつには簡単なアイディアを纏め、二人で何度も打ち合わせを重ねてきた。

　コンセプトや売りポイント、物語の粗あら筋すじを纏めたＡ４用紙一枚。そして、連載一回分のネーム。さらには律が描いた人物の設定画と作品イメージのカラーイラストが一枚。まだまだ粗はあるかもしれないが、それでも自信作だ。そんな私たちの原げん稿こうを真剣に見つめていたシュンさんは原稿から顔を上げるとそう言ってくれて、私はホッと胸むねを撫なで下ろした。

「でも、僕はこれを会議には回さない」

　だから続いたその言葉の意味を、私は咄嗟に理解ができなかった。

　会議に回さないって……それはつまり、雑誌に連載させるかどうか決める部内会議に出してくれない、ということ？

　でも、なんで？　だって、売れるって……。

「理由を聞こうか」

　驚きでなにも言えない私を代弁するように口を開いた律は、ソファに腰かけながら少し俯うつむきがちに顔を下げ、睨にらみつけるようにシュンさんを見据えていた。

　怒りを露あらわにしている、というわけではない。その視線は、あくまで冷静だ。でも言いようのない迫はく力りよくがある。

　でもそれも当然だろう。だって二人であれだけ話し合って、自信を持って提出したものだ。しかも、シュンさん自身が今『売れる』と口にしている。

　それを会議に回さないと言われて、不ふ審しんに思わないはずがない。
















「定番の人気ジャンルである学園もの。再開した幼おさな馴な染じみが、面影がないほど変わってしまっていたというのも最近の流行だ。対たい抗こうに高校入学から仲良くしている男友達。ライバルには親友。弱みを握られて言うことを聞かされる主人公。……うん。これを『羽美原律華』が描いたら、まぁ売れるだろうね」

「では、何故？」

　いつもより少し低い律の声に、シュンさんは平然と答える。

「最近売れている漫画の、美お味いしいところだけ寄せ集めた、作家の個性も無視した継つぎ接はぎだらけのキメラみたいな物語を描かせる編集に、僕はなりたくないからだよ」

「それは──」

　咄嗟に声を出した私を抑おさえるように、律がこちらに手を伸ばす。

「たしかに、今回俺たちは『確実に売れるもの』を考えて作ってきた。流行の後追いだということも否ひ定ていはしない。でも、流行のものをやりたくないというのは、シュンさんの選えり好ごのみだ。この話は売れる。ついさっき、自分でそう言ったはずだ」

「あぁ、間違いなくそこそこは売れる。でも、これをキミたちが描く意味がどこにある？　編集者の中には、喜んでこの手の企画を会議に持っていくヤツもいるだろうし、うちの編集長なんかは諸もろ手てを挙げて企画を通すと思うよ」

「ならっ！」

「だから僕は、絶対にこの企画を会議には持っていかない」

　今にも立ちあがりそうな律に、シュンさんはピシャリと言い放つ。

「……」

「……」

　シュンさんは、自分を睨みつけている律の視線を平然と受け止め、真っ直ぐ見返している。そんな二人を私は茫ぼう然ぜんと見つめることしかできなかった。

（なんだ……これは）

　シュンさんが企画書を読み終わってから、まだ二分と経たっていないだろう。でも、状況がさっぱり吞のみ込めない。とはいえ、決して二人の話している会話の内容が理解できないというわけではない。

　たしかに私たちは今回、確実に売れるものにしようと二人で話し合い、今の流行を研究して物語を作った。それが二に番ばん煎せんじと言われる可能性があるものだということは、理解している。それでも、シュンさんなら理解してくれると思っていた。少なくとも、こんな頭ごなしに否定されるとは思っていなかった。

　息をするのも躊躇ためらわれるような緊きん張ちよう感かん。二人とも怒ど鳴なり散らすようなタイプではないものの、その冷静さが逆に恐おそろしい。

　なにより、自分のデビュー作の話をしているはずなのに、気づけば完全に蚊か帳やの外だ。

「……あの」

　意を決してあげた声は、笑えるほどぎこちない。

「ダメなら私、書き直し──」

「いや、その必要はない」

　私の声をまた律が遮る。

「シュンさん、奈々帆は羽美原律華の相棒としてデビューしなくてはいけない。そのリスクを編集者である貴方あなたは理解できるはずだ」

「あぁ、もちろん理解している。だから安易に二番煎じ……いや、それ以下の嚙かみ続けて味のなくなったガムみたいなものを律が用意させたってことも理解している」

「……っ!?　それ、編集が担当作家に言うセリフとして、どうかと思うけど」

「ああ、すまない。言葉が過ぎたね。でも、この企画が『逃げ』だってことは間違いない」

「逃げではない。『戦略』だ。奈々帆に一度でも『売れた』という実績が残せれば、次はもっと自由に書ける。それこそ奈々帆の感性を充じゆう分ぶんに発揮したものだって、実績さえあれば書き続けていける」

「いや、それは違う。一度逃げたら、もう次はない」

「その理由は？　現に、売れ線の作風でデビューする漫画家は多くいる」

「……っ!?」

　そこで初めて、シュンさんが口ごもる。すぐに「それは」と言葉を続けようとするが、結局口を噤つぐんでしまう。この口論を勝負だとすれば、この一言は最低の悪あく手しゆだった。

「もし、危険を冒おかして『羽美原律華らしい』奈々帆のデビュー作が短期で打ち切りになったらどうする？　売れなかったら、どうする？」

「売る。作家が最高のものを作ったら、それを全力で売り込むのが編集の仕事だ」

「それは理想論でしかない。世の中にはどんなに作者と編集が努力をしても、売れなかった作品は多い。俺は奈々帆に『羽美原律華の相棒』という重おも石しを背負わせている。売れるかどうかもわからないような博ばく打ちに、付き合わせたくはない」

「雑誌に連載されるとなれば、奈々帆ちゃんも一人のプロ作家だ。リスクを冒しても勝負してもらわないといけない時はある」

「俺はそれをしたくないんだ」

「……」

「……」

　どうにか律に食らいつこうとしたシュンさんだが、そこで諦あきらめたように長いため息を吐き出した。

「律、その方法は、ただの逃げだ」

　先ほどより随分とトーンを落とした声でシュンさんは、もう一度律へ語りかけた。

　その瞬しゆん間かん、私の周囲で『なにか』がぞわりと蠢うごめいた。でも律は「これ以上話しても、埒らちがあかないな」と、会話の終了を宣言するように席を立つ。

「……そうだね。今日はこれで帰るよ。なにかあったら連絡して。奈々帆ちゃんも」

　もうこちらを見てもいない律の背中に呼びかけ、コートと鞄を手に持ちながらシュンさんは私へもそう言って力なく笑った。

「……は、い」

　結局、途中からは完全に置いてきぼりだった私は、状じよう況きようの把は握あくさえままならないまま、茫然と頷うなずいてしまう。

　こんなふうに二人が言い争いになるなんて、私は想像したことさえなかった。

　普段の二人はカッチリと嚙み合った歯車みたいな間柄なのだ。決してベッタリと仲がいいというわけじゃない。でも互たがいに互いのことを理解していて、少ない言葉のやり取りで全てを感じ合える。そんな間柄だと思っていた。

　私が打ち合わせに同席するようになって、まだ二カ月も経っていない。

　だから二人の全てを理解しているなんて思ってはいない。でも、二人の間に確かな絆きずながあったのは事実で、同時にこれが緊きん急きゆう事じ態たいであることくらいはわかる。

　そして、その原げん因いんが自分であるということも……。

　そうしている間にも、シュンさんは律と目を合わせることもなく部屋を出て行ってしまい、ほどなく玄げん関かんのドアがばたんと閉まる音がした。

　その音を聞いても、なんだかここ数分の出来事に現実味が湧いてこない。

（結局、なにが悪かったの？）

　二人の言い分は理解ができる。次の新作に対して、律は安全策を取るべきだと思っている。対してシュンさんは、安全策を取ろうとした私たちを怒ったのだ。

　たしかに二人の意見は真まっ向こうから対立していた。だけど普段の二人なら、相手の言い分も聞かないまま否定し、拒きよ絶ぜつするようなことはしないのではないか。

「ねぇ……律」

　堪たまらず声をあげたが、その先が続かない。そんな私をしばし見あげていた律は、肩かたの力を抜くように長い息を吐き出し視線を外はずした後、

「なんだかんだ言って嫌なんだよ、シュンさんは。俺が華……姉さんから離れるのが」

　と言い捨てるように呟つぶやいた。

　その声は小さかったが、しっかりと聞こえた。けど、その意味は理解できなかった。

（律が華さんから離れるのを……シュンさんが嫌がる？）

　どうしてそんな話になるんだろう。律の担当編集であるシュンさんからすれば、律が華さんの思い出に囚われなくなるのは歓かん迎げいこそすれど、嫌がる理由なんてないんじゃないか。

　首を傾かしげた私を見て、何故か律も首をひねる。

「……え？」

　小さく漏もれた私の声に、律はなにかを思い至ったように「あ」と口を開いた。

　そして、

「奈々帆。聞いていないのか？」
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「俺は漫画家になる前から、シュンさんと知り合いだ」

　律とシュンさん、そして華さんが出会った時の話を聞いてから数日後の日曜日。私はいつも通り、夜や勤きんから帰ってきた母親の代わりにいくつかの家事を終えてから、昼すぎに仕事場へと向かっていた。

　電車に揺ゆられながら、無意識にため息が零こぼれ出る。

（海野華さん……か）

　どんな人だったのだろうか。そんなことを考えたって仕方ない。わかっているのに、考えずにはいられなかった。

　律の話によれば、元々知り合いだったのはシュンさんと華さん。大学の文芸サークルで先輩と後輩の関係だったらしい。華さんが大学に入学した時に、シュンさんが大学三年生。律がシュンさんに初めて会ったのは、それから半年後くらい。

　二人が交際を始めた少し後。両親がイタリアに移住し、当時まだ小学生だった律と華さんが二人暮らしになった家で──口ぶりから言って、その家が現在の仕事場兼けん住居だろう──高い場所にある電球が切れてしまった時、シュンさんが替えに来てくれたのが最初の出会いだと教えてくれた。

　ただその時の話し方からして、当時はシュンさんのことをあまり快こころよく思っていなかったんじゃないかと思う。

　きっと、大好きな姉を取られたような気分だったのだろう。

　そんな律がシュンさんとの距離を縮めるきっかけになったのが、漫画だった。

　華さんの作った物語を漫画にしてみれば？　当時から漫画編集を目指していたシュンさんが、絵が得意だった律に、何気なくそう言ったことがきっかけだったらしい。

　そう説明していた時の口調に引っかかりを覚え、家に帰ってから調べてみたところ、絵画コンクールのＨＰホームページに『海野律』という名前がいくつも残っていた。ただ、そのどれもが小学校五年生くらいまでのもので、以降はパッタリとその名前がなくなっている。

　律がシュンさんと出会い、漫画を描き始めたのがその頃だから時期もちょうどだ。

　さらに言えば、副産物のように律の父親のことも知ってしまった。『海野信のぶ春はる』は、どうやら芸術界かい隈わいではかなり名の知れた、ヴェネツィア在住の日本人画家らしい。

　律が海野信治の息子むすこだと明記されていたわけではなかったが、ネットにあがっていた『海野信春』の写真が律にそっくりだったので、たぶん間違いないだろう。

　ちなみに、前ぜん妻さいは芥あくた川がわ賞しよう作家の『舘たて林ばやししのぶ』。二人目の奥さんは、イタリアと日本のハーフモデルらしい。

　明確な離り婚こん時期までは書いていなかったのでわからないが、律と華さんの歳が離れていることを考えれば、華さんが一人目の奥さんとの間の子。律が二人目の奥さんとの子なんじゃないかと予想ができた（だとすれば律の日本人離れした見た目にも納なつ得とくだ）。

　そんなサラブレッドみたいな姉きよう弟だいコンビは、漫画を描き始めて一年ちょっとでエンブレ社で発行している少女漫画雑誌『ＥＢコミックガール』の新人賞を受賞する。

　すでにエンブレ社に就職が内定していたシュンさんも、希望通り『ＥＢコミックガール』編集部への配はい属ぞくが決まり、噓うそみたいにトントン拍びよう子しで全てが上手くいっていた。

　そんな時に起こったのが、あの事故だった。

　それが律が私に話してくれた全てだ。

　律は終始、淡々とことの顚てん末まつを語ってくれたけど、思い返せば思い返すほど、律とシュンさんの絆は深く固いものに思えた。だって姉と恋人。大事な人を同時に失った二人が、今日まで手を取り合って漫画を描き続けてきたのだから。

（なのに……。なんで、あぁなっちゃったのかな）

　あの日から、律のところにシュンさんから連絡が入った様子はない。もちろん、私のところにもない。

　律は数日頭を冷やせば、考えが変わるかもしれないと言っていた。でも最悪の場合は、三月に年間契けい約やくが切れるのを待って、他の出版社へ話を持ち込むとも言っている。

　数日に一度は仕事場に顔を出していたシュンさんが、連絡一つ入れてこなくなったことを除のぞけば、私たちはいつも通り。平へい穏おんな日々を過ごしていると言えるだろう。

　でも、なにかが違う。小さな塵ちりや粉雪のような、吹けば飛ぶ程度の『なにか』が、私たちの周りを舞っているような……そんな上手く表現できない違和感があるのだ。

　無意識にまたため息が漏れた頃、目的の駅に到とう着ちやくし、私は仕事場に向けて歩きだす。

　とはいえ、暗い顔ばかりしてもいられない。律がせっかく、あそこまで言ってくれたのだ。なにより、『売れる』と豪ごう語ごした物語の出来が悪かったなら目も当てられない。

　それに私たちとしても、『さすがに先日の企画は売れ筋すじに寄せ過ぎたかもしれない』と反省して、また二人で新しい物語を練ねり始めている。

　これをシュンさんに見せれば、きっと私たちの考えだって理解してくれるはずだ。

　なにより今、律の相棒は私なのだ。華さんのことが全く気にならないと言えば噓になるけど、律と足並みを揃えて前を向いて頑張らないと、それこそ華さんに顔向けできない。

　そう気合を入れ直しているうちに仕事場のマンションへ到着し、私は合あい鍵かぎを取り出してそのままエントランスの中へと入っていく（律は大抵、呼び出しを無視するので、最近ではいちいち呼び出すのをやめてしまった）。

　最初のうちは入るだけでも緊張していた立りつ派ぱなエントランスにも、いつの間にか慣れた。コンシェルジュさんとも顔見知りになって、高速で上がるエレベーターに乗っても、もう耳が痛くなることもない。

　そんな小さな一つ一つがこの仕事場に通った証あかしのようで、ちょっと嬉うれしくなる。

　迷うことなくたどり着いた仕事場の鍵を開け、「律、来たよー」なんて声をかけて靴くつを脱ぬぐ。返事はないが、まぁこれもいつものことだ。

　気にせずリビングに入りデスクを見るが、そこに律の姿はない。

（……あれ？）

　部屋を見渡すと、仕事中に眠気にでも襲われたのだろうか。ソファの肘ひじ掛かけ部分を枕にして小さく寝息を立てている律を見つけた。

（お、珍しい！）

　律の身を包んでいるのは、今では見慣れた芋いもジャー。そんな格かつ好こうも相まってか、年相応に幼おさなく見えた。いつもが仏ぶつ頂ちよう面づらな分、その幼さがなんだか新しん鮮せんで可お笑かしかった。

　にしてもコイツ、本当にまつ毛長いし、髪かみサラッサラだな……。思わず頰ほおをつつきたい衝しよう動どうを覚え……ふと、律っていつも、こんなに頰赤かったっけ？　と思い至る。

　注意して見れば、なんだか呼吸も少し速い気がする。

　まさかと思い、そのままそっと額ひたいに触ふれてみる。

（……やっぱり、発熱している）

　慌あわてるような高熱ではない。でも、放っておいていい程度の体調不良でもないだろう。なにより、このまま布ふ団とんもかけずにソファで寝ていては、余計に悪化してしまう。

「律、起きて」

　とにかく布団に移して、薬を飲ませて……その前になにか少しでも口に入れてもらわないと。などと考えていると、律の瞼まぶたが一度眩まぶしそうにきつく閉ざされた後、薄く開く。

「……はな」

　ふわり、と肩に『なにか』がまた降り積もっていく感覚。

　でも今はそれを見ないフリをして、私は「奈々帆だよ」と答えた。すると律はしばらく黙だまった後、「あぁ」と声をあげ、すぐに「すまない」と謝ってくる。

「別にいいよ。それより、律。熱出てるでしょ。体、キツくない？」

　そんな私の言葉に律は一度「いや」と否定して、だけどすぐに「さっきから少し頭が痛い」と返してきた。

「それ、熱出てるからだよ。体温計、どこにあるの？」

「……持っていない」

「持っていない!?　じゃぁ、風か邪ぜ薬は？」

「……大丈夫だ。この程度、放っておけば治る」

　そう言うや否いなや、律は私の制止を振り払って立ちあがろうとする。が、眩暈めまいでも起こしたのか、バランスを崩くずした律を慌てて支えソファへ座らせた後、再び立ちあがろうとするのを阻はばむように目の前に立ちふさがる。

「そのうち治るからって、今放っておいていい理由にはならないでしょ。すぐ薬買ってくるから、律はベッドで寝てて。なになら食べられそう？　一緒に買ってくるから」

「……っ」

　律は一度、なにかを言おうとしたのか、その口を開く。でも結局なにも言わないまま口を閉ざし、なにもないソファの片隅を見つめながら長い息を吐き出す。

「……本当に大丈夫だ。心配をかけてすまない」

　ふわり、とまた私の周りに『なにか』が降り積もる。

　瞬しゆん間かん、ぞくりと嫌な予感がした。律は今……なにを言おうとしたんだろう。食べたいものでも思いついたのだろうか。それとも、お節せつ介かいな私を少しうざったく思ったのだろうか。

　どちらにしても最初に口を開いた時、律はもっと甘ったれて子供じみた、感情のある言葉を吐こうとしていた気がする。でも実際に私の耳に届いた律の声は、感情に蓋ふたをして無味無臭にしているような、カラカラに乾いた声だった。

　……あ。また、『なにか』が降ってくる。

「やだなぁ、律。私たち、相棒じゃん。風邪の時くらい面倒見させてよ」

　なんてことないって顔をしながら笑って、律に向けてそんな言葉を放つ。

「……あぁ。そうか。そう、だな。なら……頼む」

　しばらく黙ってから律は、ひどくぎこちない笑みを浮かべながら、言葉を返してくれた。

（慣れないこと、しちゃって）

　そんな言葉が浮かんだと同時に、ふと自覚してしまった。

（…………あ。埋うまった）

　私が見ないようにしていた『なにか』が、一つ一つは重くない『なにか』が、呼吸することさえままならないほど高く降り積もり、ついに私を埋め尽つくした。
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　華さんの代わりでいい。むしろ、私は華さんの代わりになりたい。

　あの夜、私は確かに律へそう言った。

　あの時点では、それが私の本心だったはずだ。律が私に向けてくれた優しさが、本当は華さんに向けた感情であったとしても、大丈夫だと思っていた。

　だから、こんなハズじゃなかった。

　もっと上手じようずに、私は華さんの代わりが務められる気でいた。もっと華さんらしい物語を書いて、もっと律に求められる新しい相棒になれると思っていた。

　でもそんなの、最初から無理な話だったんだ。だって私は華村奈々帆で、海野華ではない。

（もっと華さんに近づきたい）

（華さんに重ねられたくない）

　そんな相反する感情が、本当はずっと前から私の中にあったのだ。でも私は、それを必死に見ないようにしていた。気づかないフリさえしていれば、その感情はいつか溶けてなくなると思いたかったから。

　でも見ないフリをしていたって、違い和わ感かんは消えない。

　それは、一つ一つは無視できるくらい小さな『なにか』だったかもしれない。

　だけど小さな『なにか』──たぶん『憧あこがれ』や『嫉しつ妬と』。『焦あせり』や『後こう悔かい』。そんなものがぐちゃぐちゃに混ざり込んだ形容しがたい感情──は、確実に私の周りに降り積もっていったのだ。

　そして同時に律は、私を華さんと重ねないように気をつけてくれていたんだと思う。

　あくまで相棒としての距離で、それ以上の『甘え』を見せないように……。

　でもたぶん、それだって無理な話だったのだ。

　だって律が私を相棒に選んだ理由は、私が華さんに似た話を書けるからだ。羽美原律華のデビュー作に強く影響を受けている私の中に、華さんの影を感じているからだ。

　律の中で『私を相棒として見ること』と、『華さんと同一視しないこと』は、同時には成立しない。

　だから律は、強引に私の中から華さんを消そうとした。その結果が『今までとは違うものを書こう』という提案だったのだろう。そして律が正論で綺麗に装そう飾しよくしたその言葉に、袋ふくろ小こう路じに迷い込んでいた私は無条件に飛びついた。

　今更ながらに思い出してみれば私たちはここ最近、やけに互いを『相棒』と呼び合っていた気がする。

　たぶんそうやって、解ほぐれそうになる『なにか』を、必死に繕つくろっていたのだろう。

（……なんて薄っぺらい『相棒』だろう）

　言い聞かせるように互いを『相棒』だって言い合って、華さんという存在から逃げて……。

　だけどきっと、それは私たちが一番やってはいけないことだったんだ。だって、華さんの影響を受けた話を書かない私とコンビとしてやっていく理由が、律にはない。

（一体、どこで間違えたんだろう）

　あの夜。『私は華さんじゃない』と突っぱねればよかったのか？

　律が私のことを、華さんと重ねるたび、逐ちく一いち指摘でもすればよかったのか？

　私が下手に、華さんの代わりを務めようとしなければよかったのか？

　でも……華さんの影響を受けた私だから、律は私を横に置いてくれているのだ。ただの華村奈々帆に、律の横にいるだけの実力も価値もない。

　では、華さんの影響を受けたような話から離れることを拒きよ否ひすればよかったのか？

　華さんの幻影に怯おびえて、たった一つの物語も生み出せなくなっていたのに？

　なら……そもそも。

　律の隣にいること自体、無理があったってことじゃないのか。

（……たぶん。そう、なのだ）

　いつも律が座っているデスクに、今彼の姿はない。一時間ほど前、強引に軽い食事と薬を摂とらせて、寝室へと押し込んだのだ。

　パソコンの操そう作さ音おんも、液タブにペンが擦すれる微かすかな音も聞こえない、静かな仕事場のソファに腰かけながら、天てん井じようを見あげて長いため息を吐き出す。

　体温や症しよう状じようからみるに、たぶん律は軽めの風邪だろう。ならこれ以上、私が部屋にいてもやることはない。もう帰ったっていいはずだ。でも、体が重くて立ちあがる気力が湧わいてこない。

（たとえばこれが少女漫画なら、今こそ奇き跡せきが起こるタイミングだ……）

　失意の中ぼんやりと虚こ空くうを見つめていると、空中に光の粒でも浮かびあがって、次し第だいにその光は人の形を成していく。非現実的な光景に目を奪われているうちに、なんかすごい力とかを宿してそうな光が私の方へふわりと浮かんできたりして、光に触れた瞬間、私の中にたくさんの記憶と無数の物語が流れ込んできたりするのだ。

『──奈々帆ちゃんなら、できるわ』

　聞いたことがないはずなのに、誰だれのものかがわかる声とかが聞こえて『まさか……貴方は？』と問いかけた時にはすでに光は消え失うせており、見慣れた仕事場の景色が広がっているばかり。

　その出来事が夢だったかはわからない。でも、たしかにこの胸に、私が知らなかった物語がある。あぁ、私は書かなければいけない。託たくされた物語を、律と共に──。

　その日から私は再び、律と共に歩く決意を新たにしたのだった。めでたし、めでたし。

「……って、馬鹿か私は」

　脳のう内ないに展開していた自分に都つ合ごうのよすぎる妄もう想そうを追い出すと、私は相変わらず重たい体をゆっくりと持ちあげる。当然ながら、不ふ思し議ぎな力でやる気が満ち溢れてなどいないし、この胸に無数の物語が浮かんでいるわけもない。

　空想の中だったら、いくらだって奇跡は起こせる。でもそれを生み出す漫画家は、どれだけ奇跡を願ったって、自分で描かなければ原稿は埋まらない。ある日突然、素敵な物語と才能を、誰かに託してもらえるわけもない。

　とにかく今日は帰ろう。今後どうするかを話し合うにしたって、それは律の体調が回復した後だ。その考え自体が思考の先送りだという自覚はあるが、このまま考えていても埒があかない。

　律に帰ると伝えて、今日は家に帰ってゆっくりと考えよう。そう思い、キッチンで新しくスポーツドリンクを注そそいだ後、律の寝室のドアを控ひかえめにノックする。しかし返事はなく、少し迷ってからゆっくりと扉を開く。見れば、薬が効いたのか、さっきより随ずい分ぶんと穏おだやかな顔で律は寝息を立てていた。

　ナイトテーブルにスポーツドリンクのコップを置いてから、律の額に張りついていた髪をそっと払う。

　その顔はまるで彫ちよう刻こくのように綺き麗れいで、同時にどこか儚はかなげだ。

　律のこんな表情を知っているのは、たぶんクラスでも私だけ。そんな特別感が嬉しいと感じる分だけ重みになる。

（一体律は、どうして今でも漫画を描き続けているのだろうか）

　一時間ほど前に初めて入った律の自室は、仕事場にしているリビングとは違い、少し物が多かった。当たり前なのかもしれないが、ここに律が生きているという感じがする。どこか普通の男子高校生らしい部屋なのだ。

　壁にかかった制服。クリーニングに出したまま、袋から出していないワイシャツ。椅い子すの背もたれに適当にかけられているジャージ。床に置きっぱなしの通学鞄。

　そしてなにより驚きだったのが、部屋の片隅に置かれたトレス台と、その横の壁に、額がく縁ぶちに入れられて大切に飾られている一枚のポスターだった。

『Happy End Mermaid　──羽美原律華』

　題名と作者名などが書かれたそれは、たぶん書店などで販はん促そく用ように使うためのポスターなのだろう。自分のデビュー作のポスターを飾っているなんて、律らしくないと思う反面、どこかすごく『らしい』と納得もした。

　シュンさんや私が出入りする仕事場には、一切この手のものを置かず、自分しか入らないだろう自室の一角にだけ、そっと過去の欠片かけらを掲かかげている。

　近づいてみると、埃ほこりをかぶっている様子もない。ちゃんと定期的に手入れをしているのだろう。横幅で言えば、一メートルもない程度。だけど、そのポスターを前にすると、まるで異世界へと続く窓のようだった。

　額縁の薄いプラスチックを突き破り手を伸ばしたら、海の中に入っていけるのではないか……。そんな感覚さえしてしまう。

（ここが私のスタート地点だった）

　思わず額縁に触れた手は、当然ながらそのままするりと異世界へ入り込むことはせず、硬こう質しつなプラスチックの感かん触しよくのみを伝えてくる。でも海かい藻そうの葉よう脈みやく。流木の年ねん輪りん。魚の鱗うろこ。本になっている状態ではわからなかった細かな描写がハッキリと目に留まり、今更ながら驚かされる。

　しかもデビュー当時の羽美原律華は、カラーページだけはアナログ原稿なのだ。中のモノクロページも、今とは少しクセが違うので、下書きなどは手書きをしていたのかもしれない。

（デビュー当時の律は、このトレス台で原稿を描いていたのだろうか）

　そんなことを考えながら何気なく視線を移して、机の上に中身の入ったインク瓶びんと使い込んだペンが置いてあることに気づく。

　さらにトレス台の上には、裏返された原稿が一枚。

（……え？　律はまだ、手書きで原稿を描くことがあるの？）

　いや……。そんなハズはない。少なくとも、連載している原稿は下書きからカラーまで、全て仕事場にあるパソコンだけで描いている。

　では、これは？　勝手に見るべきではない。そう、頭では理解している。だけど伸ばした手はトレス台の上の原稿をひらりと裏返していた。

　瞬間──心しん臓ぞうを直接殴なぐられたみたいな衝しよう撃げきが襲った。

　数秒息が止まり、鼓こ動どうまで止まってしまったかのような感覚。そして、鼓動を再開した心臓は、今までの遅れを取り戻すかのように、異常な速さで血液を全身に押し出し始める。

　そのくせ体中の血液が全て消え失せてしまったみたいに、ぞくりと寒気が走った。

（この原稿……デビュー作と同じ匂においがする）

　それは実際に空気中を漂ただよい、私の鼻び腔こうをくすぐる香りではない。脳内に直接叩たたき込まれるような香りだ。

　羽美原律華がデビューしたばかりの頃の絵柄は、よくも悪くも幼さと勢いがあり、デッサンや遠近図法パースが時折狂っていた。でも、その狂いが人間らしい独特の風合いになっていたとも思う。

　だけどその狂いは、最近ではまず見られなくなっている。ひたすらに美しく正確で、まるでお手本のような作画なのだ。経験を積むと共に絵柄が自然と変化しただけだと思っていた。上手くなったのだから、クセというのは消えても仕方ないものだと思っていた。

　でも、違ったのかもしれない。

　この原稿はデビュー作と比べて上手くなっている。描き慣れた感じがするし、読みやすくもなっている。だけど、クセは消えていない。デビュー作で見せた『羽美原律華らしさ』がしっかりと残っているのだ。

　これと比べたら『夕刻リブースト』の絵柄は、なんと味気なく、面白みのない作画だろう。

（なんで、こっちの作風にしないんだろう）

　パソコンで作業をすると、絵柄のクセというのは消えてしまうものなのだろうか？

　そんなふうに思った時、写真集などの資料が置かれた机の片隅にある、クリアファイルに入った原稿の束たばが目に入る。自然と手が伸び、中身を軽く流し見る──。

「……っ!?」

　と同時。私はファイルを手に持ったまま部屋を出て、そのまま廊ろう下かで食い入るように、紙束のような枚数の原稿を読みふける。

（これは……っ!?）

　そして最後の一枚に目を通すと、私は鞄とコートを引っ摑つかみ、携けい帯たいでシュンさんの番号を呼び出しながら、仕事場から飛び出した。
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　シュンさんへと電話をすると、数コールですぐ繫がった。

　家にいたらしいシュンさんに、『すぐに会いたい』と告げると、彼は迷わず応じてくれて、待ち合わせ場所に駅前のファミレスを指定した。

　以前から『この近くに住んでいる』と聞いていた通り、私がファミレスに到着すると同時にシュンさんもやってきて、頼んだドリンクバーを取りに行きもしないまま状況を説明して、私は彼に律の部屋にあった原稿を差し出した。

　原稿を受け取ったシュンさんは、一瞬驚いたように目を見開き、すぐに食い入るように読み進めていく。そして、一通り目を通し終えた後、

「これは……華の物語だ」

　そう小さく呟いた。私が見つけた原稿の束。それは、羽美原律華のデビュー作『Happy End Mermaid』の続編らしき物語だったのだ。
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　しかも、見つけた原稿はゆうに単行本一冊分はある量だったにもかかわらず、読んでみれば三十枚にも満たない短編を、繰くり返し構図を変えて、何度も描いているだけだ。

　前半部分はトーンなどで装飾がされてはいないものの、そのまま雑誌に掲けい載さいしても遜そん色しよくのない出来になっている。

　でも後半に向かうにつれ、世に出る原稿とは明らかに違ってくる。人物の顔──表情が描かれなくなっていくのだ。

　そして、どれだけ探しても、物語の最後が見当たらない。どの原稿も中ちゆう途と半はん端ぱで、ぶつりと物語が途切れている。

「その物語の原案。華が書いた物語を見てみるかい？」

　ノートパソコンを鞄から取り出しているシュンさんの問いかけに「はい」と返事をする。そんな私に彼は頷き、画面をこちらへと向けてくれる。

　そこに映し出されていたのは、予想とは違いネームではなく文章だけの、小説や台本のようなものだった。

「華は律と漫画を描き始めるまでは小説家志望だったからね。そもそもネームを切るのは下手くそだったんだ。だから、いつも最初はこうやって文章でアイディアとストーリーを起こして、それから僕や律に言葉や表情を思いっきり使って、『この物語はこういうものだ』とか『ここは、こういう表情をしてほしい』って説明していたんだ」

　当時を思い出したのか、どこか苦しそうに目元を緩ゆるめたシュンさんの言葉に、なんと返していいのかわからず、私は画面へと視線を向ける。

　それは一見すると、悲しく苦しい物語だった。

　愛する人が死んでしまったことにひどく悲しむ人魚の物語だ。

　彼が死んだのは私のせいだと、自分を責め続ける人魚の物語。

　励はげまし勇気づける仲間の言葉も届かず、人魚は男の亡なき骸がらを魔法の力を込めた気き泡ほうの中へと大事にしまい込む。この中にいれば、男は朽くちることもなければ、老おいることもない。美しい姿のままだ。

　しかし次第に人魚の力は衰おとろえ、男を守る気泡を維い持じできなくなってくる。

　絶望した人魚は、亡骸を抱えて地上へあがる。そうすればもう、人魚は生きていけない。

　地上にあがると共に気泡は弾はじけ、男の姿までもが光になって消えてしまう。

　泣きながら、その光に追いすがる人魚。しかし、ふと自分の尾びれが足になっていることに気づく。そして悲しく、しかし優しく笑うのだった。

　──一条の光が差すようなハッピーエンド！

　文章の最後につけ加えられている一文に、小さく首をひねる。

「奈々帆ちゃん。キミには、この物語が『ハッピーエンド』に思えるかい？」

　画面から目を離すと同時に問いかけられたシュンさんの言葉に、私は口を閉ざす。

　私にはこの物語が、『ハッピーエンド』だとは思えない。

　だって人魚は別に、人間になりたかったわけではない。

「華の悪いクセなんだ。自分の中で盛りあがっちゃって、大事な描写をすっ飛ばす。でも聞けば大抵『あぁ、なるほど』って答えを返してくる。だからあの時の僕も、次の打ち合わせで聞けばいいやって思っていたんだ」

　でも、打ち合わせをしないまま、華さんはこの世を去ってしまった。

「律はずっと……この物語のラストを探していたんですかね」

　原稿は全て、男が光になって消えてしまうシーンまでしか描かれていない。

「たぶん、そうだったんだろうね。律がこんな原稿を描いているとは知らなかったけど、華の物語を求め続けているってことは気づいていたんだ。そのくせ、当時のクセを嫌きらったり、作業を全部パソコンでやりだしたり、華がいた当時の影響を消そうともしていた。求めながら逃げている……とでも言えばいいのかな」

　だからシュンさんは、『違うものを書きたい』と言った私たちを止めたのだろう。たぶん、あのまま売れ筋っぽいものを描いていたとしたら、途中で律は潰つぶれていた。そんな危あやうさがこの原稿にはある。

　日曜日のファミレスという騒そう々ぞうしい空間で、私たちは互いに黙り込む。

　私は、どうしたらいいのだろう。できることなら、救ってあげたい。たぶん今も律は、もうこの世にはない『答え』を探して、彷徨さまよっているのだろう。

　でも……どうすれば救えるのか見当もつかない。それどころか、中途半端に華さんに似ている私が近くにいることで、余計に律を苦しめているのではないか。

　なら、やっぱりもう……律の近くには──。

　その時。ぶーぶー、と小さな音と共にテーブルが震えた。

　反射的に見れば、テーブルの上に置いてあるシュンさんの携帯のディスプレイが光り、着信を知らせている。ディスプレイに浮かびあがっている名前は、海野律。

「……出るよ」

　そう私に告げてからシュンさんは、声を抑えて電話に出る。

「もしもし。……うん、……あぁ。……いるよ、目の前に」

　私の所在を聞かれたのだと気づき、ハッと自分の携帯を探さぐり当てると、コートのポケットに入れっぱなしになっていた携帯には、律から何件もの着信が入っていた。

「あぁ、持ってきている。さっき僕も読ませてもらったよ」

　聞こえた声に血の気が引く。原稿を持ち出したことが、もうバレている。

　怒られるだろうか。呆れられるだろうか。もしかしたら、勝手に人のものを持ち出すヤツとは相棒でいられないと、言い渡されてしまうかもしれない。

（いや……。それで、いいのかもしれない）

　怒られて見放されて、それで終わりにするべきなのだ。二カ月弱、いい夢が見られたと思うべきなのだ。元々、漫画家としてデビューするまでの力がなかった私を拾ってくれたのが律なのだ。今ここで見放されたとしても、感謝こそすれど非難などできるはずもない。

「いや、待ってくれ。……僕たちが、そっちに行くから」

　向かいの席から聞こえたそんな声に、私は一人覚かく悟ごを決めるのだった。
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　予想に反して、律は怒っていなかった。少なくとも私には、そう見えた。

　少しだけ顔色のよくなった律は、仕事部屋のソファに座り、どこかぼんやりと部屋に入ってきた私たちを眺めていた。「ごめん」と謝りながら原稿を返しても、「別にいい」と答えたっきり、それ以上私を責め立てることもない。

　だけどそれは別に、私たちに終わりが来ないという意味ではない。

「信じてほしい……とは言えないが、俺は本当に怒っているわけではない」

「信じるよ」

　迷わず言った私に、律は苦い顔をする。

　きっと律も、私たちの間に降り積もって埋め尽くした『なにか』に気づいてしまったんだろう。だからお互いにもう、この会話の先は見えている。

「怒るどころか、感謝さえしている」

「うん、私も」

「必要ないものまで背負わせてしまったことは、本当にすまないと思っている」

「大丈夫。気にしないで」

　視界の端はしでシュンさんが驚き、なにかを言おうと口を開きかけたのが見えた。あまりにも淀よどみなく会話を進める私たちに、異変を感じ取ったのかもしれない。

「だから……今までありがとう」

「私こそ、ありがとう」

　終わりというものは驚くほど静かに、呆あつ気けなく訪れるものなのかもしれない。

　未み練れんはある。本当は泣きすがって、駄だ々だをこねたいくらいある。

　でもこれ以上、なにを言えるというのだ。

　私たちがこれからも共に歩いたとして、なにが生まれるというのだ。

　だって私は、華さんの代わりにはなれない。羽美原律華にも、なれない。

「待ってくれ！　二人ともなにを言っているんだ。もう少し、冷静になって考えよう」

　声をあげたシュンさんを、二人して見やる。

　あぁ、この人は……本当に優しい人なんだ。ただの編集者としてではなく、一人の人間として律を……そして、ほんの二カ月程度の仲である私のことを心配してくれている。そのことが、表情からきちんと伝わってきた。

「シュンさん。今まで本当にありがとうございました」

「いやいや、ちょっと待ってよ奈々帆ちゃん。たしかに君たちには課題はあったけど、なにもコンビを解消することはない。律にキミ以上の相棒はきっといない」

「ふふっ。褒ほめ過ぎですよ。私なんてほんと、なんの役にも立たなかったじゃないですか」

「いや、シュンさんの言う通りだ。キミが相棒になってくれたおかげで、多くを体験することができた。そうだ、シュンさん。これからも時々でいい。彼女の原稿を見てやってくれないか？　元相棒の贔ひい屓き目めを抜いても、いい原作者になると思う。まぁ、作画は一生やっても使い物にならないだろうけどな」

　最後に珍しく冗じよう談だんめかしたことを言った律に、私も「大きなお世話だよ」と笑う。
















　そんなやり取りが、さらに『終わり』を見せつけたのだろう。笑い合う私たちとは対照に、シュンさんの表情が凍っていく。

（でも……これで、いいんだ。この選せん択たくが、たぶん私たちの最適解なのだ）

　羽美原律華の作風に拘こだわらないのなら、もっといい原作者はたくさんいる。私じゃなければ律は、無駄に悩むことなく、その物語を描いていけるだろう。

「私、時間はかかるかもしれないけど、自分の力でちゃんとデビューするよ。そうしたら漫画業界の先輩として笑顔で迎え入れて」

「……すまないが、それは厳しいだろうな」

「ちょっと、こういう時は噓でも『お前ならできる』って言ってよ」

　わざとらしく『むぅ』とむくれると、律は「いや」と首を振る。

「そういう意味ではない。俺は今の連載を終えたら、漫画家を辞やめる」

　それはダメ!!　飛び出しかけた言葉は結局、喉のど元もとで止まり声にはならない。

　だって今更、なにを言えというのだ。相棒がこんな腑ふ抜ぬけたことを言ったのなら、引っぱたいてでも今の発言を撤てつ回かいさせただろう。

　でも……もう。私は、海野律の相棒ではない。

「そっか」

　なにが『そっか』だ。馬鹿じゃないか。今からでも『その才能を無駄にする気か！』と怒鳴り散らして、発はつ破ぱをかけろ。そう頭の片隅でもう一人の私が叫んでいる。でも、

「じゃぁ、また……学校で」

　感情とは全く逆の表情を浮かべて、私は慣れ親しんだ仕事場を後にした。







　エレベーターホールまで追ってきたシュンさんに、笑って「大丈夫です」と言った。

「きっと律は今、混乱しているんだ」と言われて「そうかもですね」と笑った。

「すぐまた連絡するから」と言いつつ、部屋に残してきた律のことも心配そうに振り返るシュンさんに、「落ち着いてからで大丈夫ですから」と笑って、エレベーターに乗り込んで、駅まで歩いて電車に乗って、帰りに夕飯の買い物をして、あぁそういえば洗せん濯たく物ものが溜たまっていたな、なんて考えながら夕ゆう暮ぐれの中、家路につく。

　うん、大丈夫だ。

　明日からの学校生活は不安だけど、きっとどうにかなる。大丈夫。

　家の前で鍵を取り出して……そういえば、合鍵を返しそびれていることに気づく。あぁ、よかった。これで明日、律に話しかける用事ができた。たぶん一度話せば、後は上手くやれるはずだ。

　そう思いながら鍵を回しドアを開くと、ふとカレーの匂いが鼻をついた。

　……あれ？　と一瞬思うも、そういえば今日は母がお休みの日だったと思い至る。

　あぁ、しまった。でも大丈夫。

　玄関にある姿見に向かって、ニィっと笑う。……よし。

「あれ、お母さん！　今日、病院休みなんだっけ？　私、うっかりして夕飯の買い物してきちゃったよ。あーでも、すぐに悪くなるの買ってないから明日に回せばいいか。それにしてもいい匂いだな。もうお腹なか空すいてきちゃった」

　元気に声をあげながらリビングに入り、キッチンにいる母親に話しかける。コートを脱ぎ、鞄を放り投げ、「あー、疲れた」なんてババ臭くさいことを言いながらソファにどかりと腰を沈める。

　いつもならここで、「行ぎよう儀ぎ悪いわよ」と叱しつ責せきが飛んでくるはずだ。が──。

「……奈々帆、どうしたの？」

　返ってきたのはそんな言葉だ。

「え？　あ、え？　なにが？」

「随分と早くに帰ってきたから」

「あぁ、そうなの。今日は早く帰れたの！　久しぶりにお母さんと一緒にご飯食べられるね」

　一瞬慌ててしまったものの、大丈夫。ちゃんと受け答えができたはずだ。

　けど、母は黙って握っていたお玉を置くとコンロの火を消す。

　……え？

　そしてキッチンを出て、真っ直ぐ私の方へとやってくる。

「えっと、お母さん、どうしたの？」

　私の問いかけに、母は答えない。代わりに私の横に腰を下ろし、そのまま私を抱きしめた。

　慣れ親しんだ母の少し甘い香りと、カレーの匂い。頰をかすめる髪のくすぐったさ。

　あぁ、ちょっと懐なつかしい。でも、やめてほしい。うっかり泣きそうになってしまう。

「えー、お母さん。いきなりなに？　ちょっと照れるよー」

　笑いながらも母の胸から逃のがれようとする私を、母はさらに強く抱きしめる。

「今日奈々帆は、きっと凄く凄く頑張ったのね」

　耳元で聞こえる声に、喉の奥がギュッと締めつけられるような感覚が襲う。

　……あ、ダメ。ダメだ、耐えろ。

「そんな私、今日はなにも……なにも……。なにも……、できなかった。お母さん、私……なにも、できなかったんだよっ」

　どうにかあげた声がうっと詰まり、目め頭がしらがじわりと熱くなり、そうしたらもう止められなかった。私の涙で母のエプロンがどんどん濡ぬれていく。

「そっか、辛かったわね」

　まるで赤ん坊をあやすように、母が私の背をとんとんと叩くたび、押し込めていたはずの感情がどんどん溢れ出してしまう。

　こんなハズじゃ、なかったのだ。

　もっと上手に笑って、もっと上手に誤ご魔ま化かせると思っていた。

　でも思っていたより私は子供で、甘ったれの半人前なのだということに、こうなってから気づかされるのだ。






















　どうにか落ち着いた頃には、窓の外はすっかり暗くなっていた。

　母親の作ってくれた、ハチミツがたっぷり入ったホットミルクに唇をつけながら、横に座った母の体温を感じる。馬鹿かってくらい泣いたせいで、頭はじんじんと痛い。でも、溜め込んだ感情を洗い浚ざらいぶちまけた心は、少し軽くなっている。

　なにも解決していない。相変わらず心は痛い。悲しかったことを自覚してしまったから、もう誤魔化しもきかない。でも、呼吸は随分と楽になっている。

　律には……こうやって甘ったれることのできる人が、いるのだろうか。

　頭に浮かぶのは、律のことばかりだ。

　ちゃんとご飯は食べただろうか。風邪は悪化していないだろうか。独りになっていないだろうか。笑ってなんていなくていい。せめて、ちゃんと泣けているだろうか。

「……お母さん、ごめんね」

　ぽつりと呟くと、母は私を見て苦笑を浮かべる。

「なんで謝るのよ」

「だって私、甘ったれた」

「あら、奈々帆。大抵の母親はね、子供に甘えられると本心では喜んじゃう生き物なのよ」

　クスクスと笑う母の横顔に『そういうものなのだろうか』と想像を巡らせてみるが、今の私にはいまいちピンとこない。

「それにね、奈々帆には随分と我が慢まんさせちゃったから……」

　そう言った母の視線は、リビングの一角──今も欠かさず花が添えられている仏ぶつ壇だんへと注がれている。そこでニッコリと笑みを浮かべているのは、私のお父さんだ。

　今から三年半前。仕事で訪おとずれていた雪山で、雪崩なだれに巻き込まれて命を落とした。

　思えば父が死んだのは、華さんと同じ時期だ。

　当時の私は、毎日頑張って笑っていた。

　父が死んだ頃、世の中では無理な登山で遭そう難なんする人が問題になっていた。そんな中で起こったプロ山さん岳がくカメラマンの遭難は、心ない人たちの格好の餌え食じきだったんだろう。

　警けい察さつも地元の人も、あの辺りはそうそう雪崩が起きない地形で、装そう備びから見ても無理な登山ではなかったはずだと言ってくれた。それでも母はいろんな人に頭を下げて、マスコミのカメラにも頭を下げて、親しん戚せきや近所にも頭を下げていた。

　そんな母に余計な心配をかけたくなくて、私は毎日『大丈夫』と笑っていたんだと思う。

　そして、そんな私を救ってくれたのが、羽美原律華の物語だった……。

　華さんの物語に引き込まれ、律の描いた世界に魅み了りようされた。

（今度は、私が救いたい）

　せっかく傍そばに行けたのに、私は結局一つの恩おん返がえしもできなかった。

　本当は今すぐにでも駆けだして、あの鈍どん感かんで、感情を表すのも苦手で、そのせいでいつも独りで、だけどそれをちっとも苦痛とも思っていなくて、でも本当は心の奥でどうしようもないものを抱えている大馬鹿野や郎ろうのところへ行きたいのだ。

（でも……私では、どうしようもない）

　なんと言葉をかければいいのかもわからない。私がいたら余計に律を苦しめてしまうだけだ。それに私は、律が本当に知りたい答え一つ、用意してあげることができない。

（でも……だったら、誰が律を救ってあげられるのだろう）

　華さんが抱えていってしまった物語は、誰にも知ることができない。

　描いて、描いて、描いて。取りつかれたように描いて。

　それでも律が本当に描きたかった物語は、この世には存在しない。だからもう、背を向けるしかないのだろう。目を閉じて耳をふさいで、知らないフリを決め込むしかない。

（でも……それで本当に忘れられるのだろうか）

　いつかは『そんなことに悩んだこともあったなぁ』って、懐かしく思えるのだろうか。

「ねぇ、お母さん」

「ん？　なに？」

「お父さんに聞きたかったこと、ある？」

　いきなりそんなことを言いだした私に母は少し驚いて、だけどすぐに「もちろん、あるわよ」と苦笑しながら答えてくれた。

「東とう京きように引っ越す時も、貴方の学校を決める時も、何度も『これでよかった？』って問いかけるんだけどね、当然返事はもらえないのよ」

　じわり、と母の瞳ひとみが潤うるんだのを見て、慌てて少し視線をずらす。

「寂さびしい……よね」

　大好きな人がいなくなってしまうというのは、大人だって思わず泣いてしまいそうになるくらい辛いことなのだ。

「うん、寂しい。でもね、私には奈々帆がいるから大丈夫なの」

　後ろからそっと母の手が伸び、私の髪をくしゃくしゃにかき混ぜる。

「でも私は……お父さんの代わりに、お母さんの言葉に答えてあげられないよ」

「当然よ。お父さんはお父さん。奈々帆は奈々帆だもの」

　ふふっと笑った母の言葉に、また思い知らされる。誰かの代わりなど、誰にも務まらないのだ。たとえそれが、親子や姉弟だとしても。

「だけどね、奈々帆はお母さんとお父さんが一緒に歩いた証だから」

「……え？」

「お父さんがいたから、奈々帆がいる。私がお父さんを好きになったから、奈々帆という宝物がもらえたのよ。お父さんがいたから生まれた奈々帆が、強く大きく、そして幸せに育ってくれる。それが、お父さんが私の横にいてくれた証なの」

　そう言った母は、こちらを覗き込んで強く、ニッコリと笑う。

　共に育て、一人残され、託された。

（似ている……）

　律は『羽美原律華』という存在を華さんと共に育て、一人残されてしまったんだ。

　もしかしたら律が今まで漫画を描き続けていた理由は、義ぎ務む感かんだったのかもしれない。律は漫画家『羽美原律華』を、一人で守り抜こうとした。

　でもそれは、母が私を守り育ててくれたこととは、似ているようで全く違う。

　しいて言うなら、たった一人で夫ふう婦ふ生活を続けようとしているような……。上手く言えないけど、そんな感じなのではないだろうか。

　では、羽美原律華にとって『子』になるものは、なんだったのだろうか。

（これはわかる。物語だ）

　でも一度世に出てしまった物語は、もう自分の手で育てることも守ることもできない。

　そして伝えられなかった物語は、そもそも生まれない。

（じゃぁ、律はもうどうしようもないのか）

　いや待て、考えろ。答えに繫がる『なにか』に、手が届きかけている気がする。

（探しているのは、証だ。未来に繫がる可能性だ）

　たぶん、この疑問に最適解はない。でも私なりの答えを……もう私は持っている気がするのだ。羽美原律華が、海野華がいたから生まれた『未来』を……。

「……あ」

　小さく声が漏れた。そうだ、最初からそうだったんだ。

「お母さん、ごめん。やっぱり今日、一緒にご飯食べられない」

　振り返りそう告げると、母はまた強く、ニッコリと笑う。

「うん。頑張れ、奈々帆」

　母の声せい援えんを背中に受け、私は鞄をひっ摑んで自分の部屋へと走りだす。そのままの勢いで机に向かい、紙とペンを取り出し物語を創りだす。

　一つの物語にも触れず、作家になった人はきっといない。物語に触れ、感動したり心を動かされたり、そんな経験を経へて、自分も同じように誰かにその感動を与えたくなって筆を執とるのだろう。

　そして漫画家の私を生み出したのは、間違いなく『羽美原律華』なのだ。

　作家とは、そして作家が創る物語とは、受け継がれる遺い伝でん子しのようなものなのかもしれない。羽美原律華は私の憧れだ。羽美原律華がこの世にいなければ、きっと私は漫画家になろうとさえ思ってなかっただろう。私という作家が存在することが、華さんという漫画家が存在していた一つの証だ。

　私は海野華にはなれない。でも、羽美原律華の因いん子しを体に取り込み、漫画家として歩いていくことはできる。

　華さんの真ま似ねではない。華さんの代わりでもない。

　華さんの物語で始まった、私という一人の漫画家の書く物語を。

　もしかしたら、これは『正しい答え』ではないかもしれない。

　でも、『私が出した答え』ではあると思うのだ。

　そしてできるなら、この道は律と歩きたい。いや、歩くべきなのだ。

　そのために、律に叩きつけるような一作を……。律の手を無理矢理にでも引いて、立ちあがらせるような物語を……。

　私の物語を次の誰かに繫げるために、まず相棒を繫ぎ止める。

　そんな物語を、私は書こう。
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　海野律が目を覚ますと、そこは見慣れた自分の仕事場だった。

　ひどい頭痛がする。もしかしたらソファで寝落ちをしたせいで、風邪を悪化させてしまったのかもしれない。そんなことを考えながら窓の外を見ると、外はもう明るい。陽の差し方を見るに、昼すぎだろうか。

　と、部屋の中にチャイムの音が鳴り響ひびく。

（そうか、俺はこの音に起こされたのだった）

　どうせセールスか宅たく配はい便びんだろう。セールスなら出てやる義理はないし、荷物なら宅配ボックスに入れてくれる。そもそも今は、誰かと顔を合わせる気分ではないのだ。

（奈々帆は今……どうしているだろうか）

　ソファに再び寝転がり瞼を閉じると、そんな言葉が浮かんでくる。

　彼女には、ひどいことをしてしまった。

　今日は学校へ行けているだろうか。連絡もなく休んでしまったから、心配させていないだろうか。友人たちから俺のことを聞かれて困っていないだろうか。

　そんなことを考えながら薄ぼんやりとしていると、再度チャイムが鳴った。

（……うるさいな）

　ソファの端で丸まっている毛布を手た繰ぐり寄せ、頭からかぶる。

　そういえば、どうしてこんなところに毛布があるのだろうか。少し考えて、奈々帆が風邪をひいた自分のために用意してくれたのだと思い出す。

　キッチンに行けば、彼女がいつも作り置きをしてくれた食事がまだ残っているはずだ。

　悪くなる前に食べなければ。そう思うと同時に、食べたくないとも思う。

（……あぁ。この感覚、華がいなくなった時に似ている）

　自分の一部がごっそりと抜け落ちてしまったような、そんな感覚に既き視し感かんを覚える。どうやらいつの間にか、生活の中に華村奈々帆という少女は深く根づいていたらしい。

　彼女がもう横にいないということを、これから少しずつ、自分自身に認めさせなければいけない。はぁ、と無意識にため息が漏れる。

　あれはひどく苦痛で、骨の折れる作業なのだ。

　でも、だからこそ、これでよかったのだとも思う。

（結局俺は、奈々帆を華と重ねることをやめられなかった）

　これ以上一緒にいても、余計に傷つけるだけだ。

　ただ気を抜けば、往おう生じよう際ぎわ悪くまた奈々帆のことを考えている自分にも気づいてしまう。

　……そうだ。俺が漫画家を辞めると言ったことに責任を感じていないだろうか。別にあれは奈々帆のせいではない。今の連載が終わると同時に漫画家を辞めるという選せん択たく肢しは、前々から考えていたものだ。

　正直、漫画を描いていて楽しいと思ったことは、華が死んでから一度もなかった。ただ『羽美原律華』が描かなくなったら、本当に華がこの世界からいなくなってしまう。そんな恐きよう怖ふ感かんから描き続けていただけだ。

　だけど、それはもうやめよう。そう思っている時に出会ったのが、奈々帆の描いた物語だった。最初に目に留まったのは、『七村華』というペンネームだ。今思えば、なんて安直なアナグラムだろうと思う。

　でも彼女が描いた物語を読んだ瞬間、俺は『描きたい』と思った。正直、絵はひどいもんだった。だからこそ、俺ならこう描くのにと想像が搔かき立てられた。

　気づけばパソコンに向かっていた。書きあがった絵をシュンさんに見せ、この作者と描きたいと言っていた。そして……始まったんだ。

　今思い出してみれば、最初の頃は奈々帆のことを『自分が描きたい物語を生み出す存在』としか思っていなかった。

　よりよい執しつ筆ぴつ環かん境きようを与え、より多くの創作時間を捻ねん出しゆつさせなければいけない。たぶん俺は、そんなことばかり考えていた気がする。

　でも、奈々帆が隣にいる日常は、モノクロのイラストに一つずつ色が足されていくような、そんな毎日だった。

　いつからか、奈々帆が笑うと俺まで嬉しくなった。

　泣かれると、どうにかしたいと思った。

　奈々帆がキッチンで料理を作っている音を聞くと落ち着いて、ただ義務感から通っていた学校までもが少し楽しい空間に思えた。

　彼女と共にいれば、俺にも違う世界が見えるのではないか。華がいた時みたいに、また漫画を描くことが『楽しい』と思えるんじゃないか。

　そんな夢みたいなことを考えて期待して、結局余計な負担ばかりを与えてしまった。

　でもそれも、全て終わったのだ。

　これで楽になれる。もう、見えない幻影に駆かり立てられることもないし、これ以上失う恐怖に耐える必要もない。だけど……、

（あと一度でもいいから……あの笑顔を俺に向けてほしい）

　再びまどろみに沈みかけた思考が、そんな甘ったれたことを脳内に放り投げた時、カチャリとなにかの音がした。

　……なんだ？　少しだけ意識が覚かく醒せいして、頭を持ちあげ、

「律っ!!」

　玄関先から叫ぶようにあげられた声に跳ね起きた。

　どかどかと踏み荒あらすような乱らん暴ぼうな足音が聞こえた後、勢いよくリビングのドアが開くと、そこには見慣れた少女が立っていた。

（……これは、夢か？）

　走ってでもきたのだろうか。肩で息をしながら、俺を睨みつけるような勢いで見つめる彼女は、相当にひどい格好をしていた。

　泣き腫はらしでもしたのだろうか。瞼はいつもより随分と腫れぼったい。そのくせ瞳は、飢き餓が状態の肉にく食しよく獣じゆうのように血走っている。目元にはクマがクッキリと浮かびあがっており、唇もカサついていて血色も悪い。

　さらに言えば髪はボサボサだし、服は中学時代のものらしき紺こん色いろのジャージ。前髪など提ちよう灯ちんアンコウのようにおでこの上で一括りにされている。

　冷静になって今の格好を鏡で見れば、彼女は悲鳴をあげるのではないだろうか……。

　あまりのひどさに、驚きよりも先にそんな心配が先立ってしまう。

　しかし奈々帆はこちらの気など知りもせず、またずかずかと俺の前までやってくる。そして、殴るような勢いで俺の胸に持っていた紙の束を押しつけてきた。

「書いてきた。から、読んで」

（……なにを、言っているのだろうか）

　茫然としたまま押しつけられた紙を見れば、それが物語であることはすぐにわかった。

　ネームではない。それは勢いのまま文章を書き殴ったような、小説とも台本とも言えないようなものだ。

（でも、何故？）

　そんな俺の視線に、奈々帆はまた声をあげる。

「前言撤回！　私、律の相棒を辞めないから」

「……だが」

「うるさいっ!!」

　口を開くと同時に至し近きん距離で怒鳴られ、思わず足が一歩下がり、そのまますとんとソファに座るように倒れ込んだ。

「誰がなんと言おうが、私は律の相棒を辞めない！　だって律、私と相棒になる時『世界で一番、私の物語を美しく描いてくれる』って言ったじゃん！　だから、描いてよ」

「いや、だが──」

「私を華さんに重ねちゃう？　どうぞご自由に。でも私、絶対に認めさせるから。私が書く物語は、私にしか書けない物語だって。その上で『私の物語を描きたい』って律に思わせてみせるから!!」

　俺の上に覆おおいかぶさるような勢いで怒鳴り散らす奈々帆の声が頭に響ひびく。終しまいには俺の襟えり首くびを摑み、まるで脅おどすように「だから、描くって言え!!」とまた怒鳴る。

（……これは一体、なにが起こっているのだ）

　たぶん彼女は、寝ていないのだろう。原因は、この企画書とも呼べないものを書いていたからに違いない。睡すい眠みん不足だ。それに、ギリギリの状態で作品をあげた時、妙な高こう揚よう感かんに支配されることがある。きっとその状態なのだろう。

「奈々帆、落ち着──」

「落ち着いていられるか、馬鹿っ!!」

　また怒鳴られた。

「よく聞いて、律。私はね、華さんの子供なの」

「いや、そんなハズはない」

「当たり前でしょ、阿あ呆ほっ!!」

　……理不尽だ。

「あぁ、もう！　そうじゃなくて!!　私という漫画家は、羽美原律華がいたから生まれたの。私の中に、もう羽美原律華の遺伝子が入っているの。わかる!?」

「……いや」

「でしょうね、そうでしょうね!!　律ってそういうヤツだよね!!」

「すまない」

　たぶん彼女は、なにか抽ちゆう象しよう的てきなことを伝えたいのだろう。が、そういった類たぐいのものは、もっと嚙み砕いてもらわないと俺には理解できない。

「っ!?　と、とにかく！　私は律の相棒でいたいの。文句があるなら今ここで言って！　私が全部、ねじ伏せるから」

「……文句と言われても」

　そんなもの、一つもない。ないものは、言えない。

「なんでもいいの！　ムカつくでも、私が嫌いでも、邪じや魔までも、なんでもいい。今思ってること、とにかく口に出して!!」

　状況がちっとも理解できない。どんな答えを望まれているのかも、微み塵じんも想像ができない。……が、言えと言われれば、言うしかないだろう。

「夢を見ている気分だ。俺は今さっき、奈々帆に会いたいと思っていたから」

　──瞬間。

　俺の襟首を摑み、今にも額がつきそうな勢いで怒鳴っていた奈々帆がものすごい勢いで飛び退のく。そしてこちらに背を向けると、ごにょごにょとなにかを呟いた。が、その声はこちらまでは聞こえてこない。

「すまない。なにを言っているのか聞こえないのだが」

「律はやっぱズレてるって言ったのよ!!　とにかく、それ読んで！　読んでくれるまで私帰らないから」

　言い捨てるように叫ぶと奈々帆は一度キッチンへ向かい、水を一気にあおってから無駄に部屋中を歩き回る。そして結局、俺の向かいにあるもう一つのソファへどかりと座り、ひどいしかめっ面つらを浮かべながら「早く読みなさいよ」と俺へと睨みを利きかせてきた。

　どうやら本気で、俺が読むまで帰らないつもりらしい。意地で読まないという選択肢も浮かんだが、そんなことをしても仕方ない。俺は別に、奈々帆を困らせたいわけではない。

「……あぁ、わかった」

　そう答えると、奈々帆は覚悟を決めたように小さく「うん」と頷いた。







　──私はね、華さんの子供なの。

　押しつけられた紙束の、最後の一枚まで読み終えた時、その意味が少しだけわかった気がした。

　その物語からは、たしかに華を感じた。

　でも、華なら絶対に書かないだろう物語でもあった。

　海野華という人物の一部を取り込み、そして別の人格として成長した物語。そんな、言葉にはし難い、不思議な感覚がした。

（……しまったな）

　肺はいの中に溜め込んでいた空気を吐き出しながら、向かいのソファへと視線を移す。そこにはいつの間にか、寝息を立てている奈々帆の姿。

　これで楽になれると思っていたのだ。もう、戦わなくていいと思っていた。

　正直もうこれ以上、歩く気力などなかったのだ。なのに……。

（描きたい）

　そう、思ってしまった。無理矢理手を取って、引っ張りあげられてしまった。これではまた、進むしかない。

　華と共にいた時の俺は、ただその優しい手に引かれて歩いているだけだった。与えられるものに喜んで、期待に応えようとしていただけだ。そして手を引いてくれる人を失って、ただただ途方に暮れていた。

　そんな俺に、この物語は『歩け』と言う。

　自分が横に並ぶから、ちゃんと『歩け』と言うのだ。

　そのくせ、『一人では持てないから』と、半分近く荷物を押しつけてくる。

　──私が書くから、律は描け。

　たぶん俺は今、そんなふうに叱しつ咤たされているのだろう。

　この道は、きっとひどくキツい道だ。気楽な散歩とは、いかないはずだ。それでも、隣に誰かがいるなら……。まぁ、歩いてみる価値はあるのかもしれない。




「……ったく。わかったよ、相棒」
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　少しずつ暖かい日が増えてきた三月。街がい路ろ樹じゆの枝には小さく緑の葉が芽め吹ぶいており、街を歩く人たちの服ふく装そうにも、どこか春らしい明るい色が混じり始めている。

　そんな中、私は授業が終わると同時に学校を飛び出し、通い慣なれた新しん宿じゆくの大型書店へ向かうべく、小走りになりながら人波の中を進んでいた。

　解散の危き機きを乗り越えた私たちは、すぐにアイディアを纏まとめ直す作業に取りかかった。

　シュンさんの協力もあって十二月の連れん載さい会議にねじ込み、『夕ゆう刻こくリブースト』が完結すると同時に新連載をスタートするべく私たちは動きだしたのだ。

　が、私たちの新作に対する評価は、編集部で大きく割れた。

　圧倒的に学園恋れん愛あいものが多い掲けい載さい陣じんに対して、ファンタジー色が濃く恋愛色の薄い今回の作風が、どのように読者に受け止められるかわからないという意見が多かったらしい。

　でも孤こ軍ぐん奮ふん闘とう、シュンさんが頑がん張ばってくれた。結果的に連載決定までは至いたらなかったものの、彼は読み切りとして一度試ためす機会をもぎ取ってきてくれたのだ。

　そしてついに今日は、私たちの読み切りが掲載される号の発売日。

　私の物語が初めて世の中に触ふれる──デビューの日だ。

　見本誌はすでに手元に届いている。当然、何度も何度も見直した。でも、やっぱり自分の目で書店に並んでいるところを見たい。

　もうすぐデビュー五年目に突入しようとしている律りつにとっては、自分の書いたものが雑ざつ誌しに掲載されるなんて慣れたことなのだろうが、私にとっては一大事。

　絶対発売日に大きな書店に見に行く！　と譲ゆずらない私に、律も渋しぶ々しぶと了りよう承しようしてくれて、今日は都内でも有数の大型書店へ一緒に行くと約束をしていたのだが……。

　今け朝さ、担たん任にんから『前回の期末で赤点だった者は、今日の放課後にミニテストを受けるように』という連絡が入ったのだ。

　うちの学校は、難関大に次々と生徒を送り込むような進学校ではない。普通に授業を受け、普通にテスト勉強をしていれば、赤点はまず取らない。

　現に私も赤点は一つもないので、自分には関係ないと思っていたのだが、どうやら律には関係大ありだったらしい。

（……国語、十三点って）

　漫まん画がによく出てくる勉強が苦手なキャラみたいに０点とかじゃない分、やけに生々しい。さらに言えば、律の成績は総合的に見れば、そこまで悪くないのだ。特に数学と物理の点数など、学年の上位ランキングに載のるほど。

　なのに、よりにもよって漫画家が国語で赤点って……。

　昼休みに、『作者の気持ちを述のべなさい』の『作者』の方でしょ？　と律に言ったら、『なにを言っているんだ。俺は作画だ』とやけに堂々と答えられた。

　さらには『作者がキャラクターに込めた感情に対して、他人が正せい否ひをつける意味がわからない』だとか『わざわざ問題にされるほど、理解に困る描びよう写しやをした作者にも問題がある』など、ちょっと『たしかに！』と思ってしまうようなことを言うのだ。

　でも、高校レベルの国語とはそういうものだと納なつ得とくするしかないし、第一どれだけそれっぽいことを言ったとしても、十三点は擁よう護ごできない。

　全教科の中で国語が一番得意な私としては、試験問題の中に大たい抵ていの答えが書いてある国語の試験で、どうしたらあんなひどい点数が取れるのか不ふ思し議ぎだが、顔を合わせて会話をしていてもどこかズレた答えを返してくる律に言っても無む駄だだろう。

　などと思っているうちに、目的の書店へ到とう着ちやく。

　ドアを開けると、ふわっと独特の香りが鼻をついた。いつもだったら一通りチェックをするファッション誌のコーナーを脇目も振らず通りすぎ、コミックコーナーへと急ぐ。

（……どうしよう。ちょっと、緊きん張ちようしてきた……かも）

　ここに来る道すがらは、ただ単純に楽しみだった。自分の物語が載っている雑誌が、書店に並んでいる光景を早く見たい。そんな気持ちでいっぱいだった。

（でも、なんだろう。この感情……）

　ふわふわと地に足がついていないような、乗っているエスカレーターの速度に、体が追いついていないような、そんな感覚に動どう揺ようがさらに増していく。

　そんな気持ちのままフロアに到着したものだから、エスカレーターを降りる時、見事にバランスを崩くずした。勢い余って二、三歩たたらを踏ふむ。

　今日もエスカレーターを降りてすぐの平台には、新刊の漫画雑誌がドンと平積みされている。その中心は、今日発売の『ＥＢコミックガール』だ。

　それは、この書店に通い慣れている私からすれば、見慣れた光景。

　……だけど、見知らぬ景色を見ているように、その場所だけがキラキラと輝かがやいて見える。

　現物を近くで見る勇気がすぐに出ず、新刊雑誌コーナーを大きく回り込んで、遠くからチラチラと見ていると（完全に不ふ審しん者しやだ）、学校帰りらしい女の子たちが一人、また一人と『ＥＢコミックガール』をレジまで持っていく。

（あの子たち、私の物語……読んでくれるかな。楽しいって思ってくれるかな）

　そのたびに心しん臓ぞうが大きく跳はねて、また落ち着かずに店内を彷徨さまよい歩く。

　でも、そろそろ律がミニテストを終えている頃だ。目の前で買うと『家にあるものを買う意味が理解できない』とかなんとか言われそうなので、先に買っておかないと……。

　意を決して新刊コーナーへ行き、ふと貼はり出されている手書きのポップに気づく。

《──今月の『ＥＢコミックガール』は『夕刻リブースト』の羽う美み原はら律りつ華かセンセイ、新作読み切り掲載☆　デビュー作から羽美原ファンの当店スタッフ、イチオシです!!》

　しかもポップの横には、『夕刻リブースト』の一巻と『Happy End Mermaid』が並んで置いてある。

　瞬間、視界が歪ゆがんだ。

　スタッフさんの中に、羽美原律華のファンがいるんだろうということは、前々から知っていた。『夕刻リブースト』の新刊が出るたびに凝こった手書きのポップを作っていたし、今ではほとんど見かけなくなっていた『Happy End Mermaid』だってずっと置いてあった（だから東とう京きように越してきてからは、この書店を贔ひい屓きにしていた）。

　でもまさか……雑誌に載っただけの短編を、こんなふうに取りあげてくれるなんて、思ってもみなかった。

（応おう援えんしてくれている。受け入れてもらえている）

　……あぁ、ダメだ。泣く。

　慌あわててトイレに駆かけ込んで、グズグズと情けなく涙をすする。

　ちゃんと私の物語は、世に出ていた。私の中にしかなかった世界が、律の絵によって目に見える形になって、それが日本中に広がって、ちゃんと届いている。

　そのことが今いま更さらになって、実感として体中を駆け抜けていく。

（頑張ろう。もっと、もっと……。もっと私の物語をたくさんの人に読んでもらいたい）

　自分から湧わきあがる感情に、溺おぼれてしまいそうだ。また目め頭がしらが熱くなった時、コートのポケットに入れている携けい帯たいがメールの着信を知らせる。

『本屋についた。どこにいる』律からの飾かざり気け一つない簡素なメールだ。

　だけど私は、涙を乱らん暴ぼうに拭ぬぐうと急いで売り場に駆けだした。

　律、ちゃんと出てたよ。私たちの物語、ちゃんと読者に届いてたよ。

　それは、律にとっては当たり前のことなのかもしれない。でも私は、一秒でも早く律に、そのことを伝えたかったのだ。

　売り場に出ると、ちょうど目の前に律がいた。

「律っ!!」

　振り返った律は、泣きっ面つらの私を見て、何事かとギョッとする。

「奈な々な帆ほ……どうした？」

「あぁ、ごめん。違うの。ただ……」

　と言ったところで、また喉のどの奥がギュッと閉まる。悲しくて泣く時と、嬉うれしくて泣く時。心の動きはこんなに違うのに、体の反応は同じなんだと妙みようなことに感心してしまう。

「ただ……」

　ボロッとまた、涙が零こぼれた。もう充じゆう分ぶん泣いたから、律の前では大丈夫だと思っていたのに。

「ちゃんと……出た、から」

　言いたいことはもっとたくさんあるはずだった。でも、湧き出る感動が大き過ぎて、上う手まく言葉にできない。でも律は、一瞬不思議そうに首をひねった後、「あぁ」と頷うなずく。
















「よかったな」

　その笑えみはなんだかやっぱりぎこちなくて、だけどすごく優しかった。







　レジの店員さんに戸と惑まどわれつつ『ＥＢコミックガール』を買った私たちは、揃そろって書店を後にし、新宿駅へ向かう道を歩いていた。

　見とれるほどの美男子につき添われつつ、涙目になりながら少女漫画雑誌を買う女。今考えると、これまた完全に不審者だ。次にこの書店に来るのが少し恥はずかしい。しばらく来るのはやめようか。いや、でもこの御ご恩おんを少しでも返したい……。

　などと思っていた時、隣を歩いていた律がふと口を開く。

「ところで奈々帆。食しよく物もつ繊せん維いは摂とっているか？」

「……？　まぁ、そこそこ」

　食事に対して一ミクロンも興きよう味みのない男が、いきなり何な故ぜそんなことを聞くのだろうか。

「そうか。俺は詳くわしくないが、女子には多いと聞く、泣くほど辛つらいなら、病院に行くのも手だと思うぞ」

「……？」

　さらに意味がわからない。コイツは一体、なにを……。と思ったところで、『まさか』と思いついてしまった。

　食物繊維。女子には多い。辛いなら病院へ。さらに言えば……私はあの時、トイレから出てきた。ここから導き出される答えは──。

　いやいやいやっ！　いくらなんでもソレはない。どこの世界に、体内のものがスッキリと排はい出しゆつされたことを泣きながら相あい棒ぼうに報告する女がいるというのだ。

　ずっと私が自分のデビュー日を心待ちにしていたことを思い出せば、普通はそんな考えには至らないはずだ。『出たから』の前に省しよう略りやくされてしまった言葉は『新刊が』か『自分の書いた物語が』だということは、馬ば鹿かでも理解ができる。

　いや、有あり難がたいよ。あの、他人のことに欠片かけらも興味を示さなかった律が、私の体調を案じてくれていることは、大変有り難い。その成長に涙も禁じ得ない。

　でも違うだろ。そこじゃないだろっ!!　絶対に違うだろ!!

　そう声を大にして叫さけびたい。けど……。

「あー。あのね、律。私が嬉しかったのは、自分の物語が載っている雑誌が世に出たことであって、決して体調を崩していたわけではないからね」

「……なるほど。ならよかった」

　よくねぇよっ!!　と思わず叫びたくなるのはグッと我が慢まんだ。

　たとえばこれが少女漫画なら、今はエンディングを終えた後のエピローグなのだ。

　自分たちが努力を重ねた成果をこの目で見て、二人で互いを認め合う。そして恋心が芽め生ばえていた二人は、どちらからともなく気持ちを伝え合う甘々シーン。背景には満開の花にキラキラトーン。

　でも、残念ながらそうはならない。

　私の横を歩いているのは、恋人ではなく相棒だ。

　そしてなにより、うちの相棒は空気や雰ふん囲い気きというものを、微み塵じんも理解していない。これでは感動のシーンなど訪おとずれるはずもない。

　……はぁ、と思わずため息が漏れた時、また律が「そういえば、まだ言ってなかったな」と口を開く。あぁ、はいはい。今度はなんですか？




「デビューおめでとう、奈々帆。これからも、よろしく頼む」




　海野律は、今日もやっぱりズレている。でも、まぁ……これが私の大事な相棒だ。


完












[image: ]




　ビーズログ文庫アリスの読者さま、はじめまして。菱ひし田だ愛まな日びと申します。この度は、本作をお手に取っていただいて、誠まことにありがとうございます。

　今回は少女漫まん画が家業界を舞台に、キラキラの青春ストーリーを書いてみました。なぜ少女漫画家業界かといえば、ズバリ『隣の芝しば生ふは青く見える』からです！

　小説家と漫画家は、同じように担たん当とう編集と相談をして物語を作り、家に引きこもって作業を進める職業。しかし小説家の私は、漫画家さんが実際にどのような作業をしていて、どんな苦労があり、どんな生活をしているのか、あまり知る機会がありません（業界の飲み会などに行けば、漫画家さんとお会いする機会もあるのですが、大たい抵ていは今期のアニメなどの話をして、仕事の話をした記き憶おくが……）。

　そんなわけで菱田にとって漫画業界とは、わかるようで、わからない。そんなチラ見えワンダーランドだったというわけです!!

　というわけで意い気き揚よう々ようと描き始めた菱田ですが、思わぬ障しよう害がいが待ち受けていました。やはり小説家と漫画家。ざっくり纏まとめてしまえば、職業は同じ創作者です。作中でのキャラたちのセリフが、ナイフのようにザクザクと心に突き刺ささること、突き刺さること。「やめてっ！　そんな酷ひどいこと言わないで。この子だって頑張っているのよ（菱田Ａ）」「ええい、容よう赦しやはするな（菱田Ｂ）」「そのセリフはダメよ、編集にまでナイフを突き刺す気!?（菱田Ａ）」「と、止めてくれるなっ！（菱田Ｂ）」と、壮そう絶ぜつな脳のう内ないドラマを繰くり広げながら書き上げました。

　まぁ簡単に言えば、大変楽しかったです！

　そんなわけで小説・漫画にかかわらず、創作をした人なら「あるある！」と同意して頂ける＋菱田の妄もう想そうによるキラキラさが合わさった、楽しい物語になったと思っております。

　読んで頂いた方にも、楽しんでもらえていたら嬉うれしいです。




　それでは、最後になりましたが謝しや辞じを少々。

　担当さまをはじめ、この本が出版されるまでにご尽じん力りよく頂いた方々、ありがとうございます。

　ハッとするほど魅み力りよく的てきなイラストを描いていただいたｏｍｕ様。イラストを見せて頂くたび、毎回ニヤニヤしております。

　そしてなにより、この本をお手に取っていただいた読者様に、心からの感謝を……。





二〇一六年　春　　菱田　愛日



















著

菱田愛日

Manabi Hishida




第16回電撃小説大賞で《審査員奨励賞》を受賞し、２０１０年にメディアワークス文庫よりデビュー。現在もアパレル販売の職に就きながら執筆を続ける兼業作家。三度の飯より寝るのが好き。










イラスト

omu

omu




omuです。

最近家の時計がどれもずれていることに気づきました。



















イラスト／omu

デザイン／世古口敦志（coil）












海うみ野の律りつは今日きようもズレている!!




２次じ元げん系けい男だん子しは少しよう女じよ漫まん画が家かでした。








菱ひし田だ愛まな日び
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